
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あふれる気き持もちを伝つたえあって

　やっと想おもいが通つうじたのに。




　別わかれのときが、春はるとともに近ちかづいてくる。




　できることなら

　両りょう想おもいのその先さきへ……。

　この先さきも続つづく未み来らいを信しんじたい。




　さよならは言いわない。

　これからもずっと、

　あなたのとなりにいたいから。
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「引いん退たいしたら、お前まえに伝つたえたいことがあるんだ」




　そう言いって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、優やさしいまなざしで私わたしを見みつめた。

　定てい期き演えん奏そう会かいが終おわったら、先せん輩ぱいは引いん退たいしてしまう。

　先せん輩ぱいと演えん奏そうできるのも、黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶでいっしょに過すごせるのも、あとわずかだから。

　引いん退たいがさみしいって、すなおな気き持もちを伝つたえた私わたしに、先せん輩ぱいがささやいたんだ。

「だから……もうちょっとだけ、待まってて」

　心しん臓ぞうがどくんと高たか鳴なって、いっきに顔かおが熱あつくなる。

　先せん輩ぱいのほおが赤あかいのは、きっと夕ゆう日ひのせい。

　だけど、私わたしの顔かおは、きっと真まっ赤かだろうな。

　だって、そんな風ふうに言いわれたら、期き待たいしちゃうよ。

「……はい」

　なんとかうなずくと、先せん輩ぱいはふっと笑わらって、またゆっくりと歩あるき出だした。

　さみしさよりも、ドキドキで胸むねがいっぱい。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいはいつも、私わたしの不ふ安あんやさみしさを、一いっ瞬しゅんでトキメキに変かえてしまう。

　そのたびに、先せん輩ぱいが大だい好すきだって気き持もちがもっともっと大おおきくなるんだ。

　先せん輩ぱいも、今いま、同おなじ気き持もちでいてくれたらいいな。




　あっという間まに駅えきに着ついてしまって、私わたしたちは足あしを止とめた。

「気きをつけて帰かえれよ」

「はい」

　夢ゆめのような時じ間かんは、もうおしまい。

　先せん輩ぱいといっしょだと、時じ間かんが経たつのが早はやすぎるよ。

　少すこしでも長ながく、先せん輩ぱいといたかったのにな。

　名残なごり惜おしい気き持もちを振ふり払はらうように、私わたしは笑え顔がおで頭あたまを下さげた。

「今日きょうはありがとうございました。いぬお……ルイも、ありがとう」

　頭あたまをなでると、いぬおはしっぽをブンブン振ふってくれた。

　そんな私わたしたちを見みて、伊い吹ぶき先せん輩ぱいは優やさしく目めを細ほそめる。

「じゃあな。また明日あした」

「はい！　また、部ぶ室しつで……」

　夕ゆう日ひに照てらされた、私し服ふく姿すがたの伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、とびきりかっこいい。
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　私わたしを見みつめてくれる先せん輩ぱいの姿すがたを、しっかりと目めに焼やきつけた。

　また明日あした、部ぶ室しつで会あえるけれど……。

　私わたしたちはまだ、吹すい奏そう楽がく部ぶの「部ぶ活かつ内ない恋れん愛あい禁きん止しの鉄てつのオキテ」に、しばられてる。

　ふたりで歩あるいたり、私わたしだけを見みつめてくれる先せん輩ぱいには、しばらく会あえないかもしれないから。

　一いち度どだけまぶたをぎゅっとつぶって、幸しあわせなこの瞬しゅん間かんを心こころに閉とじこめた。

「失しつ礼れいします」

　おじぎをして、くるりと背せを向むけた私わたしは、駅えきの改かい札さつ口ぐちへと歩あるき出だした。




　ゆっくりと走はしり出だした電でん車しゃから、流ながれていく外そとの景け色しきをぼんやりと眺ながめる。

　ふと気きづくと、電でん車しゃの窓まどには、見みたことのない自じ分ぶんの顔かおが映うつっていた。

『だってさくらちゃん、伊い吹ぶき先せん輩ぱいを見みつめてるときだけ顔かおが乙おと女めなんだもん』

　前まえに、崎さき山やまくんにそう言いわれたことがあったけれど、今いまならその意い味みがわかる。

　私わたし、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの前まえだと、こんな顔かおしてるんだ。

　なんだか照てれてしまって、首くび元もとで光ひかるネックレスに視し線せんを移うつした。

　それは、バレンタインに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいがプレゼントしてくれた、桜さくらの花はなびらのチャームがついたネックレス。

　先せん輩ぱいは、プレゼントで想おもいを伝つたえてくれた。

　でも、部ぶ活かつ内ない恋れん愛あい禁きん止しのオキテがあるから、私わたしたちは、「好すき」と言こと葉ばでは伝つたえられないし、きっと両りょう想おもいだけどつきあってない。

　今いまは、『後こう輩はい以い上じょう、カレカノ未み満まん』な関かん係けい。

「引いん退たいしたら……カレカノになれるのかな？」

　つぶやいてみたら、とたんに心こころが浮うき立たってきた。

　先せん輩ぱいは、どんな言こと葉ばで伝つたえてくれるんだろう。

　……なんて。ちょっと想そう像ぞうしただけで、ジタバタしちゃうよ。

　どんな言こと葉ばでも、うれしいに決きまってる。

　先せん輩ぱいが引いん退たいする日ひ──定てい期き演えん奏そう会かいは、来らい週しゅうの日にち曜よう日び。

　ドキドキで、さみしくて、ちょっぴり怖こわい。

　そんな自じ分ぶんの気き持もちを受うけ止とめたら。

　次つぎは、それをパワーに変かえて、楽たのしもう。

　そう思おもえるのは、さっき、私わたしの不ふ安あんやさみしさを、トキメキに変かえてくれた伊い吹ぶき先せん輩ぱいのおかげ。

　前まえ向むきな気き持もちになったら、自じ分ぶんのやるべきことが見みえてきた。

「私わたしがやるべきことは、定てい期き演えん奏そう会かいで最さい高こうの演えん奏そうをすることだよね」

　定てい期き演えん奏そう会かいまで、あと１週しゅう間かん。

　私わたしは、私わたしのやるべきことをしっかりやろう。

「よし、明日あしたも練れん習しゅうがんばろう！」

　先せん輩ぱいの引いん退たいを悲かなしむよりも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいや３年ねん生せいとの最さい後ごの演えん奏そうを心こころから楽たのしみたいから。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいと黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶで過すごす日ひ々びを、しっかり胸むねに刻きざもう。

『また明日あした』

『また、部ぶ室しつで』

　そう言いい合あえる、残のこり少すくない時じ間かんを、大たい切せつにしようって決きめたんだ。
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　あっという間まに３月がつになった。

　定てい期き演えん奏そう会かいまでは、あと３日かしかない。

「さくら、今日きょうも残のこって練れん習しゅうするの？」

　部ぶ活かつが終おわって、楽がっ器き庫こに行いくと、帰かえるしたくをととのえたさっこと加か代よちゃんがやってきた。

「うん。ちょっとだけ練れん習しゅうして帰かえるよ」

　フルートをみがきながら答こたえると、加か代よちゃんが目めを輝かがやかせた。

「さくらは本ほん当とうにえらいよ！　私わたしも見み習ならわなきゃ」

「定てい期き演えん奏そう会かい、もう今こん週しゅう末まつだもんね……。私わたしも残のこって練れん習しゅうがんばろうかな。明日あしたから」

「明日あしたからって！」

　さっこの言こと葉ばに、すかさず加か代よちゃんがつっこむ。

「高たか田だ先せん輩ぱいが残のこって練れん習しゅうするなら、私わたしもがんばるんだけどなぁ～」

　いたずらっぽく笑わらうさっこは、とびきりかわいい。恋こいする乙おと女めの顔かおだ。

　さっこから報ほう告こくはないけれど、高たか田だ先せん輩ぱいといい感かんじなのかな。

　バレンタインの日ひから、私わたしたちは恋こいバナをしていないんだ。

　なんとなく、加か代よちゃんが恋こいバナを避さけてる気きがして。

　だから、『恋こいの報ほう告こくをするのは、今いまじゃない』って、私わたしだけじゃなく、さっこも感かんじてるのかも。

「じゃあ、がんばってね！」

「お先さきに～」

「うん！　また明日あしたね」

　手てを振ふりあって、ふたりを見み送おくる。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいとのこと、そのうちふたりに報ほう告こくできたらいいな。

「よし、もう少すこしがんばろう！」

　さっこと加か代よちゃんからエールをもらって、元げん気き満まんタン！

　楽がっ器きと楽がく譜ふと譜ふ面めん台だいを持もって、気き合あいを入いれて音おん楽がく室しつを出でた。




　最さい近きんの練れん習しゅう場ば所しょは、音おん楽がく室しつと同おなじ２階かいの空あき教きょう室しつ。

　ろうかを歩あるいていると、近ちかくの教きょう室しつからサックスの音おとが聞きこえてきた。

「あれ？　このメロディーは……」

　ろうかに響ひびいているのは、『シング・シング・シング』の、サックスのソロだ。

　とってもむずかしいこのソロを吹ふける人ひとは、黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶで、崎さき山やまくんただひとり。

　すてきな演えん奏そうに引ひきよせられるように教きょう室しつをのぞくと、やっぱり！

　崎さき山やまくんがひとりで、ソロの部ぶ分ぶんを何なん度ども練れん習しゅうしていた。

「崎さき山やまくんも、残のこって練れん習しゅうしてるんだ……」

　すごいな。合がっ奏そうでも完かん璧ぺきなのに。

　いつもの崎さき山やまくんは、部ぶ活かつが終おわるとすぐに、柴しば田たさんといっしょに帰かえっていく。

　でも、定てい期き演えん奏そう会かいは、崎さき山やまくんにとっても、中ちゅう学がっ校こう生せい活かつの中なかで伊い吹ぶき先せん輩ぱいといっしょに演えん奏そうできる最さい後ごのチャンスだから。

　ぜったいに、最さい高こうの演えん奏そうをしたいもんね。

　崎さき山やまくんもがんばってるんだなって思おもったら、さらにやる気きがわいてきた。

「私わたしもがんばろう！」

　真しん剣けんな表ひょう情じょうでがんばる崎さき山やまくんに、心こころの中なかでエールを送おくる。

　少すこし離はなれた空あき教きょう室しつに入はいって、私わたしも練れん習しゅうを始はじめた。




「わっ。もうこんな時じ間かんだ！　帰かえらなきゃ」

　時と計けいを見みて、びっくり。

　まだ明あかるいから、こんなに時じ間かんが経たっていたなんて、気きがつかなかったよ。

　ちょっと前まえまでは、練れん習しゅうしていたら、すぐに外そとが真まっ暗くらになったのにな。

　いつの間まにか、ずいぶん日ひが長ながくなったみたい。

　あわてて音おん楽がく室しつに戻もどると、楽がっ器き庫こには崎さき山やまくんがいた。

「崎さき山やまくん、おつかれ様さま！」

「おつかれ様さま。さくらちゃんも残のこって練れん習しゅうしてたんだね」

「うん。私わたしはまだまだ練れん習しゅうが必ひつ要ようだから。崎さき山やまくんはもう完かん璧ぺきなのに、残のこって練れん習しゅうしてるんだね」

　楽がっ器きを片かたづけながら笑え顔がおを向むけると、崎さき山やまくんはわずかに目めを伏ふせた。

「……俺おれも、まだまだだよ」

　あれ？　崎さき山やまくん、どうしたんだろう。

　いつもと違ちがう、元げん気きのない声こえ。

　だけどすぐに、いつものキラキラ王おう子じ様さまスマイルに戻もどった。

「ここ、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの自じ主しゅ練れんの音おとがよく聞きこえるんだね」

　となりの音おん楽がく準じゅん備び室しつからは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのトランペットの音おとが聞きこえてくる。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいも、まだ残のこって練れん習しゅうしてるみたい。

「ふふっ。そうなんだよね。いつもこっそり聞きいて、元げん気きもらってるの」

「先せん輩ぱいの演えん奏そうを聞きいてると、がんばろうって思おもえるよね」

「うん！」

「やっぱり、伊い吹ぶき先せん輩ぱいはすごいな……」

　崎さき山やまくんは、楽がっ器きを片かたづける手てを止とめて、聞きき入いるように目めを閉とじた。

「すごいよね」

　入にゅう部ぶしてからずっと、私わたしは伊い吹ぶき先せん輩ぱいの自じ主しゅ練れんの音おとをここで聞きいていた。

　お昼ひる休やすみも、部ぶ活かつの後あとも。

　ドキドキしたり、元げん気きをもらったり、美うつくしい音ね色いろに感かん動どうして、聞きき入いったり。

　今日きょうはひとりじゃなくて、恋こいバナ仲なか間まの崎さき山やまくんといっしょに聞きけて、うれしいな。

「ここで先せん輩ぱいの音おとを聞きけるのも、あと２日かなんだね」

　崎さき山やまくんがポツリとつぶやいた。

「そうだね」

「先せん輩ぱいの音おと、しっかり心こころに刻きざみつけておかなきゃ……」

「崎さき山やまくん……？」

　崎さき山やまくん、どうしてそんなにさみしそうに笑わらうんだろう……。

　いつもと様よう子すが違ちがうから、心しん配ぱいになってくるよ。

　どうしたのって声こえをかけてもいいかな。ちょっと悩なやんでいると。

　しんみりした空くう気きを打うちはらうように、崎さき山やまくんは大おおきく息いきをついて、止とまっていた手てを動うごかし始はじめた。

　まるで、私わたしに何なにか聞きかれるのを避さけるみたいに。

　話わ題だい、変かえたほうがいいみたい。

　なんとなくそう感かんじて、私わたしは明あかるい声こえで聞きいてみる。

「そういえば、柴しば田たさんは？」

「先さきに帰かえったよ」

「そうなんだ」

　秋あきごろから、帰かえり道みちが暗くらくてあぶないからって、ふたりはいつもいっしょに帰かえってた。

　崎さき山やまくんは、柴しば田たさんのお母かあさんに、頼たのまれたって言いってたな。

「日ひが長ながくなってきて、帰かえり道みちもだいぶ明あかるいから。月つき乃のは、もう俺おれがいなくても大だい丈じょう夫ぶだよ」

「……」

「じゃあね、さくらちゃん」

「あ、うん……また明日あした」

　楽がっ器きを片かたづけ終おえた崎さき山やまくんは、笑え顔がおで帰かえっていった。

　でも、やっぱりいつもの崎さき山やまくんとは、違ちがう気きがする。

「『俺おれがいなくても大だい丈じょう夫ぶ』……？」

　どうしても気きになって、小ちいさな声こえで崎さき山やまくんの言こと葉ばをつぶやいてみた。

　帰かえり道みちが明あかるいから、柴しば田たさんひとりでも帰かえれるっていう意い味みだよね。

　でも……なんだか、その意い味みだけじゃない気きがしてしまって。

　そういえば、崎さき山やまくんからは、これと似にた言こと葉ばを、冬ふゆ合がっ宿しゅくで聞きいた気きがする。




『俺おれはいなくなるけど、さくらちゃん、これからも月つき乃のをよろしくね』




　そう言いって、さびしそうに笑わらった崎さき山やまくんの姿すがたと重かさなった。

　もしまた崎さき山やまくんが、あのときみたいに、誰だれにも言いえない不ふ安あんを抱かかえているのなら……。

　それをはきだすことができる相あい手ては、私わたしなんだ。

　そう思おもったら、いてもたってもいられなくなって。

　急いそいで楽がっ器きを片かたづけた私わたしは、崎さき山やまくんを追おいかけた。




「崎さき山やまくん！」

　夕ゆう暮ぐれの道みちを走はしって、やっと崎さき山やまくんに追おいついた。

「どうしたの？　さくらちゃん」

　振ふり向むいた崎さき山やまくんは、キョトンとしている。

「いっしょに、帰かえろう」

　息いきを整ととのえながら言いうと、崎さき山やまくんは、ちょっぴり泣なきそうな顔かおで、くしゃっと笑わらった。

「……ありがとう」
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「えっ」

　思おもいがけない『ありがとう』に、びっくりして、思おもわず声こえが出でた。

　そんな私わたしに、崎さき山やまくんは、やわらかい声こえで続つづける。

「さくらちゃん、俺おれのこと心しん配ぱいしてくれてるんでしょ？」

「……！」

　崎さき山やまくんには、私わたしの考かんがえてることなんてお見み通とおしみたい。

　私わたしは正しょう直じきにうなずいた。

「……うん。元げん気きないから、なにかあったのかなって」

「俺おれ、初はつ詣もうでからずっとこんな感かんじだね……。ごめんね、心しん配ぱいかけて」

「ううん」

　崎さき山やまくんは、何なにかを考かんがえるように少すこしだけ口くちをつぐんだ。

　それから、ゆっくりと話はなし始はじめる。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいと演えん奏そうできるの、いよいよ最さい後ごなんだなって思おもって」

「……そうだよね」

　私わたしと崎さき山やまくんは、同おなじ人ひとを好すきになったライバルであり、仲なか間ま。

　崎さき山やまくんの気き持もちは、よくわかる。

　私わたしも同おなじ気き持もちだから。

　でも……。もう二に度どといっしょに演えん奏そうできないってわけじゃない。

　崎さき山やまくんを元げん気きづけたくて、私わたしは笑え顔がおを向むけた。

「さみしいけど、２年ねん後ご、高こう等とう部ぶでまたいっしょに吹ふけるよ！」

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、黒くろ羽ばね高こう校こう吹すい奏そう楽がく部ぶでトランペットを続つづける。

　それは、私わたしの心こころの支ささえでもあるんだ。

「２年ねん後ご……か」

　だけど、崎さき山やまくんはそうつぶやいて、うつむいてしまった。

　その様よう子すに、私わたしはハッとした。

「まさか、崎さき山やまくん……」

　最さい悪あくの想そう像ぞうが、頭あたまの中なかをよぎる。

　崎さき山やまくんのお父とうさんは、有ゆう名めいな日に本ほん舞ぶ踊ようの家いえ元もと。

　お母かあさんも、双ふた子ごのお姉ねえさんたちも、日に本ほん舞ぶ踊よう家かなんだ。

　長ちょう男なんの崎さき山やまくんは、生うまれたときから、家いえをつぐことが決きまっていた。

『だから、本ほん来らいは、部ぶ活かつなんてできないんだ』って言いっていた。

　でも、崎さき山やまくんは、小しょう学がっ校こう時じ代だいに伊い吹ぶき先せん輩ぱいの演えん奏そうを聞きいて、初はじめて目もく標ひょうができたんだ。

　黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶに入はいって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいといっしょに演えん奏そうしたいっていう目もく標ひょうが……。

　崎さき山やまくんは、その目もく標ひょうを実じつ現げんするために、１年ねん生せいの間あいだだけ、黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶに入はいることをゆるしてもらっていた。

　でも、逆ぎゃくに言いうと、それは、

『日にち舞ぶのお稽けい古こを本ほん格かく的てきにがんばるために、２年ねん生せいになったら、サックスも部ぶ活かつもやめる』

　……ということ。

　それだけじゃなくて、お父とうさんからは、３月がついっぱいで、黒くろ羽ばね中ちゅうから転てん校こうすることまで言いい渡わたされていた。

　それは、避さけられない自じ分ぶんの運うん命めいだから……受うけ入いれるしかないって、崎さき山やまくんは思おもっていた。

　でも──。

『楽がっ器きの練れん習しゅうと部ぶ活かつも、家いえの稽けい古こも、お前まえが本ほん気きになれば、両りょう方ほう選えらぶこともできるんじゃないか』

　冬ふゆ合がっ宿しゅくでの、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのこの言こと葉ばで、崎さき山やまくんは決けっ心しんしたんだ。

　サックスも、家か業ぎょうの日にち舞ぶも、両りょう方ほうがんばることを。

　ご両りょう親しんに、楽がっ器きを続つづけることを認みとめてもらえるぐらいお稽けい古こをがんばって、退たい部ぶも、転てん校こうも、回かい避ひするって。

　そう、言いっていたけれど……。

　まさか、本ほん当とうに、転てん校こうが決きまってしまったの？

「もしかして、崎さき山やまくん──」

　胸むなさわぎをおぼえながら顔かおを上あげると、崎さき山やまくんは、優やさしくほほえんだ。

「大だい丈じょう夫ぶ。転てん校こうは免まぬがれたよ。俺おれ、いま、基き礎そから日にち舞ぶの稽けい古こをがんばってるんだ。サックスと同おなじくらい真しん剣けんにね」

「よかった……！」

　崎さき山やまくんのその言こと葉ばに、心こころの底そこからほっとした。

「でも、部ぶ活かつを続つづけることは、まだ認みとめてもらえてない」

　崎さき山やまくんは、つらそうな目めをしてそう言いった。

「そんな……」

　いつも、キラキラの笑え顔がおを見みせてくれる崎さき山やまくんのその表ひょう情じょうに、崎さき山やまくんが置おかれた、きびしい状じょう況きょうを思おもい知しらされてしまう。

「だまっていたってなにも変かわらないから、自じ分ぶんの希き望ぼうがかなうように行こう動どうをしてみたんだ。『２年ねん生せいになっても部ぶ活かつを続つづけたい。だから、定てい期き演えん奏そう会かいに来きて、合がっ奏そうを聞きいてほしい』って、親おやにダメ元もとで頼たのんだ。俺おれにとって、サックスが……吹すい奏そう楽がくや仲なか間まが、どれだけ大たい切せつかを伝つたえたくて」

「そうだったんだ……」

「まだ、会かい場じょうに来きてくれるって返へん事じはもらえてないけど、姉あねたちがいっしょに行いこうって、親おやをさそってくれてるんだ」

「……それなら、すごく心こころ強づよいね！」

　崎さき山やまくんのお姉ねえさんたち──彩あや音ねさんと朱あか音ねさんの、太たい陽ようのような笑え顔がおを思おもい出だす。

　ふたりとも、崎さき山やまくんのやりたいことを応おう援えんしてくれている。

　黒くろ羽ばね中ちゅうに行いきたいっていう崎さき山やまくんの目もく標ひょうも、お姉ねえさんたちが応おう援えんしてくれたから実じつ現げんできたんだ。

　だから、今こん回かいも、味み方かたになってくれてるんだね。

　崎さき山やまくんの演えん奏そうを聞きいてもらえば、ご両りょう親しんにも、きっと、崎さき山やまくんがどれだけ吹すい奏そう楽がくとサックスを大だい事じに思おもっているか、伝つたわるはずだよ！

　明あかるい気き持もちになった私わたしだったけれど、崎さき山やまくんは、しずんだ顔かおのまま。

「でも、親父おやじはガンコだからな……。来きてもらえるかわからない。もし来きてくれて、演えん奏そうを聞きいてくれても、退たい部ぶを回かい避ひできるかは……正しょう直じき、自じ信しんがないよ」

　そう言いって、うなだれた。

　こんな不ふ安あんそうな崎さき山やまくん、初はじめて見みるよ。

　でも、それだけ本ほん気きってことなんだ。

　崎さき山やまくんのソロは、私わたしからしたら完かん璧ぺきだけど、本ほん人にんはまだまだ満まん足ぞくしていない。

　それに、ご両りょう親しんの反はん対たいがあるから、家いえではサックスの練れん習しゅうができない。

　だから、学がっ校こうに残のこって、練れん習しゅうをがんばってたんだね……。

　ご両りょう親しんに認みとめてもらえる演えん奏そうをしたくて、努ど力りょくしてるんだ。

　その熱ねつ意いに、胸むねがいっぱいになった。

　お家うちの事じ情じょうに、私わたしは立たち入いることができない。

　だから、なにもできないことが悔くやしいよ。

　せめて、崎さき山やまくんの不ふ安あんをまるごと受うけ止とめたくて、私わたしは何なん度どもうなずいた。

「私わたし……崎さき山やまくんの演えん奏そう、絶ぜっ対たいに絶ぜっ対たいに、聞きいてもらいたいよ。最さい高こうにかっこよくて、黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶの自じ慢まんのサックスなんだから」

「ありがとう、さくらちゃん。俺おれ、がんばるよ」

　せいいっぱいの私わたしの気き持もちを、崎さき山やまくんは笑え顔がおで受うけ取とってくれた。




　崎さき山やまくんに、バレンタインの日ひのことを報ほう告こくしなきゃ、って思おもっていたけれど──。

　それを伝つたえるのは、今いまじゃない。

　定てい期き演えん奏そう会かいが終おわってからにしよう。

　今いまはただ、祈いのろう。

　崎さき山やまくんのご両りょう親しんが、演えん奏そうを聞ききに来きてくれますように。

　あきらめずに自じ分ぶんの思おもいを伝つたえようとしている、崎さき山やまくんの気き持もちが届とどきますように。

　サックスの演えん奏そうを、これからも聞きけますように。

　空そらにきらめく明あかるい星ほしを、願ねがいをこめて見み上あげた。
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　今日きょうは、３月がつ最さい初しょの日にち曜よう日び。

　いよいよ定てい期き演えん奏そう会かい、当とう日じつだ。

『本ほん日じつは、黒くろ羽ばね中ちゅう学がっ校こう吹すい奏そう楽がく部ぶ、第だい10回かい定てい期き演えん奏そう会かいにお越こしいただき、誠まことにありがとうございます』

　開かい演えん15分ふん前まえのアナウンスが流ながれたのを合あい図ずに、私わたしたちは、楽がっ器きを持もって舞ぶ台たい袖そでに移い動どうした。

　定てい期き演えん奏そう会かいは、１部ぶから３部ぶ、３つの演えん奏そうを発はっ表ぴょうするんだ。

　１部ぶは、マーチング。

　みんなで、体たい育いく祭さいぶりにマーチング衣い装しょうを着きている。

「はぁ～。崎さき山やまくんのマーチング衣い装しょう姿すがた、かっこよすぎて神かみ……。最さい高こうに推おせる……」

　薄うす暗ぐらい舞ぶ台たい袖そでで、ほおを赤あかくそめた内ない藤とうさんがささやく。

「本ほん当とうに。みんな、すごく似に合あってるよね」

　そう言いいながら、つい、ファンファーレを吹ふくトランペットパートを探さがしてしまう。

「楓かえで！　衣い装しょう、似に合あってるよ。王おう子じ様さまみたい！　最さい高こうにかっこいいね！」

　カレンの声こえにつられて、壁かべのほうを見みると……いた！

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいだ……！

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいのマーチング衣い装しょう姿すがた、また見みられるなんてうれしいな。

　薄うす暗ぐらい中なかでも、キラキラ輝かがやいて見みえる。

　かっこよくって、ドキドキして、私わたしも、内ない藤とうさんみたいに真まっ赤かになっちゃいそうだよ。

　あわてて視し線せんをそらすと、ふと、目めにとびこんできた、崎さき山やまくんの様よう子すが気きになってしまった。

　少すこしだけ、緊きん張ちょうしてるみたい。

　コンクールのときはいつも、ガチガチに緊きん張ちょうしてた私わたしと違ちがって、崎さき山やまくんは常つねに余よ裕ゆうの笑え顔がおだったのに……。

　うつむきがちな崎さき山やまくんが心しん配ぱいで、つい見みつめていると、私わたしの視し線せんに気きづいたみたい。

『大だい丈じょう夫ぶだよ、きっと来きてくれるよ』

　はげましたい一いっ心しんで、そんな気き持もちをこめて、崎さき山やまくんに向むかってうなずいた。

　気き持もちが、伝つたわったのかな。

　崎さき山やまくんは、少すこしだけ笑わらってくれた。

『ありがとう。さくらちゃん』

　って、言いうみたいに。

　どうかどうか、崎さき山やまくんのお父とうさんとお母かあさんが、見みに来きてくれますように。

　そして、崎さき山やまくんのすてきなソロを聞きいてくれますように……！

　そんな願ねがいをこめて、客きゃく席せきをのぞき見みた。

　定てい期き演えん奏そう会かいの会かい場じょうは、学がっ校こうの近ちかくのコンサートホール。

　とても広ひろいホールだから、観かん客きゃく席せきがうまるかなって心しん配ぱいだったんだけど……。

　吹すい奏そう楽がくコンクール全ぜん国こく大たい会かい金きん賞しょうと、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの引いん退たい演えん奏そうっていう話わ題だいもあってか、会かい場じょうは超ちょう満まん員いん！

　みんな、わくわくした顔かおで開かい演えんを待まってくれている。

「すごいね。どんどんお客きゃくさんが増ふえていく」

「立たち見みの人ひともいるよ！」

　後うしろから、興こう奮ふんと緊きん張ちょうが入いり混まじった声こえが聞きこえてきた。

　これだけの観かん客きゃくがいるんだから、吹すい奏そう楽がくの演えん奏そうを、あんまり聞きいたことがないっていう人ひともいるんじゃないかな。

　この演えん奏そう会かいがきっかけで、吹すい奏そう楽がくの演えん奏そうの楽たのしさに、気きづいてもらえたらいいな。

　なんたって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのソロも、崎さき山やまくんのソロも、とってもかっこいい。

　黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶの演えん奏そうは、絶ぜっ対たいに心こころに響ひびくんだから！

　そうしていると、観かん客きゃく席せきに、見み知しった顔かおを見みつけた。

　全ぜん国こく大たい会かいの後あとに引いん退たいした、外がい部ぶ受じゅ験けん組ぐみの３年ねん生せいの先せん輩ぱいたちだ！

　それに、黒くろ羽ばね高こう校こう吹すい奏そう楽がく部ぶの先せん輩ぱいたちも来きてくれてる。うれしいな。

　その近ちかくには、担たん任にんの鈴すず木き先せん生せいもいた。

　先せん生せいは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが１年ねん生せいの時ときの担たん任にんでもある。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの、中ちゅう等とう部ぶ最さい後ごの演えん奏そうを、聞ききにきてくれたんだね。

　あっ。お父とうさんとお母かあさん、座ざ席せきが前まえすぎるよ……！

　お兄にいちゃんは、さっきからずっと後うしろを見みてるけど、何なんだろう。

　お兄にいちゃんの視し線せんをたどると……椿つばき先せん輩ぱいだ！

　椿つばき先せん輩ぱいの横よこには、彼かれ氏しさん──高たか田だ先せん輩ぱいのお兄にいさんが座すわっていた。

　いろんな人ひとが、黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶの演えん奏そうを聞ききに来きてくれている。

　それなのに……。

　崎さき山やまくんのお姉ねえさんたちも、ご両りょう親しんらしき人ひとも……どこにも見みつからない。

『まもなく開かい演えんです。ロビーにおいでのお客きゃく様さまは、お席せきについてお待まちください』

　そんな……！

　開かい演えん５分ふん前まえのアナウンスが聞きこえてきて、心こころがざわめく。

　まさか、来きてくれないんだろうか。

　不ふ安あんが胸むねをよぎった、そのとき──……。

「あっ……！」

　彩あや音ねさんと朱あか音ねさんが、会かい場じょうに入はいってくるのが見みえた。

　そして、おふたりによく似にたきれいな女じょ性せいと、着き物もの姿すがたの男だん性せいが入はいってきたんだ。

　ねえ、これって、もしかして……！

「よかったわ……」

　すぐ後うしろから、ほっとした声こえが聞きこえてきた。

　いきおいよく振ふり向むくと、そこには、私わたしと同おなじく、観かん客きゃく席せきをのぞき見みてる柴しば田たさんがいた。

「柴しば田たさん、彩あや音ねさんと朱あか音ねさんのとなりに座すわった方かたたちって……」

「詩し音おんのご両りょう親しんよ。聞ききに来きてくれたのね」

　柴しば田たさんが、安あん心しんしたようにほほえんだ。

　よかった……！　来きてくれたんだ……!!

「詩し音おんに、伝つたえてあげて。来きてくれないんじゃないかって、すごく気きになっているみたいだから」

「柴しば田たさんは、言いってあげないの……？」

　私わたしの問といかけに、柴しば田たさんはゆっくり首くびを横よこに振ふった。

「私わたしは、詩し音おんと近ちかすぎるの。だからこそ、そこまでふみこんでいくことは、できないわ。私わたしにできるのは、見み守まもることだけよ」

　そっか……。柴しば田たさんなりの想おもいがあるんだね。

　その気き持もちと、優やさしいまなざしを受うけ止とめて、私わたしは力ちから強づよくうなずいた。

「うん。わかった……！」

　いきおいよく回まわれ右みぎをして、舞ぶ台たい袖そでで開かい演えんを待まつみんなの中なかから、崎さき山やまくんを探さがす。

　……いた！　みんなの輪わから少すこし離はなれた、舞ぶ台たい袖そでの奥おく。

　すばやく駆かけよって、耳みみ元もとでこっそり伝つたえる。

「崎さき山やまくん、来きてくれたよ！」

　すると、崎さき山やまくんはガバッと顔かおを上あげた。

「ほんと……？」

　うん、とうなずくと、ホッとした顔かおになる。

　だけどすぐに、真しん剣けんな表ひょう情じょうを浮うかべた。

「せいいっぱいがんばるよ。俺おれのすべてでぶつかってみる」

　崎さき山やまくんが、ぎゅっとこぶしをにぎりしめた、そのとき……。

「崎さき山やま」

　突とつ然ぜん聞きこえた、低ひくめの声こえ。

　崎さき山やまくんが、はじかれたように振ふり返かえる。

「大だい丈じょう夫ぶだ。お前まえらしく楽たのしんで吹ふけばいい。お前まえの演えん奏そうは、ちゃんと届とどくから」

「先せん輩ぱい……」

　そこにいたのは、伊い吹ぶき先せん輩ぱい。

　先せん輩ぱいの頼たのもしい言こと葉ばに、崎さき山やまくんの目めがうるんでいく。

　冬ふゆ合がっ宿しゅくで崎さき山やまくんの想おもいにふれた伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、きっと、わかってるんだ。

　今日きょうが、崎さき山やまくんにとって大たい切せつな勝しょう負ぶの日ひなんだって。

「……はい！　部ぶ活かつもサックスも大だい好すきで、夢む中ちゅうだってこと、演えん奏そうで伝つたえます！」

　そう言いって、崎さき山やまくんは笑え顔がおを見みせた。

　よかった。いつもの太たい陽ようのようにキラキラな崎さき山やまくんだ。

　サックスは、崎さき山やまくんがやっと見みつけた『夢む中ちゅうになれること』。

　敷しかれたレールを走はしるしかなかった崎さき山やまくんが、はじめて叶かなえたいって思おもえた、たくさんの夢ゆめが詰つまってるんだ。

　そして──。

　崎さき山やまくんがサックスや吹すい奏そう楽がくに夢む中ちゅうになったきっかけも、夢ゆめを見みつけられたのも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのおかげ。

　その先せん輩ぱいに背せ中なかを押おしてもらって、崎さき山やまくんは自じ信しんを取とり戻もどしたみたい。

「俺おれ、めいっぱい楽たのしみます！」

「ああ」
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　気き合あいたっぷりの崎さき山やまくんは、とってもかっこいい。

「行いくぞ、崎さき山やま。もうすぐ開かい演えんだ」

「はい！」

　崎さき山やまくんの笑え顔がおは、自じ信しんに満みちて、キラキラと輝かがやいていた。




「開かい演えん２分ふん前まえです。集あつまってください」

　新しん部ぶ長ちょうの新にっ田た先せん輩ぱいと高たか田だ先せん輩ぱいのまわりに、全ぜん部ぶ員いんが集あつまった。

　北きた田だ先せん生せいも加くわわって、大おおきな大おおきな円えん陣じんができる。

　新にっ田た先せん輩ぱいが、ぐるりとみんなを見み回まわして言いった。

「このメンバーで演えん奏そうするのは、今日きょうで最さい後ごです。この会かい場じょうにいるすべての人ひとにとって最さい高こうの日ひになるように、黒くろ羽ばね中ちゅうサウンドを響ひびかせましょう！」

「「「「はい！！！！！」」」」

　高たか田だ先せん輩ぱいが、優やさしいまなざしでひとりひとりを見みつめた。

「今日きょうまでの思おもい出でを音おとにのせて、思おもいっきり、みんなで楽たのしもう」

「「「「はい！！！！」」」」

　みんなの心こころがひとつになって、火ひが灯ともる。

　涙なみだ目めになってるさっこに、気き合あい十じゅう分ぶんの加か代よちゃんに。

　柴しば田たさんとカレンに、内ない藤とうさんに、そして崎さき山やまくんに。

　楽たのしもう！って笑え顔がおを向むけて、ほほえみ合あった。

　高たか田だ先せん輩ぱいの横よこには、ひときわ目め立だつ存そん在ざい感かんの伊い吹ぶき先せん輩ぱい。

　輝かがやく銀ぎん色いろのトランペットを手てに、頼たのもしく立たっている。

　舞ぶ台たい袖そでで、先せん輩ぱいといっしょに出で番ばんを待まつのは、これで最さい後ごなんだな……。

　そう思おもったら、涙なみだがこみあげてきてしまって、あわててくちびるをむすんだ。

「……？」

　ふと視し線せんを感かんじて顔かおを上あげると、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと目めが合あった！

　にやりといじわるに笑わらった先せん輩ぱいが、一いっ瞬しゅんだけ優やさしい笑え顔がおになって……。

『楽たのしむぞ』

　先せん輩ぱいの口くちが、そう動うごいたんだ。

　どくん！

　心しん臓ぞうが大おおきく跳はねて、私わたしの心こころのスイッチを押おす。ぐんぐん力ちからがみなぎってきた。

『はい！』

　大おおきくうなずき返かえしてほほえみ合あうと、開かい演えんのブザーが鳴なった。

　さぁ、いよいよ１部ぶの始はじまりだ！




　ピーピーピッピッピ!!




　高たか田だ先せん輩ぱいの笛ふえの合あい図ずとともに、パーカッションパートのスネアドラムが会かい場じょうに鳴なり響ひびく。

　シグナルバトンを見みながら、全ぜん員いんで心こころをそろえて足あしぶみを始はじめた。

『よろしくね』

　心こころの中なかでフルートにささやいて、私わたしは明あかるいステージへと歩あるき出だした。
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　１部ぶのマーチングを無ぶ事じに終おえ、制せい服ふくに着きがえた私わたしたちは、ふたたび舞ぶ台たいに立たった。

　２部ぶの「クラシック」は、コンクールの自じ由ゆう曲きょく『海うみの男おとこ達たちの歌うた』から始はじまる。

　コンクールの舞ぶ台たいで何なん度どか演えん奏そうした曲きょくだけど、そのときとは、ちょっと違ちがう。

　私わたしのとなりには、高たか橋はし先せん輩ぱいが座すわっている。

　後うしろのセカンドフルートの席せきには、柳やな瀬せさんもいる。

　定てい期き演えん奏そう会かいでは、コンクールの選せん抜ばつメンバーじゃないみんなと、いっしょに演えん奏そうできるんだ。

　今いまいる部ぶ員いん全ぜん員いんで、この曲きょくを演えん奏そうできることが、とってもうれしい。

「楽たのしもう」

　北きた田だ先せん生せいが、コンクールのときと同おなじように、一いっ瞬しゅんだけ笑え顔がおを見みせて、みんなに告つげた。

　全ぜん員いんでうなずいて、こたえる。

　いよいよだ。

　このメンバーで吹ふける、最さい初しょで最さい後ごの『海うみの男おとこ達たちの歌うた』。

　みんなで、楽たのしもう！




　指し揮き棒ぼうが振ふられ、ホルンとトランペットのゆったりとしたメロディーが響ひびく。

　そこに、フルートパートが高こう音おんをかぶせた。

　高たか橋はし先せん輩ぱいと柳やな瀬せさんの音おとも、いっしょだ。

　じんと胸むねが熱あつくなるのを感かんじながら、一いち音おん一いち音おんを、大たい切せつに吹ふいていく。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの美うつくしいソロを、柴しば田たさんの優やさしいピアノと、カレンのヴィブラフォンがいろどる。

　そこに加か代よちゃんのトライアングルが重かさなった。

　ああ、やっぱりこの曲きょくが大だい好すきだ。みんなで吹ふけて、すごくうれしいよ。

『海うみの男おとこ達たちの歌うた』を吹ふき終おえると、会かい場じょう中じゅうから拍はく手しゅがふりそそいで、胸むねがいっぱいになった。

　プログラムはどんどん進すすみ、ついに２部ぶ最さい後ごの曲きょく。

　定てい期き演えん奏そう会かいのために、みんなで練れん習しゅうしてきた、『アルヴァマー序じょ曲きょく』だ。

　椿つばき先せん輩ぱいと伊い吹ぶき先せん輩ぱいの特とく別べつレッスンを思おもい出だしながら、後こう半はんの速はやいメロディーを楽たのしんだ。

　まだまだこの曲きょくを吹ふいていたい……そんな幸しあわせな気き持もちで、最さい後ごの一いち音おんを吹ふき上あげる。

　そうして、２部ぶは幕まくを閉とじた。




　休きゅう憩けいをはさんで、いよいよ最さい後ごの３部ぶ、ポップス曲きょくの演えん奏そうが始はじまった。

　今こ年としの定てい期き演えん奏そう会かいの目め玉だま曲きょく、『シング・シング・シング』のむずかしいソロを、崎さき山やまくんがみごとに成せい功こうさせた。




「「「崎さき山やまく～～～ん！！！！」」」




　会かい場じょうに飛とび交かう黄き色いろい声こえに、崎さき山やまくんは笑え顔がおでこたえる。

　あっ。崎さき山やまくんのご両りょう親しんも、大おおきな拍はく手しゅを送おくってる！

　どうか、崎さき山やまくんの想おもいが伝つたわっていますように……！

　次つぎは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのトランペットソロだ。

　先せん輩ぱいは、ステージの前まえのほうに立たてられたマイクに向むかって、ゆっくりと歩あるいていく。

　それだけで、会かい場じょうがどよめいた。

　ふりそそぐスポットライトをあびながら、先せん輩ぱいがソロを吹ふき始はじめた。

『シング・シング・シング』のトランペットソロは、楽がく譜ふ通どおりに吹ふいてもとってもむずかしいのに、先せん輩ぱいは、さらにアドリブでアレンジを加くわえているんだ。

　最さい高こうにむずかしくてかっこいいソロを、ミスなく吹ふいていく。

　ここから見みる伊い吹ぶき先せん輩ぱいも、ステージ上じょうで聞きくソロも、いつもの何なん倍ばいもかっこいい。

　ソロの最さい後ごは、先せん輩ぱいの得とく意い技わざ、とびきり難なん易い度どの高たかいハイトーン。

　大人おとなでもむずかしい高こう音おんを、先せん輩ぱいは高たからかに吹ふき上あげた。
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　会かい場じょうに響ひびく余よ韻いんが、みんなの心こころをふるわせる。

　私わたしも、感かん動どうで胸むねがいっぱいだ。

　完かん璧ぺきなソロを吹ふき終おえて、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが一いち礼れいした。

　ちょっぴりドヤ顔がおなところが先せん輩ぱいらしい。

「「「ブラボー!!」」」

「「「伊い吹ぶき先せん輩ぱい～～～～!!」」」

「「「伊い吹ぶきくん～～～～！！！！」」」

　会かい場じょう中じゅうから大おおきな拍はく手しゅと歓かん声せいが響ひびく。

　それにこたえるように、先せん輩ぱいはトランペットを少すこし上うえに掲かかげて、もう一いち度ど軽かるく頭あたまを下さげた。

「「「きゃーーーーーーーー!!」」」

　会かい場じょうを埋うめつくす黄き色いろい声こえに背せを向むけて、先せん輩ぱいは自じ分ぶんの席せきへと戻もどっていく。

　ああ……。とんでもなくかっこよかった……。

　でも、これが最さい後ごなんだ。

　こんな近ちかくで伊い吹ぶき先せん輩ぱいのソロを聞きけるのも、同おなじ制せい服ふくでステージに立たてるのも。

　それに、このメンバーで演えん奏そうできるのも、この曲きょくで、本ほん当とうに最さい後ご。

　すごくすごく、楽たのしかったな。

　今いままでの思おもい出でが、頭あたまの中なかをかけめぐる。

　フルートのパート練れん習しゅう、たくさんの合がっ奏そう。

　吹すい奏そう楽がくコンクールの選せん抜ばつオーディションと、地ち区く予よ選せん大たい会かい、県けん大たい会かい、関かん東とう大たい会かい。

　全ぜん国こく大たい会かいでの高たか田だ先せん輩ぱいの涙なみだと、トロフィーを持もってうれしそうに笑わらう伊い吹ぶき先せん輩ぱい。

　幼よう稚ち園えんや遊ゆう園えん地ちでの演えん奏そうに、体たい育いく祭さいのマーチング、学がっ校こう祭さいのダンプレ、部ぶ活かつ内ない発はつ表ひょう会かい、クリスマス会かい。

　そして、冬ふゆ合がっ宿しゅく──……。ダメだ。涙なみだで楽がく譜ふがぼやけちゃうよ。

　会かい場じょうの手て拍びょう子しに支ささえられながら、ふるえるくちびるで、アンコール曲きょくを吹ふき終おえる。

「ありがとうございました！」

　最さい後ごの一いち音おんまで楽たのしんだ私わたしたちは、鳴なり止やまない拍はく手しゅをあびながら、深ふか々ぶかとおじぎをした。

　観かん客きゃく席せきのみんなの目めも、キラキラと光ひかっている。

　本ほん当とうに本ほん当とうに、楽たのしくて、最さい高こうだった……！

　この感かん動どうも、舞ぶ台たいからのこの眺ながめも、私わたしはきっと忘わすれない。
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　定てい期き演えん奏そう会かいは、大だい成せい功こう。

　観かん客きゃく席せきの人ひとたちも、部ぶ員いんたちも、大だい感かん動どうで幕まくを閉とじた。

　学がっ校こうに戻もどって楽がっ器きを片かたづけたあと、私わたしたちは、学がっ校こうの近ちかくのお店みせに移い動どうした。

　部ぶ員いんみんなで、定てい期き演えん奏そう会かいの打うち上あげをするんだ。

「伊い吹ぶきくんと崎さき山やまくんのソロ、すごかったよ！」

「『海うみの男おとこ達たちの歌うた』、全ぜん国こく大たい会かいの演えん奏そう以い上じょうにトリハダ立たっちゃった！」

　そんなはずんだ声こえが、あちこちから聞きこえる。

　引いん退たいした先せん輩ぱいたちも来きてくれて、みんな楽たのしそう。

　パートごとに集あつまって、今いままでの思おもい出での話はなしをしていると、

「吉よし川かわさん」

　フルートパートの３年ねん生せいの先せん輩ぱいたちが、声こえをかけてくれた。

「『アルヴァマー序じょ曲きょく』の最さい後ごの速はやい部ぶ分ぶん、ここ１週しゅう間かんですごく上じょう手ずになったよね。たくさん練れん習しゅうしたんでしょ？」

「全ぜん国こく大たい会かい前まえも、いつも残のこってがんばってたもんね。今日きょうの演えん奏そう、すごくよかったよ！」

　フルートパートのパートリーダーの山やま口ぐち先せん輩ぱいと、外がい部ぶ受じゅ験けんのために全ぜん国こく大たい会かい後ごに引いん退たいした金かね子こ先せん輩ぱい、３年ねん生せいのふたりにほめてもらえて、胸むねがいっぱいになる。

「ありがとうございます！」

　うれしくて、じんとしちゃうよ。

　そこに、早はや川かわさんと柳やな瀬せさんがやってきた。

　フルートパートの１年ねん生せいは、早はや川かわさんと柳やな瀬せさんと私わたしの、３人にんなんだ。

「定てい期き演えん奏そう会かい、楽たのしかったね」

「うん！　すっごく緊きん張ちょうしたけど、今いままでがんばってよかったって思おもったよ」

「私わたしもだよ。３人にんでステージに立たてて、よかった」

　笑え顔がおを向むけると、ふたりは大おおきくうなずいてくれた。

　柳やな瀬せさんは、うるんだ目めでかみしめるように言いう。

「コンクールの練れん習しゅうのときは、合がっ奏そうに入はいれなくて、みんなの演えん奏そうを聞きくことしかできなかったから……。『海うみの男おとこ達たちの歌うた』、やっとみんなといっしょに吹ふけて、すごくうれしかった！」

　小しょう学がっ校こうからフルートを吹ふいている、経けい験けん者しゃの早はや川かわさん。

　コンクールのオーディションに落おちてしまった、柳やな瀬せさん。

　今日きょう、初はじめていっしょに吹ふけた『海うみの男おとこ達たちの歌うた』は、私わたしにとっても特とく別べつな演えん奏そうだった。

「私わたしもだよ……！」

　地ち区く予よ選せんの前まえ、コンクールの選せん抜ばつメンバーになれなかった私わたしと柳やな瀬せさんは、音おん楽がく室しつから聞きこえてくる『海うみの男おとこ達たちの歌うた』の合がっ奏そうに、くじけそうになりながらもがんばったんだ。

「何なん度ども心こころが折おれそうになったけど、あきらめないでがんばるさくらちゃんを見みて、私わたしもがんばろうって思おもったんだ。ここまでがんばれたのは、さくらちゃんのおかげだよ。ありがとう」

「柳やな瀬せさん……」

　私わたしも、同おなじだよ。何なん度ども心こころが折おれそうになった。でも……。





『最さい後ごまで、なにが起おこるかわからない。あきらめるなよ』

『ムダなことなんて、ひとつもない』

『比くらべるなら、他た人にんじゃなくて「昨日きのうの自じ分ぶん」だ』






　そんな伊い吹ぶき先せん輩ぱいの言こと葉ばに支ささえられて、あきらめずにがんばれたんだ。

　私わたしが伊い吹ぶき先せん輩ぱいのおかげでがんばれたように、私わたしの姿すがたを見みて、がんばろうって思おもう人ひとがいたなんて……！

　私わたしも、誰だれかの支ささえになれていたのなら、すごくうれしいよ！

「ありがとう。私わたしも、柳やな瀬せさんたちに何なん度どもはげましてもらってたんだよ」

　選せん抜ばつメンバーになれなくて空あき教きょう室しつで練れん習しゅうしていたあの日ひ々びも、ステージの上うえと下した、両りょう方ほうから見みた景け色しきも、今いまとなっては、すべてが私わたしの糧かてになっているって思おもえるんだ。

「春はるからは、うちらも『先せん輩ぱい』なんだね」

　しみじみと早はや川かわさんが言いうと、柳やな瀬せさんは天てん井じょうをあおいだ。

「後こう輩はいができるのか～……。なんか不ふ思し議ぎな感かん覚かくだね」

「うまく指し導どうできるか自じ信しんないけど、これからもがんばろう」

　笑え顔がおを向むけると、ふたりとも大おおきくうなずいてくれた。

「うん！　がんばろう！」

「これからもよろしく！」

　頼たのもしい早はや川かわさんと、元げん気きな柳やな瀬せさん。

　ふたりといっしょに、春はるからもがんばろうって、決けつ意いしたんだ。




「吉よし川かわさん」

　明あかるい声こえに呼よばれて振ふり向むくと、そこにいたのは、笑え顔がおの高たか橋はし先せん輩ぱいだった。

「吉よし川かわさん、今いままでよくがんばったね。本ほん当とうにありがとう」

「高たか橋はし先せん輩ぱい……」

　大だい好すきな笑え顔がおを見みたら、ぶわっと涙なみだがあふれてきた。

　高たか橋はし先せん輩ぱいは２年ねん生せいだけど、外がい部ぶ受じゅ験けんするために、今日きょうで引いん退たいしてしまう。

　同おなじフルートパートの高たか橋はし先せん輩ぱいとは、コンクールの関かん東とう大たい会かい出しゅつ場じょうをかけて、再さいオーディションをしたんだ。

　あのとき、後こう輩はいなんだから私わたしが引ひくべきって思おもって、『関かん東とう大たい会かいで演えん奏そうしたい』っていう、自じ分ぶんの気き持もちを押おしこめてしまった。

　私わたしには、再さいオーディションを受うける資し格かくなんてないんだ、って……。

　でも、そんな私わたしの背せ中なかを押おしてくれたのも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいだった。

　一いち度どは関かん東とう大たい会かい出しゅつ場じょうをあきらめたのに、やっぱり再さいオーディションを受うけたいっていう、本ほん当とうの気き持もちを伝つたえた私わたしを、高たか橋はし先せん輩ぱいは笑え顔がおで受うけ止とめてくれたんだ。

「いつも先せん輩ぱいに応おう援えんしていただけて、心こころ強づよかったです。こちらこそ、ありがとうございました」

　高たか橋はし先せん輩ぱいと、まだまだいっしょに吹ふきたかったな。とってもさみしいよ。

　涙なみだをこらえていると、先せん輩ぱいは優やさしくほほえんだ。

「再さいオーディションで私わたしが負まけて、吉よし川かわさんがコンクールに立たったこと、もうしわけないなんて思おもわなくていいんだよ。私わたしの吹すい奏そう楽がく人じん生せいは、今日きょうで終おわりじゃなくて、まだまだ続つづくんだから！」

「これからもフルートを続つづけられるんですか……!?」

　私わたしのおどろきの声こえに、先せん輩ぱいは大おおきくうなずいた。

「外がい部ぶ受じゅ験けんする高こう校こうにもね、吹すい奏そう楽がく部ぶがあるんだ。高こう校こうでも、フルートを続つづけるつもりだよ！　そのためには受じゅ験けんをがんばらなきゃだから、１年ねん間かんフルートをお休やすみするだけ」

「そうなんですね！」

「コンクールの高こう校こうの部ぶで、また会あおう！　負まけないよっ！　おたがいがんばろうね！」

「はい……！　私わたし、もっともっとがんばります！」

　ああ、ダメだ。こらえきれない涙なみだが、ぽろぽろとこぼれ落おちる。

　すてきな先せん輩ぱいに出で会あえて、本ほん当とうによかった。

　高たか橋はし先せん輩ぱいは、どんなときもあたたかくて、まわりの人ひとを明あかるくしてくれる。

　そんな先せん輩ぱいが、大だい好すきだし、あこがれるんだ。

「私わたし、高たか橋はし先せん輩ぱいのような、優やさしくて思おもいやりのある先せん輩ぱいになりたいです」

　まっすぐな気き持もちを伝つたえると、先せん輩ぱいは照てれ笑わらいを浮うかべる。

「うふふ。ありがとう。吉よし川かわさんなら、きっと大だい丈じょう夫ぶだよ！　これからも、ずっと、応おう援えんしてるからね」

　高たか橋はし先せん輩ぱいが差さし出だしてくれた手てを取とって、固かたい握あく手しゅをかわす。

　再さいオーディションのときと同おなじ、あたたかい手てだった。
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　テーブルにならんだ料りょう理りが少すくなくなってきたころ、みんなは席せきを移い動どうして、あちこちでおしゃべりを楽たのしんでいた。

　私わたしも、ふだんはあまり話はなす機き会かいがない、金きん管かん楽がっ器きの先せん輩ぱいたちとお話はなししてたんだ。

　とっても楽たのしく過すごしているんだけど……。

　どうしても気きになって、チラチラと伊い吹ぶき先せん輩ぱいを見みてしまう。

　うーん。先せん輩ぱいのまわりは、ずーっと人ひとがいっぱい。

　先せん輩ぱいと話はなしたい人ひとたちで、列れつができてる。

「ぜんっぜん伊い吹ぶき先せん輩ぱいに近ちかづけないね」

「わっ」

　急きゅうに後うしろから話はなしかけられて、持もっていたコップを落おとしそうになっちゃった。

　振ふり向むくと、そこにいたのは崎さき山やまくん！

　私わたしのコップにジュースを注つぎながら、はぁ～と小ちいさくため息いきをこぼした。

「最さい後ごだから、話はなしをしたかったんだけどな……」

　コンクール全ぜん国こく大たい会かいのときの打うち上あげは、しっかり伊い吹ぶき先せん輩ぱいの横よこに座すわっていた崎さき山やまくんだけど。

　今こん回かいは、引いん退たいする先せん輩ぱいたちが崎さき山やまくんにどんどん押おしよせてきて、今いままで身み動うごきが取とれなかったみたい。

「崎さき山やまくんも、おつかれさま」

　崎さき山やまくんのコップにジュースを注つぎながら、ちらりと表ひょう情じょうをうかがう。

　さっきの『最さい後ご』って言こと葉ばが気きになってしまって。

　今日きょうは、崎さき山やまくんの退たい部ぶがかかった『運うん命めいの日ひ』だった。

　崎さき山やまくんのソロを聞きいたご両りょう親しんは、大おおきな拍はく手しゅをしていたから、部ぶ活かつを続つづけられるんじゃないかな、なんて思おもっていたんだけど……。

　もう、ご両りょう親しんの答こたえは出でたのかな。心しん配ぱいだよ。

「さくらちゃん」

　そんな私わたしの気き持もちに気きづいたのか、崎さき山やまくんは私わたしに笑え顔がおを見みせてくれた。

「開かい演えん前まえはありがとね。今いままで緊きん張ちょうなんてしたことなかったのに、俺おれ、ガチガチになってて。親父おやじたちが来きてくれるか不ふ安あんだったんだ。でも、ちゃんと自じ分ぶんの演えん奏そうができたよ」

　晴はれ晴ばれとした顔かおを見みて、私わたしの心こころも晴はれていく。

「崎さき山やまくんが納なっ得とくのいく演えん奏そうができてよかったよ！　胸むねがふるえるような、とってもすてきな演えん奏そうだった。すごく感かん動どうしたよ」

「ありがとう。今いま、自じ分ぶんにできる最さい大だい限げんのことはやったから、あとは結けっ果かを待まつだけ」

「うん」

「今こん夜や、今こん後ごのことを両りょう親しんと話はなすことになったんだ。明日あしたになったら報ほう告こくするから、聞きいてくれる？」

「もちろんだよ！　話はなし合あい、がんばって」

「うん。ありがとう」

　そう言いってほほえむ崎さき山やまくんは、すっかり落おち着ついている。

　自じ分ぶんの運うん命めいを、まるごと受うけ入いれるような覚かく悟ごを感かんじた。

　今こん夜や、お父とうさんがどんな決けつ断だんを下くだしても、崎さき山やまくんはあきらめない気きがするんだ。

「あ、３年ねん生せいの引いん退たいのあいさつが始はじまるみたい」

「本ほん当とうだ！」

　見みると、３年ねん生せいが前まえに出でて、横よこ一いち列れつにならんでいるところだった。

「行いこうか」

「うん！」

　パートごとに固かたまっている自じ分ぶんたちの席せきに戻もどりながら。

　私わたしはどんなときも、崎さき山やまくんを応おう援えんしてるよって、心こころの中なかからエールを送おくった。
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　いよいよ、打うち上あげの一いち番ばん大だい事じな時じ間かんがやってきた。

　今日きょうで引いん退たいしてしまう３年ねん生せいの、引いん退たいのあいさつ。

　３年ねん生せい全ぜん員いんが前まえに出でてきて、ひとりひとり、想おもいを話はなしていくんだ。

「北きた田だ先せん生せい、パーカッションパートのみんなも、今いままで本ほん当とうにありがとうございました！」

　パーカッションパートのパートリーダーだった、佐さ久く間ま先せん輩ぱいが深ふか々ぶかと頭あたまを下さげた。

　みんな、涙なみだをぬぐいながら大おおきな拍はく手しゅを送おくる。

　フルートパートの先せん輩ぱいから始はじまった引いん退たいのあいさつは、残のこすところあとふたり。

　トップ奏そう者しゃの伊い吹ぶき先せん輩ぱいと、部ぶ長ちょうの高たか田だ先せん輩ぱいだけになった。

「それでは……。伊い吹ぶき先せん輩ぱい、お願ねがいします」

　正せい式しきに部ぶ長ちょうになった新にっ田た先せん輩ぱいの言こと葉ばに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいは小ちいさくうなずいて、一歩ぽ前まえに出でた。

　ふだん、みんなの前まえでめったに発はつ言げんをしない伊い吹ぶき先せん輩ぱいの、最さい後ごのあいさつ。

　部ぶ員いんはもちろん、引いん退たいした先せん輩ぱいたちも、会かい場じょう中じゅうが注ちゅう目もくしている。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、いつもどおりの無む表ひょう情じょうで、ぐるりと部ぶ員いんたちを見み回まわした。

　それから、ふっと優やさしくほほえんだ。

「……っ」

　ダメだ。もう泣ないてしまいそうだよ。みるみるうちに、涙なみだで視し界かいがぼやけていく。

　みんなの瞳ひとみも、うるんでいる。

「初はじめてトランペットを吹ふいたとき、正しょう直じき、ぜんぜんやる気きがなくて。どんだけ吹ふいても、気きの抜ぬけたような音おとしか鳴ならなかった。壊こわれた楽がっ器きよこしやがって。ふざけんなって思おもった」

　ゆっくりと、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが話はなしはじめた。

「でも、楽がっ器きが壊こわれてたわけじゃなくて、俺おれが吹ふき方かたを知しろうとしなかっただけ。イラついてたら、音おとはそのまんまイラつくし、適てき当とうに吹ふいたら、適てき当とうな音おとが鳴なる。でも、心こころをこめて吹ふけば、ちゃんとこたえてくれた。結けっ局きょくは、自じ分ぶん次し第だい。だから、ひたすら練れん習しゅうした。それでもずっと、俺おれの音おとは、なにかが足たりなかった」

　先せん輩ぱいが、初はじめてみんなに語かたってくれる、自じ分ぶんの気き持もち。

　みんな、涙なみだをぬぐいながらじっと耳みみをかたむけている。

「コンクールの全ぜん国こく大たい会かいまでの道みちのりで……みんなといっしょに、ひとつひとつ問もん題だいを乗のり越こえていく過か程ていで、やっと気きがついた。俺おれが引ひっ張ぱるんじゃなくて、みんなといっしょに、『俺おれたち』で金きん賞しょうをとりにいきたいって。それから、みんなからいろいろと学まなばせてもらった。知しれば知しるほど、部ぶ員いんひとりひとりが、すごくがんばっていて、最さい高こうなやつらだってわかった。あのまま……なにも知しろうとしないまま引いん退たいしていたら、これほど感かん動どうできなかったと思おもう。だから、ありがとう」
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　おだやかな先せん輩ぱいの声こえと、みんなのすすり泣なく声こえが、会かい場じょうに響ひびいている。

　学がっ校こう中じゅうの人にん気き者ものなのに、誰だれもよせつけない、クールな伊い吹ぶき先せん輩ぱい。

　そんな先せん輩ぱいが、初はじめて語かたった心こころの内うちは、みんなの心こころに響ひびいて、たくさんの涙なみだをさそう。

「３年ねん間かん、すげー楽たのしかった。みんなといっしょに演えん奏そうできて、本ほん当とうによかった。俺おれは、黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶを誇ほこりに思おもってる。俺おれの音おとには、みんなと過すごした日ひ々びが詰つまってるから。みんなとここで過すごした３年ねん間かんを、忘わすれない」

　清すが々すがしい笑え顔がおでそう言いい切きった伊い吹ぶき先せん輩ぱいに、今日きょう一いち番ばんの拍はく手しゅがわきおこる。

　だけどすぐに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、ぎゅっと眉まゆをよせて、いつもの表ひょう情じょうになった。

「俺おれら３年ねんが引いん退たいしても、黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶは全ぜん国こくで金きんを狙ねらえる実じつ力りょくと、団だん結けつ力りょくがある。それを忘わすれんな。明日あしたから、少すこしでもだらけてみろ。俺おれがゆるさないからな」

　ギロッと部ぶ員いんたちをにらみつけたあと、先せん輩ぱいはまた、ふっと笑わらった。

「「「はい!!」」」

　会かい場じょう中じゅうにみんなの大おおきな返へん事じと、泣なき笑わらいの声こえが響ひびく。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい、ありがとうございました。それでは、いよいよ最さい後ごです。高たか田だ先せん輩ぱい、お願ねがいします」

　新にっ田た先せん輩ぱいが名な前まえを呼よぶと、高たか田だ先せん輩ぱいが前まえに出でた。

　いつもどおりのにっこり笑え顔がおで、高たか田だ先せん輩ぱいが話はなしはじめる。

「えー。伊い吹ぶきとは違ちがって、僕ぼくは平へい和わ主しゅ義ぎなので。ホルンと吹すい奏そう楽がくをのんびり楽たのしめればいいな～と思おもって入にゅう部ぶしました。でも、気きがついたら、てっぺんを目め指ざしたくなっていました。間ま違ちがいなく伊い吹ぶきのせいだし、僕ぼくの青せい春しゅんを返かえしてくれって思おもうこともあったけど、どんどん士し気きが高たかまるみんなに背せ中なかを押おされて、みんなのおかげで、ここまで来くることができました」

　いつもおだやかな高たか田だ先せん輩ぱいが、ときおり見みせる熱あついまなざしからは……。

　先せん輩ぱいの中なかで、静しずかに燃もえる情じょう熱ねつを感かんじるんだ。

「僕ぼくは、たぶん、生うまれてはじめて『がむしゃらにがんばる』という経けい験けんをしました。そのおかげで、最さい高こうの景け色しきを見みることができました。がむしゃらにがんばった人ひとたちだけがたどり着つける場ば所しょが、たしかにありました」

　いつもの優やさしい笑え顔がおで、高たか田だ先せん輩ぱいが部ぶ員いんたちを見み回まわす。

　不ふ思し議ぎと、みんなの心こころがひとつになっていく。

「みなさん、今いままで僕ぼくについてきてくれてありがとう。役やく員いんのみんな、伊い吹ぶきも。そして、北きた田だ先せん生せい。いつも僕ぼくたちを見み守まもってくださって、ありがとうございました。僕ぼくの部ぶ長ちょうとしての役やく目めはこれで終おわりですが、これからもずっと、黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶを応おう援えんしてます。これからは、新にっ田た部ぶ長ちょうを中ちゅう心しんに、演えん奏そうも行こう動どうも、黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶとしての誇ほこりをもって、楽たのしくがんばってくれることを期き待たいしています」

　みんなから尊そん敬けいされている、高たか田だ先せん輩ぱい。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいがみんなを引ひっ張ぱる役やく目めなら、高たか田だ先せん輩ぱいは一いち番ばん後うしろで、みんなを支ささえて、背せ中なかを押おしてくれていた。

　そんな先せん輩ぱいたちが引いん退たいしてしまうのは、とってもさみしいし、不ふ安あんもある。

　だけど、先せん輩ぱいたちの言こと葉ばを胸むねに、これからもがんばろうって思おもうんだ。

　深ふか々ぶかと頭あたまを下さげる高たか田だ先せん輩ぱいに、たくさんの拍はく手しゅがふりそそぐ。

　みんなに交まじって、北きた田だ先せん生せいも、おだやかな顔かおで拍はく手しゅを送おくっていた。
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「いろいろあったけど、部ぶ活かつがんばってよかったよ～」

「本ほん当とうだね」

「楽たのしかったよね」

　２階かいの打うち上あげ会かい場じょうから少すこし離はなれた、１階かいのすみっこ。

　偶ぐう然ぜんすれちがったさっこと加か代よちゃんと、感かん動どうをわかちあう。

「あ～～。とうとう３年ねん生せいが引いん退たいかぁ」

　しみじみとつぶやいたさっこが、ううっと泣なき出だした。

「も～～。さっこ、泣なきすぎだよ～。ぐすっ」

「だって、引いん退たいのあいさつを思おもい出だしたら……泣なけてくるんだもん～」

「わかるよ～。私わたしも涙なみだが止とまらない……」

　加か代よちゃんと私わたしも、もらい泣なき。

　泣なきすぎて、３人にんとも目めが赤あかくはれちゃってる。

　加か代よちゃんは、ぬれたほおを、ハンカチでぐいっとぬぐった。

「はぁ～。ちょっと落おち着ついたから、先さきに戻もどってるね」

「うん。私わたしももう少すこししたら行いくよ」

　加か代よちゃんに手てを振ふると、さっこはずずっと鼻はなをかんだ。

「私わたし、まだダメ。高たか田だ先せん輩ぱいを見みたら、また泣ないちゃいそう」

「私わたしも。伊い吹ぶき先せん輩ぱいを見みたら、絶ぜっ対たい泣ないちゃう」

　そう言いったそばから、またしても目めがうるんできちゃって、思おもわずさっこと笑わらい合あった。

　そのとき。

「さくら！　さくらさくら～～!!」

「え!?」

　突とつ然ぜん、名な前まえを連れん呼こされて、振ふり返かえる。

　なななななに!?

　おどろいていたら、加か代よちゃんが、ものすごいいきおいで戻もどってきたんだ。

「さくら～～～～!!」

「ど、どうしたの？」

　はぁはぁと肩かたで息いきをしながら、加か代よちゃんが指ゆびをさす。

「すぐそこ、角かどを曲まがったところに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいがいた！」

「ええ!?」

「たぶんあれは、さくらを探さがしてるよ！　そうじゃなきゃ、ひとりでこんな人ひと気けのないところにいるわけないもん」

　まさか！

　いや、でも……。もしかして……。




『引いん退たいしたら、お前まえに伝つたえたいことがあるんだ』




　１週しゅう間かん前まえの、あの言こと葉ばを思おもい出だして、ドキッと鼓こ動どうが跳はねる。

「どどどどどうしよう！」

　大だい混こん乱らんだよ！

　さっこと加か代よちゃんが、あわあわしてる私わたしの髪かみを整ととのえて、制せい服ふくのリボンをキュッと結むすび直なおしてくれる。

　そして、きらりと目めを光ひからせた。

「よし、かわいい！」

「さくら、スマイル！　行いっておいで！」

「い、い、行いってくる」

　ふたりに見み送おくられて、わけがわからないまま、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのいるほうへと、向むき直なおる。

「さくら！」

　加か代よちゃんの声こえに呼よび止とめられた。

「報ほう告こく、待まってるから！」

　ニッと笑わらった加か代よちゃんの言こと葉ばに、大おおきくうなずく。

「明日あしたの部ぶ活かつ、いつもより早はやく終おわるから、帰かえりにうちで女じょ子し会かいしよう！」

　さっこの提てい案あんに、加か代よちゃんがいきおいよく「それいいね！」と乗のっかる。

　この後あと、どんなことが起おこったとしても、明日あしたふたりに話はなしを聞きいてもらえると思おもうと心こころ強づよいよ。

　よし、行いくぞ！

「いい報ほう告こくができるように、祈いのってて！」

　大おおきく深しん呼こ吸きゅうをして、私わたしは一歩ぽをふみだした。
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「あ、あれ？」

　いきおいよく飛とび出だしたはいいけれど、角かどを曲まがった先さきには誰だれもいなかった。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱい、２階かいの打うち上あげ会かい場じょうに戻もどっちゃったのかな。

　それとも、まさか見み間ま違ちがい？

「……。えーと」

　ふたりのところに戻もどろうか、２階かいの打うち上あげ会かい場じょうに戻もどろうか。

　どうしようかなって立たちつくしていたら、ピコン！とスマホが鳴なった。

　メッセージアプリを開ひらいた私わたしは、思おもわず悲ひ鳴めいをあげてしまった。

「ええっ!?」

　届とどいていたのは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいからのメッセージ！




伊い吹ぶき『今いまどこ？』




　わわわわ！

　先せん輩ぱいからの、メッセージだ……。

　私わたしが思おもい切きって送おくったメッセージに、お返へん事じをくれたことはあったけど、先せん輩ぱいから私わたしにメッセージを送おくってくれるのは、これが初はじめて！

「先せん輩ぱいから、メッセージもらっちゃった……」

　信しんじられなくて、心しん臓ぞうがバクバクいってる。

　しかも、私わたしを探さがしてくれてるみたい！

『１階かいの置おき時ど計けいの前まえです』

　キョロキョロとまわりを見みて、目め印じるしになるものを伝つたえる。

　するとすぐに、スマホがぶるぶるふるえ出だした。

　うわわわ！

　い、伊い吹ぶき先せん輩ぱいから……着ちゃく信しんがきた！

「どどどどどうしよう！」

　動どう揺ようしすぎて、スマホを落おとしそうになる。

　どうしようじゃないよね。早はやく出でなくちゃ！

「は、はい」

『今いま、ひとり？』

　落おち着ついた低ひくめの声こえ。間ま違ちがいなく、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの声こえだ……。

　本ほん当とうに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいから電でん話わをもらっちゃったよ……！

　いやいや、感かん動どうしてる場ば合あいじゃない。

「そうです」

　動どう揺ようをごまかしながら、なんとか返へん事じをする。

『じゃ、ここ抜ぬけ出だすぞ』

「ええ!?」

　それって、打うち上あげ会かい場じょうから抜ぬけ出だすってこと、だよね？

　先せん輩ぱいと、ふたりで？

　どくん！

　心しん臓ぞうが大おおきく跳はねて、バクバクと脈みゃく打うつ。

　とにかく、なにか言いわなくちゃ！

　だけど声こえが出でなくて、ごくっとのどを鳴ならした。

『無む理り？』

　ドキドキしすぎて、呼こ吸きゅう困こん難なんになりかけて声こえが出でないのに、先せん輩ぱいはさらにたたみかける。

「無む理りじゃないです！」

『じゃ、裏うらに公こう園えんがあるから、そこで。噴ふん水すい横よこの白しろいベンチで待まってる』

「わ、わかりました……」

　プツッと通つう話わが終おわった。スマホを持もつ手てがふるえてる。

　これから、先せん輩ぱいと、ふたりで話はなせるんだ……。

　うれしいのと緊きん張ちょうとで、今いま、自じ分ぶんがどんな顔かおをしているのかわからない。

「裏うらの公こう園えんの、噴ふん水すい横よこ……白しろいベンチ」

　そこで、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが待まってるんだ。

　私わたしを、待まってくれている……。

　そう思おもったら、ドキドキが止とまらない。

「行いこう……」

　ふーっと深しん呼こ吸きゅうして、足あしをふみ出だした。
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　お店みせを抜ぬけ出だして、待まち合あわせ場ば所しょに急いそぐ。

　お店みせの裏うらには、色いろとりどりの花はなが咲さく、きれいな公こう園えんがあった。

　月つきあかりをあびるパンジーやビオラを眺ながめながら、気き持もちを落おち着つかせる。

　遠とおくからでも見みえる噴ふん水すいを目め指ざして奥おくへと進すすむと、たくさんの桜さくらの木きが見みえてきた。

　つぼみはふくらみ始はじめていて、桜さくらが咲さくまで、あと少すこし。

　さらに歩あるいていくと、ようやく見みえてきた。

「あった。白しろいベンチ……」

　約やく束そくの白しろいベンチでは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが待まっていた。

　緊きん張ちょうしすぎて、足あしがふるえてしまいそう。





『引いん退たいしたら、お前まえに伝つたえたいことがあるんだ』

『だから……もうちょっとだけ、待まってて』






　先せん輩ぱいは今日きょう、引いん退たいした。

　それは、つまり……。

　部ぶ活かつ内ない恋れん愛あい禁きん止しの鉄てつのオキテから、解かい放ほうされたということ。

　ごくっと息いきをのんで、先せん輩ぱいに近ちかづく。

「お、おつかれさまです」

「ああ」

　先せん輩ぱいはベンチから立たち上あがった。

「悪わるかったな。急きゅうに呼よび出だして」

「いいえ！　大だい丈じょう夫ぶです！」

　ガチガチに緊きん張ちょうしながら何なんとか答こたえると、先せん輩ぱいはぷっとふき出だした。

「緊きん張ちょうしすぎ」

「だ、だって……」

　笑わらうなんてひどいです。

　ドキドキしてるの、私わたしだけなのかな。

　とんでもなくはずかしいけれど、ちょっと肩かたの力ちからが抜ぬけたみたい。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいに呼よび出だされたら、誰だれだって緊きん張ちょうしますよ。シメられるんじゃないかって」

　私わたしが口くちをとがらせると、先せん輩ぱいはふっと目め元もとをゆるめた。

「シメねぇよ。ていうか、こんな用ようで呼よび出だすのは、お前まえだけだ」

「え……」

　先せん輩ぱいのまなざしがぐっと優やさしくなる。

　私わたしの胸むねが、どくんと高たか鳴なった。

「待またせたな。やっとお前まえに言いえる。たぶん、ずっと言いいたかった」

「……っ」

　切きれ長ながのキレイな瞳ひとみに、まっすぐに見みつめられて、目めをそらせない。

「吉よし川かわ」

「はい……！」




「好すきだ」
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「!!」

　信しんじられなくて、胸むねがいっぱいで、じわじわと顔かおが熱あつくなっていく。

　どうしよう。なにか言いわなくちゃ。

　だけど、声こえが出でない。

　固かたまってしまった私わたしの左ひだりのほおを、先せん輩ぱいの大おおきな手てが包つつむ。

「ちゃんと守まもるから」

　先せん輩ぱいの手てのぬくもりが伝つたわってきて、ハッと我われに返かえった。

「うれしいです……」

　やっとしぼり出だした声こえは、感かん動どうでふるえていた。

　夢ゆめじゃないよね？

　聞きき間ま違ちがいじゃないよね？

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいに、『好すきだ』って言いってもらえるなんて……！

「夢ゆめみたいです」

　思おもわず心こころの声こえがもれてしまう。

　先せん輩ぱいは、「夢ゆめね……」とつぶやきながら、いじわるな顔かおで、私わたしのほおをむにっとつまんだ。

「ひぇんぱい、いひゃいです」

「夢ゆめじゃないってわかっただろ」

「……よくわかりました」

　私わたしのほおから手てを離はなして、にやりと笑わらう先せん輩ぱいが、かっこよすぎて、大だい好すきすぎて……。

　こんないじわるにだって、きゅんとしちゃうよ。

　でも、ちゃんと先せん輩ぱいに確かく認にんしておこう。

　勇ゆう気きを振ふりしぼって、私わたしは先せん輩ぱいに向むき直なおった。

「わ、私わたし……伊い吹ぶき先せん輩ぱいの彼かの女じょってことですか？」

「そうだけど。不ふ満まん？」

「まさか！　信しんじられなくて……。だって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが私わたしのこと……」

　──好すき、だなんて……。

　やっぱりまだ信しんじられないよ！

　もう一いっ回かいくらい「好すき」って言いってもらえたらいいのに。……なんて。

　いけない。ほおがゆるんじゃう。

　そんな私わたしの顔かおをのぞきこみながら、先せん輩ぱいはにやりと笑わらった。

「で、お前まえはどうなんだよ」

「……！」

　そんなの、決きまってる。

　私わたしの気き持もちなんて、ずっと同おなじで、変かわってない。

　先せん輩ぱいに告こく白はくしたことだって、何なん度どもあるのに。

　いざ、先せん輩ぱいにこうやって聞きかれると……。

「す、す、……」

　その言こと葉ばが口くちに出だせなくて、か～っと顔かお中じゅうが熱あつくなる。

　先せん輩ぱいは、あははと声こえを上あげて笑わらった。

「お前まえが言いわないなら、もう俺おれも言いってやんない」

「ええー！　そ、そんな！」

　なんで、こんな肝かん心じんなときに、「好すきです」が出でてこないの!?

　口くちをパクパクさせていると、先せん輩ぱいは楽たのしそうに……でも、優やさしい声こえで、

「うそだよ。……また今こん度どな」

　って言いって、かすかにほほえんだ。

　ああ、もう。そのほほえみは反はん則そくです。

　先せん輩ぱいが好すきすぎて、「また今こん度ど」を期き待たいしすぎてしまうよ。

「そろそろ打うち上あげに戻もどるぞ」

「あ、そうですね」

　打うち上あげのお店みせのほうへ視し線せんを向むけた先せん輩ぱいが、いじわるな顔かおで笑わらった。

「普ふ通つうにしとけよ」

「最さい大だい限げんにがんばります……」

　とは言いったものの、普ふ通つうにできる自じ信しんがない。

　先せん輩ぱいがかっこよすぎて、幸しあわせすぎて、気きを抜ぬくとすぐに顔かおがゆるんでしまいそう。

　ダメダメ！　何なに事ごともなかったような顔かおで戻もどらなくちゃ！

　ほっぺたを両りょう手てでプニプニ引ひっ張ぱって、なんとか顔かおを整ととのえる。

「お前まえさ……」

　ふいに、先せん輩ぱいが正しょう面めんから、私わたしの顔かおをのぞきこむ。

　そして、すごく優やさしい笑え顔がおになって、言いった。

「……ほんと、かわいいな」

「うっ……！」
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　言いうだけ言いって、先せん輩ぱいは、お店みせのほうへ歩あるき出だしてしまった。

　も、もう……！

　そんなドキドキ発はつ言げんを、このタイミングでするなんて！

　わざとだってわかってるのに、うれしすぎて、せっかく落おち着ついてきた顔かおが、また真まっ赤かになっちゃったよ。

「う～～～」

「あははっ」

　平へい常じょう心しん、平へい常じょう心しんって唱となえながら、楽たのしそうに笑わらう先せん輩ぱいを追おいかけた。
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　感かん動どうとドキドキの、定てい期き演えん奏そう会かいが終おわって──……。

　次つぎの日ひ、学がっ校こうに着つくとすぐ、加か代よちゃんが目めをぱちぱちさせた。

「あれ？　なんかあったのかな」

　さっこと私わたしも異い変へんに気きづいて、まわりを見み回まわす。

　人ひとだかりができているわけじゃないし、ケンカとかが起おこってるってわけでもないんだけど。

　昇しょう降こう口ぐちやろうかで、女じょ子したちが何なんとなく、そわそわピリピリしてる感かんじがするんだ。

「今日きょうって、なんかイベントあったっけ？」

　さっこの言こと葉ばに、私わたしと加か代よちゃんは首くびを振ふる。

「特とくにないはずだけど……」

「妙みょうにざわついてるよね」

　首くびをかしげながらろうかを見み渡わたすと、スマホを片かた手てにメッセージを見みたり、ひそひそと話はなしをしてる人ひともいる。

「なんだろ。いつもと違ちがうよね」

　さっこと加か代よちゃんも、周まわりの雰ふん囲い気きに圧あっ倒とうされてるみたい。

　まさか昨日きのう、公こう園えんにいた伊い吹ぶき先せん輩ぱいと私わたしを目もく撃げきした人ひとがいた……ってわけじゃ、ないよね？

　胸むねのざわめきをおさえこんで、ろうかを歩あるき出だした、そのときだった。

　女じょ子したちのスマホが、いっせいにふるえだした。

「来きたみたい……」

「校こう門もんを通つう過かしたって」

「昇しょう降こう口ぐちに来くるわよっ！」

　みんな、スマホに届とどくなにかの情じょう報ほうを見みてるみたい。

　とたんに、ろうかに殺さっ気きみたいな緊きん張ちょう感かんがただよい始はじめた。

「誰だれが来きたんだろう？」

　私わたしのつぶやきに、さっこと加か代よちゃんが重おも々おもしくこたえる。

「なんとなく、……『あの人ひと』しかいないって気きがするんだけど」

「……だよね」

　そのとき、ろうかにいた３年ねん生せいの女じょ子しが、一歩ぽ前まえに出でた。

「みなさん、わかってますね？　さわがない。お声こえをかけない。抜ぬけ駆がけしない。盗とう撮さつ厳げん禁きん！」

　よく通とおる声こえで、ろうかにいる女じょ子したちに告つげる。

　すると、みんな神しん妙みょうな顔かおで、こくりとうなずいた。

「バレンタインの二にの舞まいにならないよう、恋こいもファン活かつ動どうもルールの中なかで行おこないましょう。さぁ、道みちを開あけて……！」

　その一ひと声こえで、ろうかのあちこちで固かたまっていた女じょ子したちが、ぞろぞろと動うごき始はじめる。

　ろうかの両りょう壁かべにぴったり背せ中なかをつける形かたちできれいに整せい列れつすると、道みちが開ひらけた。

「あなたたちも、早はやく。壁かべに背せ中なかをつけて整せい列れつ！」

「「「えっ」」」

　近ちかくにいた女じょ子しに小こ声ごえで言いわれて、私わたしたちは固かたまる。

　これってもしかして、巻まきこまれてしまった!?

　あたりを見み回まわすと、関かん係けいのない生せい徒とたちは、違ちがうルートで教きょう室しつにむかってるっぽい。

　なにがなんだかわからないまま、私わたしたちも壁かべに背せ中なかをつけてピシッと整せい列れつした。

　すぐに、昇しょう降こう口ぐちの近ちかくにいる女じょ子したちが、ざわつき始はじめた。

　みんなの視し線せんの先さきには、無む表ひょう情じょうで歩あるいてくる男だん子し生せい徒とがひとり。

　ツヤツヤの黒くろ髪かみ。きりっとした切きれ長ながの目め。




　──やっぱり、伊い吹ぶき先せん輩ぱいだった……！




　みんなが目めをうるませて、悲ひ鳴めいを押おし殺ころしている前まえを、先せん輩ぱいはいつもの塩しお対たい応おうで歩あるいていく。

「声こえもかけないって、あいさつもダメなのかな？」

「さっこ、しっ！」

　近ちかくにいた女じょ子しにギロッとにらまれて、加か代よちゃんがあわててさっこの口くちをふさいだ。

　ど、どうしよう。先せん輩ぱいが近ちかづいてくる。

　めちゃくちゃ気きまずい……。

　とりあえず、下したを向むいておこう。

「さくら……！」

「え？」

　さっこに小ちいさな声こえで呼よばれて、思おもわず顔かおを上あげてしまう。

　その瞬しゅん間かん、すぐ近ちかくを歩あるいていた伊い吹ぶき先せん輩ぱいと、目めが合あってしまった！

『なにやってんの、お前まえ』

　あきれ顔がおの先せん輩ぱいの目めが、そう言いってる……気きがする。

『ちょっと巻まきこまれてしまって……あはは』

　目めで伝つたえると、私わたしをからかうように、先せん輩ぱいの目めが一いっ瞬しゅんだけゆるんだ。

　まるで、『バーカ』って言いってるみたいに。

　先せん輩ぱいはあっという間まに私わたしたちの前まえを通とおり過すぎ、階かい段だんを上のぼっていった。

　いっきに空くう気きがゆるみ、私わたしたちもふーっと息いきをつく。

「みなさん、おつかれさまでした。この調ちょう子しで『決けっ戦せんの日ひ』までルールを守まもりましょう。解かい散さん！」

　３年ねん生せい女じょ子しの声こえで、みんなが去さっていく。

　私わたしたちも、自じ分ぶんたちの教きょう室しつがある４階かいに向むかって歩あるき出だした。

「よくわかんないけどさ、伊い吹ぶき先せん輩ぱい、また新あらたな伝でん説せつつくっちゃったっぽいね」

「だね。……さくら、ファイト！」

「あはは……」

　ふたりにはげまされて、力ちからなくうなずいた。




「え!?　伊い吹ぶき先せん輩ぱいが引いん退たいしたせい!?」

　教きょう室しつに着つくとすぐに、情じょう報ほう通つうの内ない藤とうさんが、さっきのことを教おしえてくれたんだけど……。

　衝しょう撃げき的てきな事じ実じつに、思おもわず大おおきな声こえをあげてしまった。

「そう。みんな告こく白はくしたくて、うずうずしてるみたい。伊い吹ぶき先せん輩ぱいが部ぶ活かつを引いん退たいして、オキテから解かい放ほうされたからね～」

「なんとなく学がっ校こう中じゅうがざわついているのは、そういうわけだったのね」

　柴しば田たさんも、納なっ得とくしたようにうなずく。

「でも、『鉄てつのオキテ』にしばられていたのは、吹すい奏そう楽がく部ぶの部ぶ員いんだけだよね？　部ぶ外がいの人ひとには、そもそも関かん係けいなかったんじゃない？」

　私わたしの疑ぎ問もんに、内ない藤とうさんが首くびを振ふった。

「たしかに、すでに告こく白はくした部ぶ外がいの人ひともたくさんいるんだけど。でも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの濃こいファンの人ひとたちは、みんなで『伊い吹ぶき先せん輩ぱいが引いん退たいするまでは、告こく白はくしない』っていう協きょう定ていを結むすんでいたらしいんだ」

「そんな協きょう定ていが……」

「でも、引いん退たいはしたものの、今こ年としの先せん輩ぱいは、ソロコンに出しゅつ場じょうしてるじゃない？　だから、告こく白はく禁きん止し期き間かんが延えん長ちょうになって、『ソロコン全ぜん国こく大たい会かいが終おわるまでは告こく白はくしない』ってことになってるみたい。誰だれも抜ぬけ駆がけしないように、まだ告こく白はくしてない学がっ校こう中じゅうの人ひとを巻まきこんで、みんなでにらみあってるんだって」

　まさかそんなことになっていたなんて。

　だから、あんなに女じょ子したちがピリピリしてたんだ。

「バレンタインのときみたいに、禁きん止し令れいが出でたら大たい変へんでしょ。だから、行いき過すぎた行こう動どうをする人ひとがいないように、伊い吹ぶき先せん輩ぱいファンクラブの会かい長ちょうがうまくまとめてるらしいよ」

「そうなんだ……」

　あの３年ねん生せいは、ファンクラブの会かい長ちょうさんだったんだ。

　統とう率そつ力りょくがハンパなかったな。ある意い味み頼たのもしい。

　だけど、敵てきに回まわすととんでもなく恐おそろしいタイプかも……！

　たしかに、会かい長ちょうさんは『この調ちょう子しで『決けっ戦せんの日ひ』までルールを守まもりましょう』って言いってた。

『決けっ戦せんの日ひ』って、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのソロコンテスト全ぜん国こく大たい会かいの日ひってことなんだ！

　さっきの会かい長ちょうさんの言こと葉ばと、内ない藤とうさんの言こと葉ばがつながって、いろいろと納なっ得とくする。

「モテすぎるって大たい変へんね」

　柴しば田たさんは、さりげなく私わたしの肩かたをポンとして、ほほえむ。

　内ない藤とうさんは声こえをひそめて言いった。

「……とはいっても、昨日きのうの打うち上あげで、すでに伊い吹ぶき先せん輩ぱいに告こく白はくした吹すい奏そう楽がく部ぶ員いんがいるらしいの」

「えっ」

「しかも、何なん人にんも」

「ええっ」

　そ、そんなことになっていたなんて。

　昨日きのうは、公こう園えんで先せん輩ぱいと話はなした後あと、別べつ々べつに会かい場じょうに戻もどった。

　そういえば、あのとき、伊い吹ぶき先せん輩ぱいを探さがしてるっぽい人ひとが何なん人にんもいたような……。

「すごいね……。あはは……」

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい、好すきな人ひとがいるらしいって、先せん月げつの学がっ校こう新しん聞ぶんの号ごう外がいに書かいてあったけど、どうなのかしら」

「それがね、どうやら本ほん当とうらしくて」

『!?』

　変へんな声こえが出でてしまいそうなのを、ギリギリでのみこんだ。

　内ない藤とうさんは、私わたしと柴しば田たさんを手て招まねきして、耳みみ打うちした。

「ここだけの話はなしだけど……。伊い吹ぶき先せん輩ぱい、昨日きのう告こく白はくされたときに、好すきな人ひとがいるからって、ぜんぶ断ことわったらしいの！」

「やっぱり、そうなのね」

　さすがの柴しば田たさんも、おどろき顔がお。

　私わたしも、いろんな意い味みでおどろいてしまう。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱい、前まえに告こく白はくされたときは、「彼かの女じょも、好すきな人ひともいない」って断ことわっていたけれど。

　今いまは、「好すきな人ひとがいる」って断ことわるようになったんだ……。

　なんだか、じんとしちゃうよ。





『好すきだ』

『ちゃんと守まもるから』






　切きれ長ながのまっすぐな瞳ひとみ。

　私わたしのほおにふれた大おおきな手て……。

　昨日きのうの伊い吹ぶき先せん輩ぱいを急きゅうに思おもい出だしちゃって、ボンッて顔かおが熱あつくなっちゃった。

　ああ、どうしよう。トキメキが止とまらなくて、普ふ通つうにしていられない！

　さりげなく、両りょう手てで顔かおをかくしている私わたしをちらりと見みて、柴しば田たさんが口くちを開ひらいた。

「それが本ほん当とうなら、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの好すきな人ひとを探さがそうとしたり、その人ひとを傷きずつけたりするようなことがあったら、先せん輩ぱいは絶ぜっ対たいにゆるさないでしょうね」

　柴しば田たさんの静しずかな言こと葉ばに、内ない藤とうさんは神しん妙みょうな顔かおでうなずく。

「たしかに……そうだよね。私わたし、この話はなしは、もう誰だれにもしないでおく！　伊い吹ぶき先せん輩ぱいにシメられたくないもん！」

「そのほうがよさそうね」

　うなずきながら、柴しば田たさんが私わたしにほほえむ。

『おめでとう』

　そう言いってくれてるように感かんじて、私わたしもとびきりの笑え顔がおを返かえした。

　柴しば田たさん、ありがとう……！
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　その日ひのお昼ひる休やすみ、崎さき山やまくんから呼よび出だしのメッセージが届とどいた。

　それを見みた私わたしは、すぐに、音おん楽がく室しつに向むかった。




　昨日きのうの話はなし合あいの結けっ果かは、どうなったんだろう。

　心しん配ぱいでドキドキしながら、重おもたい扉とびらをゆっくりと開あける。

「あ……」

　音おん楽がく準じゅん備び室しつからは、楽がっ器きの音おとが響ひびいていた。

「サックスだ……」

　準じゅん備び室しつのドアをノックすると、音おとが止とまって、中なかからゆっくりとドアが開ひらく。

「急きゅうに呼よび出だしてごめんね、さくらちゃん」

　顔かおをのぞかせた崎さき山やまくんは、「入はいって」って、笑え顔がおでドアを大おおきく開あけてくれた。

　そこには、譜ふ面めん台だいと、むずかしそうな楽がく譜ふがたくさん。

「練れん習しゅうしてたんだね」

「うん」

　昨日きのうの定てい期き演えん奏そう会かい、崎さき山やまくんの演えん奏そうはとってもすばらしかった。

　ご両りょう親しんも大おおきな拍はく手しゅをしていたけれど……。

　退たい部ぶのこと、どうなったんだろう。

　まさか、退たい部ぶが決けっ定ていしちゃって、家いえでも部ぶ活かつでも練れん習しゅうできないから、お昼ひる休やすみにこっそりサックスを吹ふいてる……ってことなんだろうか。

　心しん配ぱいになって崎さき山やまくんを見み上あげると、いつものキラキラスマイルを向むけてくれた。

「もっともっと、うまくなりたくて。これからは、俺おれが黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶを引ひっ張ぱっていくって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと約やく束そくしたからね」

「それじゃあ、退たい部ぶは……」

「うん！　退たい部ぶも、免まぬがれたよ。定てい期き演えん奏そう会かいの演えん奏そうで、俺おれが吹すい奏そう楽がくに本ほん気きだってわかってくれたみたい。日にち舞ぶの稽けい古こもしっかりやるって条じょう件けんで、これからもサックスを吹ふいていいって」

「よかった……！　まだまだいっしょに吹ふけるんだね！」

　春はるからも、いっしょに部ぶ活かつを続つづけられるんだ。

　本ほん当とうによかった！

「さくらちゃんのおかげだよ。ありがとう」

「ううん。崎さき山やまくんの演えん奏そうで、熱ねつ意いが届とどいたんだよ！」

　崎さき山やまくんは、すっと手てを差さし出だした。

「さくらちゃん、これからもよろしくね！」

「こちらこそ！」

　握あく手しゅをしながら、崎さき山やまくんとの友ゆう情じょうをかみしめる。

　崎さき山やまくんは、自じ分ぶんの大たい切せつなことを私わたしに教おしえてくれた。

　私わたしも、崎さき山やまくんに、伝つたえなきゃ。

　手てを離はなすと、私わたしは意いを決けっして、崎さき山やまくんを見みつめた。

「あのね、崎さき山やまくんに……その……報ほう告こくがあるの」

「報ほう告こく？」

「うん……」

　さすがに、緊きん張ちょうでくちびるがこわばる。

　でも、私わたしたちは恋こいのライバルだけど、仲なか間まだから。

　私わたしの口くちから、直ちょく接せつ伝つたえたい。

　崎さき山やまくんの目めを見みて、息いきを吸すって、口くちを開ひらいた。

「あのね、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと、つきあうことになったんだ」

　言いった……！　言いったよ……。

　おたがい恨うらみっこなしって約やく束そくをしてるけど、やっぱりちょっと、勇ゆう気きが必ひつ要ようだった。

　準じゅん備び室しつに流ながれる沈ちん黙もくの時じ間かんが、長ながく感かんじる。

　目めをそらせないでいると、崎さき山やまくんは、私わたしの緊きん張ちょうを吹ふき飛とばすように、優やさしくほほえんでくれた。

「なんとなく気きづいてたよ」

「えっ!?」

　予よ想そうもしていなかった言こと葉ばに、思おもわず声こえが出でた。

「うそ……。私わたし、わかりやすかったかな？　顔かおに出でてた？」

「まぁ、それもあるけど。伊い吹ぶき先せん輩ぱいがさくらちゃんを見みつめる目めが違ちがうから」

「……っ」

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいが、私わたしを見みつめる目め……？

　意い外がいな言こと葉ばにおどろいて、息いきをのむ。

　崎さき山やまくんが、ふふっとほおをゆるめた。

「俺おれが、何なん年ねん伊い吹ぶき先せん輩ぱいのこと見みつめてると思おもってるの？　俺おれ、先せん輩ぱいの変へん化かになんて、すぐ気きづけるよ」

「そ、そっか。そうだよね……」

　崎さき山やまくんがそう感かんじるなら、きっとそうなんだろう。ということは……。

　先せん輩ぱいは、ちゃんと、私わたしのことを好すきになってくれていたんだ。

　じわじわと胸むねの中なかいっぱいに感かん動どうが広ひろがっていく。

　そんな私わたしを眺ながめて、崎さき山やまくんがいたずらっぽく笑わらった。

「先せん輩ぱいが変かわったの、いつからかは教おしえてあげないけど」

「ええ!?」

　そこ、すごく知しりたいのに～！

「ちなみに、俺おれしか気きづいていないと思おもうから、安あん心しんして」

「う、うん……。よかった」

　あわあわしてる私わたしに、崎さき山やまくんが大人おとなっぽい笑え顔がおを向むけた。

「おめでとう、さくらちゃん。大だい好すきなふたりが両りょう想おもいになって、カレカノになれて、すごくうれしいよ」

「ありがとう、崎さき山やまくん。私わたしのほうこそ、そう言いってもらえてうれしいよ」

「大だい好すきなふたりだからこそ、なんだかちょっぴり……さみしいけど」

　言こと葉ばを選えらびながら、自じ分ぶんの気き持もちを伝つたえてくれる崎さき山やまくん。

　大人おとなっぽい顔かおが、ふっと、切せつなそうなほほえみに変かわる。

「崎さき山やまくん……」

　崎さき山やまくんは、自じ分ぶんの感かん情じょうを受うけ止とめるように、口くちをつぐんだ。

　それから、ゆっくりと私わたしを見みつめた。

「さくらちゃん、俺おれにえんりょはいらないよ」

　それは、いつものキラキラ笑え顔がお。

　私わたしの心こころまで、明あかるくなるような、いつもの崎さき山やまくんだった。

「この先さきなにがあってもおたがい恨うらみっこなしって約やく束そくしたし、俺おれには俺おれの夢ゆめがあるから。伊い吹ぶき先せん輩ぱいとジャズを演えん奏そうするのと、先せん輩ぱいの演えん奏そうで日にち舞ぶを舞まうこと！　俺おれはそれに向むかってがんばるよ」

「うん……！」

「だから……俺おれにとって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが特とく別べつな存そん在ざいであり続つづけることは、ゆるしてね」

「もちろんだよ！」

　崎さき山やまくんが、お昼ひる休やすみに練れん習しゅうしていたのは、夢ゆめのためでもあったんだね。

　私わたしは大おおきくうなずいて、心こころからのエールを送おくる。

「崎さき山やまくんの夢ゆめ、応おう援えんしてるよ」

　いつかの未み来らい、崎さき山やまくんの夢ゆめが叶かなうときは、私わたしもその舞ぶ台たいを見みることができたらいいな。
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　放ほう課か後ごになり、私わたしは音おん楽がく室しつに向むかった。

　３年ねん生せいが引いん退たいして、今日きょうから黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶは新しん体たい制せい。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいや高たか田だ先せん輩ぱいがいない音おん楽がく室しつは、慣なれなくて、やっぱりさみしい。

　フルートパートの棚たなには、昨日きのうまで、山やま口ぐち先せん輩ぱいと高たか橋はし先せん輩ぱいのフルートや楽がく譜ふが置おいてあったのに、今いまはその場ば所しょがぽっかり空あいていた。

　あと１ヶ月げつもしたら、新しん１年ねん生せいが入はいってきて、にぎやかになるのかな。

「私わたしも『先せん輩ぱい』になるんだ……」

　ドキドキとわくわくが、いっぺんに押おしよせてくる。

　先せん輩ぱいたちから教おしえてもらったことを、しっかり引ひきつごう。

　決けつ意いを新あらたにして、心こころをこめて棚たなを掃そう除じした。




　今日きょうの部ぶ活かつは１時じ間かんほど。

　正せい式しきに部ぶ長ちょうになった新にっ田た先せん輩ぱいや役やく員いんの先せん輩ぱいたちからのあいさつと、卒そつ業ぎょう式しきの入にゅう退たい場じょう曲きょくのパート練れん習しゅうを少すこしして、終おわりだった。

　帰かえるしたくを整ととのえて、さっこと加か代よちゃんといっしょに、学がっ校こうを出でる。

　そして、さっこの家いえに向むかった。

　いよいよ、女じょ子し会かい……もとい、恋こいの報ほう告こく会かいのスタートだ。




「ええっ！　高たか田だ先せん輩ぱいと映えい画がデートしてきたんだ!?」

　おどろきの声こえをあげた加か代よちゃんに、さっこは照てれ笑わらいを浮うかべながらうなずいた。

「そうなの。バレンタインの日ひ、チョコは没ぼっ収しゅうされちゃったけど、動どう画がだけ送おくったんだ」

「３人にんでお菓か子し作づくりしたとき、ゾンビくんとデビルくんの動どう画がを撮とってたもんね！　ドロ～ッて赤あかいソースが出でてくるやつ」

「そうそう！　その動どう画がを送おくったら、感かん動どうしてくれて。ホラー映えい画がを観みに行いこうって、さそってくれたんだ」

「それ、もうつきあってるよね!?」

　加か代よちゃんは興こう奮ふん気ぎ味みに詰つめよる。

「バレンタインは定てい期き演えん奏そう会かい前まえだったから部ぶ活かつ内ない恋れん愛あい禁きん止しだったけど、もう、今日きょうからはオキテから解かい放ほうされてるわけだし」

　私わたしもうんうんってうなずいた。

「『お待またせ。引いん退たいしたから、僕ぼくはもう部ぶ長ちょうじゃないよ……。だから、つきあおう』的てきな展てん開かい？」

　だけど、始はじまりかけた加か代よちゃんの青せい春しゅん劇げき場じょうに、さっこは首くびを横よこに振ふる。

「それがさ……。引いん退たいしたのに、高たか田だ先せん輩ぱい、なにも言いってくれないんだよね」

「「えっ」」

　私わたしと加か代よちゃんの声こえが重かさなった。

「『好すき』も、『つきあおう』も、言いってくれてないの？」

「うん」

　さっこは力ちからなくうなずいて、クッションにポスッと顔かおをうずめた。

「でも、バレンタインから、明あきらかに今いままでと違ちがうっていうか、もっと優やさしくなった気きがするし、なんていうか、『特とく別べつ』な感かんじはするんだよね……」

「それなのに、どうして肝かん心じんなことを言いってくれてないんだろ……」

「もうつきあってるつもりでいるとか？　高たか田だ先せん輩ぱい、ナゾだね」

　加か代よちゃんと私わたしも、うーんと考かんがえこむ。

　椿つばき先せん輩ぱいの顔かおが一いっ瞬しゅん頭あたまをよぎったけれど、あわてて消けし去さる。

　高たか田だ先せん輩ぱい、クリスマスくらいまでは、椿つばき先せん輩ぱいに片かた想おもいをしてるっぽかったけど……。

　椿つばき先せん輩ぱいは、たぶん、高たか田だ先せん輩ぱいのお兄にいさんとつきあってる。

　それになによりも、さっこにほんわか笑え顔がおで手てを振ふる高たか田だ先せん輩ぱいは、さっこのこと、『特とく別べつな人ひと』だって思おもってるように見みえたから。

　考かんがえこんでいると、さっこはいきおいよく顔かおを上あげた。

「私わたし、もう２回かいも告こく白はくしてるんだよ？　だから、もう、私わたしからは絶ぜっ対たいに言いわないんだ！　高たか田だ先せん輩ぱいが、バシッと言いってくれるのを待まつよ。私わたしだって、告こく白はくされたいもん！」

　そう言いって、あははって笑わらうさっこは、とってもすてきだ。

　高たか田だ先せん輩ぱいの気き持もちを信しんじて待まてるなんて、すごいよ。

「さっこは強つよいよ。私わたしも見み習ならわなくちゃ」

　ポツリとつぶやくと、さっこは私わたしにクッションをくれた。

「さくらは？　昨日きのう、あのあと、何なにかあった？」

「うん。……実じつはね、もっと前まえのことから話はなさなきゃいけないんだ」

　首くび元もとのネックレスを見みせながら、私わたしは話はなし始はじめた。

　バレンタインに、桜さくらのネックレスをもらって、連れん絡らく先さきを交こう換かんしたこと。

　引いん退たいするまではつきあわないって約やく束そくをしてたこと。

　そして……。

「昨日きのう、打うち上あげで……。伊い吹ぶき先せん輩ぱいが告こく白はくしてくれたんだ」

　思おもい出だすと、また顔かおが熱あつくなっちゃう。

　クッションを抱だきしめていると、さっこと加か代よちゃんが歓かん声せいをあげた。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいとカレカノなんて、すごいよ！」

「恋こいが実みのったんだね！　さくら、おめでとう！」

「ありがとう。まだ実じっ感かんがないんだけどね」

　えへへって照てれ笑わらいすると、ふたりはきゃーきゃー言いいながら、ぎゅーって抱だきしめてくれた。

　ふたりに報ほう告こくできてよかった。

　自じ分ぶんのことのようによろこんでくれるふたりが、大だい好すき。

　今いままで、何なん度どもはげましてくれて、背せ中なかを押おしてくれた。

　すれ違ちがったこともあったけど、ちゃんと向むき合あってくれた。

　ふたりが、たくさんたくさん応おう援えんしてくれたから、あきらめないでがんばれたんだよ。

　３人にんで、『恋こいも部ぶ活かつもがんばろう！』って、指ゆびきりした約やく束そくは、私わたしを強つよくしてくれた。

「さっこと加か代よちゃんのおかげだよ。ありがとう」

　心こころから感かん謝しゃの気き持もちを伝つたえると、ふたりは潤うるんだ目めでニッと笑わらった。

「こっちこそだよ。私わたし、今いますごく勇ゆう気きをもらってるよ」

　バレンタインから、なんとなく恋こいバナを避さけていた加か代よちゃんが、何なにかを決けつ意いするように、私わたしとさっこをまっすぐに見みつめた。

「あのね……ふたりに、私わたしの恋こいのこと、聞きいてほしいの」
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「もちろんだよ」

「加か代よちゃんが話はなしたいこと、なんでも話はなしてみて」

　村むら中なか先せん輩ぱいと、なにかあったのかな。

　加か代よちゃんは、私わたしたちの報ほう告こくを、いつもと変かわらない笑え顔がおで聞きいてくれていたけど……。

　でも、どこか無む理りしているような感かんじがしてたんだ。

　加か代よちゃんはクッションをぎゅっと抱だきしめて、ぽつりぽつりと話はなし始はじめた。

「私わたしね、村むら中なか先せん輩ぱいのことを、あきらめようと思おもってたんだ。でも、ふたりを見みてたらあきらめたくないって思おもえてきちゃった」

「加か代よちゃん……」

　私わたしとさっこは、加か代よちゃんの気き持もちを受うけ止とめるように、耳みみをかたむけた。

「だけど、今いまは告こく白はくなんてできそうにない。そんな勇ゆう気きなくて……」

　はぁ～っとため息いきをついて、クッションに顔かおをうずめる。

　そんなふうに落おちこんでいる加か代よちゃんが、少すこし前まえの自じ分ぶんの姿すがたと重かさなった。

　私わたしも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのことを好すきになればなるほど、この想おもいは、誰だれにも伝つたえずに、まだ秘ひめておきたいって思おもっていたことがあった。

　そのとき、本ほん当とうの気き持もちを、親しん友ゆうのさっこや加か代よちゃんに話はなせないことを悩なやむ私わたしに、柴しば田たさんが『そういう恋こいもあっていいんだよ』って、教おしえてくれたんだった。

　だから、今こん度どは……私わたしが、加か代よちゃんに、それでいいんだよって伝つたえたい。

「加か代よちゃん、『好すき』にはいろんなかたちがあるんだよ」

「好すきの……かたち？」

「うん。相あい手てに伝つたえたい人ひと、想おもうだけでいい人ひと、そばにいたい人ひと……。『好すき』の表ひょう現げん方ほう法ほうは、たくさんあるの」

　加か代よちゃんは、私わたしの言こと葉ばに聞きき入いってくれている。

「だから、『告こく白はくする』とか、『つきあう』とかだけが、好すきになる、恋こいをする……そういうことの正せい解かいじゃ、ないんだよ。私わたしも、同おなじように悩なやんでたときに、そう教おしえてもらったんだ」

　私わたしも救すくわれた、柴しば田たさんの言こと葉ば。

　思おもい切きって伝つたえてみたら、加か代よちゃんの瞳ひとみに、きらめきが戻もどってきた。

「そっか……。そうなんだ。じゃあ、無む理りしなくていいのかな」

　すると、さっこが、

「そうだよ、無む理りしなくていいんだよ。私わたしだって、今いまでこそ押おして押おして押おしまくってるけど、最さい初しょは、高たか田だ先せん輩ぱいを遠とおくから眺ながめてるだけでいいって思おもってたんだ。まぁ、眺ながめすぎて、高たか田だ先せん輩ぱいの好すきな人ひとを察さっしてしまったわけですが！」

　そう言いって、おどけた調ちょう子しでイヒヒと笑わらった。

「そんなこともあったね」

「うん。それに、みんなから尊そん敬けいされてる部ぶ長ちょうだし、誰だれにでも優やさしいし……ぜったい叶かなわない恋こいだって思おもってたから。でも、そのうち眺ながめてるだけじゃいやになったの。私わたしだけを見みて、私わたしのために笑わらってほしいって」

　さっこのその気き持もち、よくわかるよ。

　何なん度どもうなずいちゃう。

「私わたしも。最さい初しょは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいとコンクールでいっしょに演えん奏そうしたいって思おもってて。そう願ねがうだけで、せいいっぱいだったよ」

「先せん輩ぱいは、学がっ校こうイチのモテ男だん子しだもんね」

「でも、気きがついたら、がむしゃらに追おいかけてた！」

「ふたりとも、そうだったんだね」

　加か代よちゃんは、何なん度ども「そっか～」ってつぶやいた。

　しばらくそうしたあと、元げん気きよく顔かおを上あげる。

「私わたし、わかった！　今いまは先せん輩ぱいを見みつめてるだけでいいんだ。ふたりみたいに行こう動どうには移うつせない自じ分ぶんを、意い気く地じなしだと思おもってたけど……そういうの、もうやめるよ！」

　さっきまでしょんぼりしていたのがうそみたい。

　元げん気きな加か代よちゃんの宣せん言げんに、私わたしとさっこは大おおきくうなずいた。

「うん！　自じ分ぶんの気き持もちや、想おもいを、大たい切せつにしたらいいんだよ」

「そうだよ！　加か代よちゃんの恋こい、応おう援えんしてるよ！」

「ありがとう。まわりのみんながうまくいってると、ついあせっちゃいそうになるけど、あわてないで、少すこしずつ自じ分ぶんの恋こいを育そだてるよ」

　加か代よちゃんに、心こころからの笑え顔がおが戻もどったみたい。

　バレンタインの日ひから、ずっとこんな悩なやみを抱かかえていたんだね。

　打うち明あけてくれて、うれしいよ。

　そして、私わたしが悩なやんできたことの答こたえが、加か代よちゃんが前まえを向むく、助たすけにもなった。

　ムダなことは何なにもないんだって、実じっ感かんする。

　これから、私わたしも、悩なやんだり、迷まよったり、とびきりよろこんだり……いろいろあると思おもう。

　それでも、『好すき』の気き持もちが変かわらないなら。

　自じ分ぶんの気き持もちを大たい切せつにして、少すこしずつ進すすんでいこう。

　心こころ強づよい親しん友ゆうたちといっしょに！

「それぞれのペースで、恋こいも部ぶ活かつもがんばろう！」

「「うん！」」

　３人にんで指ゆびきりをして、ほほえみ合あう。

　今いままで、何なん度どもこの指ゆびきりに救すくわれてきた。

　まわりと比くらべてあせってしまうこともあるけれど、私わたしは、私わたしの恋こいをがんばろう。

　改あらためてそう思おもったんだ。
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　数すう日じつ後ご──。

　卒そつ業ぎょう式しきの入にゅう退たい場じょうの曲きょくをびっちり練れん習しゅうして、部ぶ活かつが終おわった。

　楽がっ器き庫こでフルートを片かたづけていると、ピコン！とスマホが鳴なる。

「わ……」

　ポケットからスマホを出だして見みてみると、椿つばき先せん輩ぱいからのメッセージだった。

『さくらちゃん、元げん気き？　フルートの教きょう則そく本ぼん、欲ほしいって言いってたよね？　もう使つかわないから、私わたしのでよければあげるよ』

　うれしいメッセージに、心こころがおどる。

　椿つばき先せん輩ぱいが言いってくれてるのは、前まえに特とく別べつレッスンをしてもらったときに、『欲ほしいけれど、値ね段だんが高たかくて手てが出だせなかった』って話はなした教きょう則そく本ぼんのこと。

　今いままで何なん度どか楽がっ器き屋やさんに見みに行いったんだけど、いつもあきらめて帰かえってきてたんだ。

　椿つばき先せん輩ぱい、あのときの私わたしの言こと葉ばを、覚おぼえてくれていたんだ。

　なによりも、大だい尊そん敬けいする椿つばき先せん輩ぱいが使つかっていた教きょう則そく本ぼんをゆずっていただけるなんて、うれしすぎるよ！

『ありがとうございます！　いただきたいです！』

　そう送おくると、すぐに返へん事じが来きた。


『明日あしたの部ぶ活かつ、早はやく終おわるんでしょ？　帰かえりにうちに取とりに来こられる？』

『もちろんです！　部ぶ活かつが終おわったら、すぐ向むかいますね』



　うきうきした気き持もちで、約やく束そくする。

　椿つばき先せん輩ぱいに会あうのもひさしぶり。楽たのしみだな。

　……あ、でも。

　椿つばき先せん輩ぱいのお家うちってことは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのお家うちってことでもある。

　これって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいにあらかじめ言いっておくべき？

　明日あした、椿つばき先せん輩ぱいに教きょう則そく本ぼんをいただきにお家うちに行いきますって。

「うーん」

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいに会あいに行いくわけじゃないのに、わざわざ言いうのはおかしい気きもする。

　それに、明後日あさってのソロコンテスト全ぜん国こく大たい会かいに向むけて、きっと家いえで猛もう練れん習しゅうをしてると思おもう。

『会あいたいです』って意い味みだと思おもわれてしまうかもしれないし……。

　メッセージすることで、ジャマしたら悪わるいよね。

　そういえば、椿つばき先せん輩ぱいって、私わたしと伊い吹ぶき先せん輩ぱいがつきあってること、知しってるのかな？

　でも、『椿つばき先せん輩ぱいに言いいましたか？』なんて、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに聞きけるわけがない！

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは誰だれにも言いってない気きがするし……。

「さくら！」

　うんうんうなっていたら、ドラムスティックを持もった加か代よちゃんが、楽がっ器き庫こに飛とびこんできた。

「今日きょうはカレンと残のこって練れん習しゅうしていくことにしたんだ。さっこと先さきに帰かえってて」

「わかったよ。がんばってね！」

「ありがと！　じゃあね！」

　パタパタと音おん楽がく室しつに戻もどった加か代よちゃんと入いれ違ちがいで、帰かえるしたくを整ととのえたさっこがやってきた。

「さくら、もう帰かえれる？」

「うん！　帰かえろうか」

　打だ楽がっ器きの練れん習しゅうをしている加か代よちゃんとカレンに手てを振ふって、さっこといっしょに音おん楽がく室しつを出でた。

「さっきのメッセージ、『彼かれ氏し』からだった？」

「へっ!?」

　ニヤニヤ顔がおのさっこが、突とつ然ぜんそんなことを言いうから、階かい段だんでつまずきそうになっちゃったよ。

「スマホ見みながら、笑わらったり困こまった顔かおしたりしてたからさ～」

「うっ」

　さっこに見みられてたんだ。はずかしい。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいからじゃないよ」

「な～んだ」

　楽たのしそうなさっこに、あははと笑わらって見みせたけど……。

　正しょう直じき、あまり笑わらえないんだ。

　私わたしと伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、たしかに『カレカノ』になった。

　だけど──……。

　やっぱり、なにも変かわってない。

　彼かの女じょになったら、気き軽がるにメッセージも電でん話わもできると思おもっていたけど、そんなことなかった。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいと、ラブラブメッセージとか電でん話わとかしてるの？」

「まったくしてません……」

　正しょう直じきに白はく状じょうすると、さっこは妙みょうに納なっ得とくした。

「先せん輩ぱいにえんりょして、連れん絡らくするのひかえてたんでしょ？」

　うわわっ。さっこの推すい理り、怖こわいくらいに当あたってるよ！

「すごいね、さっこ。どうしてわかったの？」

「そりゃあ、さくらとは小しょう学がく生せいのときから友ともだちだから、なんとなくわかるよ。伊い吹ぶき先せん輩ぱいも、必ひつ要よう最さい低てい限げんのメッセージしかしなそうだし」

「そうなんだよね……。ソロコンテストが終おわるまでは、ひかえたほうがいい気きがして」

「たしかにそうだよね。伊い吹ぶき先せん輩ぱいが目め指ざしてるのは、『日に本ほん一いち』だもん。でもさ、やっとカレカノになれたんだから、メッセージも電でん話わもずーっとしてたいし、毎まい日にちでも会あいたい～！って思おもうのは普ふ通つうだよ。それなのに、さくらは伊い吹ぶき先せん輩ぱいのことを思おもって連れん絡らくをガマンしてるって、えらすぎるよ！」

「さっこ……。ありがとう」

　どうしていいかわからなくて、でもなんとなく誰だれにも相そう談だんできなくて、ずっとひとりでモヤモヤ悩なやんでた。

　そんな自じ分ぶんがいやだったから、さっこの言こと葉ばがうれしいよ。


『おはようございます！　空そらがきれいですね』

『今日きょうは、初はじめて１、２年ねん生せいだけで合がっ奏そうをしました』

『卒そつ業ぎょう式しきの入にゅう退たい場じょうの曲きょくを練れん習しゅうしています。曲きょくは秘ひ密みつです。当とう日じつ、楽たのしみにしていてくださいね』

『いよいよ、ソロコンテストの全ぜん国こく大たい会かいですね。応おう援えんしています！』



　そんな、先せん輩ぱいに送おくりたいメッセージが、どんどん心こころの中なかにたまってるんだ。

　先せん輩ぱいが引いん退たいして、会あえなくなってからは、そんなことがさらに増ふえた。

「つきあうって、むずかしい」

　つい、悩なやみがぽろりとこぼれ落おちてしまった。

　でも、さっこは優やさしい顔かおで、うなずいてくれる。

「こういう話はなしって、誰だれにでもできるわけじゃないと思おもうから、私わたしで良よければなんでも話はなしてよ。私わたしも高たか田だ先せん輩ぱいの彼かの女じょまで、きっとあと一歩ぽ！……ってところだし」

　さっこの明あかるい声こえが、私わたしの迷まよいを吹ふき飛とばしてくれた。

『悩なやんだり迷まよったりすることは悪わるいことじゃないんだよ』

『ひとりでモヤモヤ考かんがえてもうまくいかないときは、誰だれかに頼たよるのもひとつの手てだよ』

　同おなじように、明あかるく言いってくれた椿つばき先せん輩ぱいの言こと葉ばが、私わたしの背せ中なかを押おしてくれる。

「ありがとう、さっこ。……先せん輩ぱいのこと、もっと知しりたいし、デートもしたいのに。空から回まわりしちゃって、なかなかうまくいかないんだよね」

「うん」

「このままじゃ、先せん輩ぱい、あっという間まに卒そつ業ぎょうしちゃうよ。中ちゅう等とう部ぶで先せん輩ぱいと過すごす思おもい出で、たくさん作つくりたいのにな」

「うん」

　さっこは相あいづちを打うちながら、耳みみをかたむけてくれている。

　ずっと押おしこめていた悩なやみをはき出だしたら、ちょっとすっきりしてきた。

　なんとなくモヤモヤしていた悩なやみが、姿すがたを現あらわしてきたみたい。

　自じ分ぶんが何なにに悩なやんでいるかが、だんだんわかってきたんだ。

「本ほん当とうは、気き軽がるにメッセージとか電でん話わをしたいんだ。でも、相あい手てが伊い吹ぶき先せん輩ぱいだと、考かんがえすぎちゃってできないの。嫌きらわれたくないんだと思おもう」

「うん。わかる」

「メッセージは１日にち何なん回かいまで送おくっていいんだろう……とか。１回かいに送おくっていい量りょうは？　絵え文も字じやスタンプは何なん個こまで？　用よう事じがあるときしか送おくっちゃダメかな？　そもそもメッセージ、めんどくさいって思おもう派はかな？とか」

「あ～～わかる！」

　さっこが、何なん度どもうなずく。

　もしかして、同おなじことを悩なやんでるのかな。

「さっこも悩なやんでた？」

「悩なやんでた！」

　私わたしだけじゃないんだって思おもったら、少すこしほっとした。

　さっこが、前まえのめりで話はなし始はじめる。

「高たか田だ先せん輩ぱいって、メッセージの返へん事じがすごく早はやいんだ。送おくったら必かならず返へん事じをくれるし。でも、先せん輩ぱいからメッセージをくれたことがなかったの。だから……先せん輩ぱいが必かならずお返へん事じをくれるのって、先せん輩ぱいの優やさしさってだけで、私わたしが特とく別べつなわけでもないし、むしろ迷めい惑わくなのかな……って悩なやんでた」

「そうだったんだ」

　さっこが悩なやんでたなんて、知しらなかったよ。

　みんな、そうなのかもしれない。

　言いわないだけで、みんなそれぞれ、心こころの中なかに悩なやみがある。

　悩なやんでるのは私わたしだけじゃないし、悩なやむことはおかしいことじゃないんだ。

　そう思おもったら、元げん気きがでてきた。

「だから、思おもい切きって高たか田だ先せん輩ぱいに、その悩なやみ、ぜんぶぶつけてみたの！」

「ええっ！　ぜんぶ？」

「うん！　ぜんぶ」

　さすがさっこだ！

　さっこの行こう動どう力りょくには、いつもおどろかされる。

「それで、高たか田だ先せん輩ぱいはなんて言いったの？」

「それがね、恋れん愛あい的てきなことは、な～んにも考かんがえてなかったの。高たか田だ先せん輩ぱい、礼れい儀ぎとして、お返へん事じはなるべく早はやく返かえすのを心こころがけてるんだって」

「それは……高たか田だ先せん輩ぱいらしいね」

「だよね～。いつもすぐ返へん事じをくれるから、迷めい惑わくなのかなって思おもいつつも、私わたし、ちょっと期き待たいもしちゃってたんだ。私わたしのメッセージを最さい優ゆう先せんしてくれてるのかな～って。そうじゃないってわかって、けっこうへこんだんだけど。先せん輩ぱいがね、『そんなふうに悩なやませてごめんね。でも、同おなじ趣しゅ味みで盛もり上あがれる相あい手てがほかにいないから、すごく楽たのしいよ。迷めい惑わくなんかじゃないから、これからもメッセージしてね』って言いってくれたんだ」

「優やさしい……」

「優やさしいよね。私わたしは高たか田だ先せん輩ぱいの恋れん愛あい対たい象しょうじゃないんだな～って落おちこんだけど、私わたしの悩なやみをぜんぶ受うけ止とめてくれた先せん輩ぱいがもっと好すきになっちゃって。よーし、絶ぜっ対たいに振ふり向むかせてやるー！って、さらに燃もえたの」

「さっこ、いつもながらすごいよ！　高たか田だ先せん輩ぱいもすてきだね」

　さっこの強つよい心こころ、私わたしも見み習ならいたい。

　お似に合あいなふたりだから、おつきあいすればいいのにって思おもっちゃう。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいだって、受うけ止とめてくれるよ」

　さっこに言いわれて、はっとした。

　先せん輩ぱいは、今いままでどんな私わたしの言こと葉ばも受うけ止とめて、導みちびいてくれた。

　部ぶ活かつや楽がっ器きのことじゃなくても、私わたしと伊い吹ぶき先せん輩ぱいの恋こいのことだとしても、先せん輩ぱいは受うけ止とめてくれるんじゃないかって。

「自じ分ぶんひとりで悩なやんでいても、解かい決けつしないことってあるよね」

　ポツリとつぶやくと、さっこは大おおきくうなずいた。

「ふたりのことは、ふたりでしか解かい決けつできないんじゃない？　電でん話わやメッセージが好すきか苦にが手てかとかは、人ひとそれぞれだから。相あい手てに聞きいてみるのが一いち番ばん！　私わたし、高たか田だ先せん輩ぱいといろんなことを話はなし合あってるよ」

「そうだよね……！　私わたし、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに聞きいてみるよ！」

「うん！　相あい手てのことを知しって、自じ分ぶんのことも知しってもらって、ふたりで、ふたりの『おつきあいのルール』を作つくっていけばいいんじゃない？」

「ふたりの『おつきあいのルール』……」

　つぶやいてみたら、じんわりと心こころがあたたかくなった。

　そうか！　そうやって、少すこしずつおたがいのことを知しっていけばいいんだ！

　それって、『カレカノ』だからできることだよね。

「私わたし、あせりすぎてたのかも」

「かもね。私わたし、相あい手ての顔かお色いろや機き嫌げんを気きにしすぎないで、おたがいが想おもい合あえる、対たい等とうな関かん係けいでおつきあいできたらいいな～って思おもってるんだ」

「尊そん敬けいしあえるような、ってこと……？」

「うん、そう！　さくらは先せん輩ぱいのこと、尊そん敬けいしてるだろうけど。先せん輩ぱいだってさくらのこと、尊そん敬けいしてるんじゃない？　だって、さくらは、あの伊い吹ぶき先せん輩ぱいが好すきになった人ひとだよ？」

「……そ、そうかな」

　なんだか照てれくさくなってきて、ほおが熱あつくなる。

　さっこはそんな私わたしを見みて、ニヤッと笑わらった。

「まぁ、伊い吹ぶき先せん輩ぱいからラブラブメッセージをもらうのはハードル高たかそうだけど」

「ふふっ。たしかに。でも、それもふくめて『伊い吹ぶき先せん輩ぱい』だから」

「そうだよね。でも、クールな人ひとって本ほん当とうは熱あついって言いうし～。ま、今いまはソロコン前まえだからむずかしいだろうけどさ、忙いそがしい毎まい日にちが落おち着ついたら、きっと会あえる時じ間かんも増ふえるよ！」

「そうなったらいいな。ひとまず、先せん輩ぱいが優ゆう勝しょうできるように全ぜん力りょくで応おう援えんするよ！　それから、ゆっくり話はなし合あってみる！」

「うん！　あ～、さくらが元げん気きになってよかった」

　笑え顔がおのさっこが、夕ゆう焼やけ空ぞらをあおいだ。

　胸むねがいっぱいになって、私わたしも空そらを見み上あげた。

「さっこに話はなしてよかった。本ほん当とうにありがとう」

「私わたしも、悩なやんだときはさくらに相そう談だんするわ」

「うん！」

　話はなしながら歩あるいていたら、あっという間まに駅えきは目めの前まえ。

　晴はれ晴ばれとした気き持もちのせいか、歩あるきなれたいつもの道みちが、キラキラ輝かがやいて見みえた。
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　次つぎの日ひ、部ぶ活かつが終おわって帰き宅たくするとすぐに、私わたしは椿つばき先せん輩ぱいの家いえに向むかった。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいには、『椿つばき先せん輩ぱいに会あいに行いきます』って連れん絡らくはしてない。

　もしもバッタリ会あえたら、そのときに『今こん後ごは、連れん絡らくしたほうがいいですか？』って、聞きこうと思おもってるんだ。

　そう思おもえるのは、昨日きのう、さっこにアドバイスしてもらえたおかげだね。

「いらっしゃい、さくらちゃん」

「おじゃまします！」

　椿つばき先せん輩ぱいのお部へ屋やに入はいると、先せん輩ぱいは分ぶ厚あつい教きょう則そく本ぼんを差さし出だしてくれた。

「わざわざ家いえまで取とりに来きてもらってごめんね。今いま、ちょっとバタバタしてて。でも早はやくさくらちゃんに渡わたしたかったの」

「ありがとうございます！　これ、ずっと欲ほしかったんです！」

「よかった～。あ、そうだ。もう使つかってない練れん習しゅう曲きょく集しゅうもあるんだけど、いる？」

「いいんですか!?　ぜひいただきたいです！」

　椿つばき先せん輩ぱいが使つかっていた練れん習しゅう曲きょく集しゅうまで……！

　せっかくいただけるんだから、練れん習しゅうがんばらなきゃって、やる気きがわき上あがってくる。

「もちろんだよ。ちょっと待まってね～。ここにあったはず」

　先せん輩ぱいは、参さん考こう書しょや小しょう説せつがぎっしりならんだ本ほん棚だなを眺ながめて、練れん習しゅう曲きょく集しゅうを探さがし始はじめた。

　机つくえの上うえの先せん輩ぱいのスマホには、ひっきりなしにメッセージが来きてるみたい。

　先せん輩ぱいは春はるから高こう等とう部ぶの３年ねん生せい。

　部ぶ活かつも進しん路ろもいろいろ大たい変へんで、とっても忙いそがしいんだろうな……。

　それなのに、こうやって私わたしを気きにかけてくれてる。

　本ほん当とうに優やさしくてすてきな先せん輩ぱいだ。

「あれ……ないな。あ、防ぼう音おん室しつに置おいてたんだった！」

　椿つばき先せん輩ぱいが、ポンッと手てを打うったそのとき、先せん輩ぱいのスマホに電でん話わがかかってきた。

　スマホを手てに取とると、先せん輩ぱいはもうしわけなさそうに私わたしを見みる。

「さくらちゃん、ごめん。防ぼう音おん室しつに楓かえでがいるから、フルートの練れん習しゅう曲きょく集しゅうちょうだいって言いってもらってきて～。『35の練れん習しゅう曲きょく集しゅう』ってやつだよ。もしもし～」

「ええっ」

　スマホで通つう話わしながらメモを取とっている椿つばき先せん輩ぱいは、忙いそがしそう。

　椿つばき先せん輩ぱいの電でん話わのジャマになっちゃいそうだから、まずはお部へ屋やを出でよう。

　お家うちには、何なん度どもおじゃましているから、防ぼう音おん室しつの場ば所しょはわかる。

　そーっとろうかを歩あるいて、防ぼう音おん室しつの前まえで立たち止どまった。

　ここに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいがいるんだ……！

「ドキドキしてきた……」

　まさか、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに会あえるなんて。

　とんでもなくうれしいけど、定てい期き演えん奏そう会かいの翌よく日じつ以い来らいだから、緊きん張ちょうしちゃうよ。

　それに、全ぜん国こく大たい会かいは明日あしただ。練れん習しゅうを中ちゅう断だんさせてしまって、迷めい惑わくをかけちゃいそう。

　でも、椿つばき先せん輩ぱいの電でん話わはまだ終おわらなそうだし……。

「よし！　練れん習しゅう曲きょく集しゅうだけ取とってもらって、すぐ帰かえろう」

　そう決けっ心しんして、深しん呼こ吸きゅう。

　それから、防ぼう音おん室しつのドアをノックした。

　少すこしの沈ちん黙もくのあと──……。

「なに？」

　急きゅうにドアが開あいて、中なかから不ふ機き嫌げんそうな伊い吹ぶき先せん輩ぱいが顔かおを出だした。

　まるで、部ぶ活かつに入はいりたてのころ、なにも知しらずにお昼ひる休やすみの音おん楽がく準じゅん備び室しつに行いってしまったときの、伊い吹ぶき先せん輩ぱいみたい。

　わわっ。どうしよう。やっぱりジャマをしてしまったみたい！

　あわてて謝あやまろうとする私わたしの顔かおを見みて、先せん輩ぱいはおどろきの表ひょう情じょうを浮うかべた。

「吉よし川かわ……？」

「あ、あの。突とつ然ぜんごめんなさい！　椿つばき先せん輩ぱいのお部へ屋やに遊あそびに来きていて……」

「ああ、聞きいてる。どうした？」

　先せん輩ぱいの顔かおがいっきに優やさしくなって、ほっと胸むねをなでおろす。

　椿つばき先せん輩ぱい、話はなしてくれていたんだ。よかった。

「フルートの練れん習しゅう曲きょく集しゅう、いただけることになって。椿つばき先せん輩ぱいがお電でん話わ中ちゅうなので、防ぼう音おん室しつの中なかからもらってきてって言いわれて……」

　しどろもどろになりながら説せつ明めいすると、先せん輩ぱいは「練れん習しゅう曲きょく集しゅうね」とつぶやいた。

「見みてくる」

「すみません。ありがとうございます！　『35の練れん習しゅう曲きょく集しゅう』です」

「わかった。ここで待まってて」

　そう言いって防ぼう音おん室しつに戻もどっていった伊い吹ぶき先せん輩ぱいだったけど、すぐに出でてきた。

「防ぼう音おん室しつにはないみたいだ。もしかしたら、俺おれの部へ屋やかも。ほかの楽がく譜ふといっしょに間ま違ちがえて持もって行いったかもしれない。こっちだ」

「えっ……」

　防ぼう音おん室しつから出でてきた先せん輩ぱいは、スタスタとろうかを歩あるいていく。

　今日きょうの私し服ふく姿すがたもかっこいい……なんて見みとれている間あいだに、椿つばき先せん輩ぱいのお部へ屋やとは反はん対たい方ほう向こうに行いってしまった。

　これって、ついて来こいってことだよね……？

　ドキドキしていたら、ふぁさっと長ながい毛けをなびかせながら、いぬおがやってきた。

「いぬお！　じゃなくて、ルイ！　元げん気きだった？」

　ブンブンしっぽを振ふりながら、「ついておいで」と言いってるみたいに、いぬおも伊い吹ぶき先せん輩ぱいを追おって歩あるき出だした。

　よ、よし！

　いぬおに続つづいて、長ながいろうかを歩あるく。

「ここだ」

　白しろい木もく目めのドアの前まえで、先せん輩ぱいが足あしを止とめた。

「ここって……」

「俺おれの部へ屋や」

　先せん輩ぱいはさらりとそう告つげて、ドアを開あけると、中なかに入はいっていった。

　ここが、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのお部へ屋や……！

　どんなすてきなお部へ屋やなんだろう！って、テンションが急きゅう上じょう昇しょうしちゃうよ。

　でも、ダメダメ。のぞいちゃいけない。見みちゃいけない。

　わかってるけど、開あけっ放ぱなしのドアから、部へ屋やの中なかが目めに入はいってしまう。

「わ……」

　あ！　あれは……。

　お部へ屋やの奥おくの、飾かざり棚だなが目めに留とまった。

　棚たなに飾かざってあるのは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが小しょう学がく生せいのとき、サッカーの最さい優ゆう秀しゅう選せん手しゅに選えらばれたトロフィーだ。

　球きゅう技ぎ大たい会かいの前まえくらいまで、あのトロフィーは、椿つばき先せん輩ぱいのお部へ屋やにあった。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいが捨すててしまったのを、椿つばき先せん輩ぱいが拾ひろって預あずかっていたんだ。

　大たい切せつなトロフィーを捨すててしまうほどの、つらい過か去こと向むき合あった伊い吹ぶき先せん輩ぱい。

　その後ご、トロフィーが伊い吹ぶき先せん輩ぱいのお部へ屋やに戻もどったっていう話はなしを、椿つばき先せん輩ぱいから聞きいていた。

　本ほん当とうに、今いま、ここにある。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの部へ屋やで輝かがやくトロフィーを実じっ際さいに見みることができて、感かん無む量りょうだよ。

「ああ、それ……」

　本ほん棚だなで練れん習しゅう曲きょく集しゅうを探さがしてくれていた伊い吹ぶき先せん輩ぱいが、私わたしの視し線せんに気きづいたみたい。

　トロフィーを持もって、私わたしに見みせてくれた。

「これ、サッカーやってたときにもらったトロフィーで、一いち番ばんうれしかったやつ。お前まえのおかげで、ようやく飾かざることができた。ありがとな」

「……よかったです！　本ほん当とうに」
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　先せん輩ぱいが心こころの底そこからうれしそうな笑え顔がおを向むけてくれるから、私わたしもうれしくて胸むねがいっぱいになる。

　つい涙なみだがこみあげてきちゃって、くちびるに力ちからをいれてこらえた。

「あははっ。なんだその顔かお」

　先せん輩ぱいは、私わたしの頭あたまをポンポンしてから、大おお笑わらいをして部へ屋やの中なかに戻もどっていった。

　そ、そんなに笑わらわなくても……！

　先せん輩ぱいはトロフィーを戻もどし、また本ほん棚だなで練れん習しゅう曲きょく集しゅうを探さがし始はじめた。

　すぐに、「あ……」と手てを止とめる。

「練れん習しゅう曲きょく集しゅうって、これ？」

「きっとそれです！」

「俺おれの楽がく譜ふにまぎれてた。色いろが似にてたから、間ま違ちがえて持もってきたのかも。待またせて悪わるかったな」

　先せん輩ぱいから練れん習しゅう曲きょく集しゅうを受うけ取とると、私わたしは頭あたまを下さげた。

「いえ！　探さがしてくださってありがとうございます」

「そのシリーズ、俺おれも持もってて気きに入いってる。がんばれよ」

「はい！」

　わぁ……。なんて幸しあわせなんだろう。

　思おもいがけず先せん輩ぱいに会あえて、お話はなしできて、応おう援えんしてもらえるなんて。

　防ぼう音おん室しつに向むかっていっしょに歩あるきながら、幸しあわせをかみしめる。

　椿つばき先せん輩ぱいのお部へ屋やは防ぼう音おん室しつの奥おくだから、あと少すこしだけ先せん輩ぱいといっしょにいられるよ。

　私わたしはとびきりうれしいけれど……先せん輩ぱいは練れん習しゅう中ちゅうだったんだよね。

　となりを歩あるく先せん輩ぱいを見み上あげて、私わたしは口くちを開ひらいた。

「先せん輩ぱい、練れん習しゅう中ちゅうだったのに、すみませんでした」

「いや……。気きにするな」

「今日きょう、おじゃますることも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに伝つたえたほうがいいか悩なやんで……。結けっ局きょく、なにも言いわなくてごめんなさい」

　私わたし、謝あやまってばかりだ……。

　これからはどうしたらいいかを話はなし合あいたいのに、うまく言こと葉ばにならなくて。

　結けっ局きょく、謝あやまるだけで終おわってしまいそう。

　しゅんとしていると、防ぼう音おん室しつの前まえで足あしを止とめた先せん輩ぱいが、くるっと振ふり向むいた。

「姉あね貴き、電でん話わしてるんだろ？　たぶん長なが電でん話わになると思おもうから……防ぼう音おん室しつ、よって行いけよ」

　そう言いって、防ぼう音おん室しつのドアを開あけてくれたんだ。

「いいんですか？」

「ああ。ちょっと休きゅう憩けい」

　そう言いって、先せん輩ぱいはソファーに座すわった。

「えんりょしなくていいから、ここ」

「は、はい！」

　先せん輩ぱいが、となりのソファーをポンポンして、座すわっていいと伝つたえてくれている。

　そーっと防ぼう音おん室しつに入はいると、先せん輩ぱいが練れん習しゅうをがんばっていたことが一ひと目めでわかった。

　譜ふ面めん台だいには、先せん輩ぱいがソロコンテストで演えん奏そうする『Theザ Beautifulビューティフル Snowスノー』の楽がく譜ふ。

　ピカピカにみがかれた、銀ぎん色いろのトランペット。

　部ぶ活かつを引いん退たいしてから、ずっとここで練れん習しゅうをがんばっていたんだな……。

　そんな先せん輩ぱいが、本ほん当とうに本ほん当とうに大だい好すきで、尊そん敬けいしているから。

　思おもい切きって、先せん輩ぱいに聞きいてみたい。先せん輩ぱいのこと、もっともっと知しりたいんだ。

『ふたりのことは、ふたりでしか解かい決けつできないんじゃない？　電でん話わやメッセージが好すきか苦にが手てかとかは、人ひとそれぞれだから。相あい手てに聞きいてみるのが一いち番ばん！　私わたし、高たか田だ先せん輩ぱいといろんなことを話はなし合あってるよ』

　さっこの言こと葉ばが、頭あたまの中なかをかけめぐる。

　ソファーに座すわった私わたしは、意いを決けっして先せん輩ぱいを見み上あげた。

「せ、先せん輩ぱい」

「ん？」

「あの、私わたし、先せん輩ぱいに、聞きいておきたいことがあるんです」

　緊きん張ちょうしすぎて早はや口くちになってしまったけれど、なんとか言いうことができた。

　すぐに、先せん輩ぱいはふっと優やさしくほほえんでくれた。

「ああ。なんでも聞きいて」

「ありがとうございます！　あの、スマホのメッセージって、苦にが手てですか？　用よう事じがあるときは電でん話わの方ほうがいいでしょうか……」

「すぐ返へん事じができないときもあるけど、好すきなときに送おくったらいい」

　その声こえが、とっても優やさしくて、緊きん張ちょうがほどけていく。

「わかりました」

「用よう事じがなくてもメッセージを送おくれるの、彼かの女じょの特とっ権けんだろ。電でん話わも同おなじ。迷めい惑わくじゃない」

「……はい」

　彼かの女じょの特とっ権けん……！

　今いま、『彼かの女じょ』って言いったよね？

　間ま違ちがいなく、言いったよね？

　すごくうれしいことを、さらっと言いわれた……。

　私わたし、本ほん当とうに伊い吹ぶき先せん輩ぱいの彼かの女じょなんだ……。

　やっと実じっ感かんがわいてきて、緊きん張ちょうのドキドキが、トキメキのドキドキに変かわっていく。

　迷めい惑わくじゃないってこともわかってよかった。

「俺おれは基き本ほん、用よう事じがあるときにしかメッセージしないけど……まぁ、送おくりたくなったら送おくる」

「はい！」

「で、お前まえは？」

「え？」

　突とつ然ぜん聞きかれて、目めをぱちくりさせてしまう。

「お前まえのことも教おしえろよ。メッセージと電でん話わはどっちがいいか、とか」

「私わたしのことも聞きいてもらえるんですか？」

「当あたり前まえだろ。これじゃ俺おれの好すき嫌きらいの押おしつけだ。お前まえがつらくなる」

　そうか……。

　さっこが言いっていたことが、わかった気きがする。

『おたがいが想おもい合あえる、対たい等とうな関かん係けい』ってこういうことなんだ。

「先せん輩ぱいからの連れん絡らくは、なんだってうれしいです！　あ、でも。慣なれるまでは、電でん話わはドキドキしちゃって、声こえが裏うら返がえっちゃうかもです」

「ははっ。この前まえも裏うら返がえってたよな」

「うっ。おはずかしいです」

　ボボッと顔かおが熱あつくなる。

　すぐ顔かおが赤あかくなってしまうことも、先せん輩ぱいに知しられちゃったよね。

　でも、先せん輩ぱいがこんなに声こえをあげて笑わらう人ひとだってこと、私わたしも知しることができた。

　いじわるな笑え顔がおも、優やさしいほほえみも、楽たのしそうに笑わらう顔かおも、たまらなく、大だい好すきだ。

「お前まえのことだから、えんりょしてるとは思おもってた。これからはなんでも言いえよ」

「はい！」

「俺おれも、お前まえのこともっと知しりたいから」

「……うれしいです」

　思おもい切きって聞きいてみて良よかった。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、私わたしの悩なやみや迷まよいを、ちゃんと受うけ止とめてくれた。

　私わたしと伊い吹ぶき先せん輩ぱいの、ふたりだけの『おつきあいのルール』。

　こうやって、ふたりで少すこしずつ作つくっていけばいいんだ。

　これからはもう、モヤモヤひとりで悩なやまない！

　おたがいが少すこしずつ歩あゆみよって、おたがいのことを知しっていこう。

　先せん輩ぱいと目めが合あって、ふふっとほほえみ合あう。

　そうだ。私わたし、先せん輩ぱいに言いいたいことがあったんだ！

「先せん輩ぱい、ソロコンテスト、がんばってください」

「ああ。ありがとな」

「私わたし、先せん輩ぱいの演えん奏そうが大だい好すきです。先せん輩ぱいの演えん奏そうは、心こころに響ひびくから……。全ぜん国こく大たい会かいでも、たくさんの人ひとの心こころに響ひびいて、ホールが感かん動どうでいっぱいになると思おもいます」

「……」

　しまった。しゃべりすぎちゃったみたい。

　先せん輩ぱいは、何なにか考かんがえこむように口くちをつぐんだ。

　ヒヤヒヤしていると、先せん輩ぱいは、私わたしをまっすぐに見みつめた。

「……練れん習しゅう、ちょっと行いき詰づまってた。でも、もう大だい丈じょう夫ぶだ。今日きょう、お前まえに会あえてよかった」

「先せん輩ぱい……」

「楽たのしんで吹ふくよ。俺おれは、俺おれのすべてで演えん奏そうを届とどける」

「……はい！　客きゃく席せきから応おう援えんしてます。先せん輩ぱいが、先せん輩ぱいの演えん奏そうをできるように」

「ああ。ありがとう」

　よかった。

　晴はれ晴ばれとしたような顔かおを向むけられて、胸むねがとくんと音おとを立たてる。

「部ぶ活かつ内ない発はっ表ぴょう会かいでお前まえが吹ふいた『ロミオとジュリエット』、すげー感かん動どうして、心こころに届とどいた。今こん度どは俺おれの番ばんだ。明日あしたはお前まえに届とどくように、心こころをこめて吹ふくから」

「……はい！」

　思おもいがけない言こと葉ばがうれしくて、ドキドキしながら、となりに座すわってる先せん輩ぱいとほほえみ合あった。

　そのとき、バーンと防ぼう音おん室しつのドアがいきおいよく開あいた。

「さくらちゃん～！　お待またせ～～って、ジャマしちゃったかな？」

　飛とびこんできたのは、椿つばき先せん輩ぱい！
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　わわっ。ちゃっかりソファーに座すわって仲なかよくお話はなししてるところを見みられてしまったけど……。

　大だい丈じょう夫ぶだったかな？

　そーっと立たち上あがってソファーから離はなれながら、横よこ目めで伊い吹ぶき先せん輩ぱいを見みてみる。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、とたんにムスッと不ふ機き嫌げんになった。

「うるせーよ」

「あはは～。うん、いろいろ大だい丈じょう夫ぶそうだね！　じゃあ、さくらちゃん！」

「は。はい！」

「私わたしの部へ屋やでお茶ちゃしよう～。美お味いしいケーキもあるよ」

「ありがとうございます。おじゃまします」

「楓かえでは練れん習しゅうがんばってね」

「……」

　ソファーから立たち上あがった伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、いつもの塩しお対たい応おう。

　椿つばき先せん輩ぱいの言こと葉ばを完かん全ぜんムシして、トランペットを手てに取とる。

　もしかして……椿つばき先せん輩ぱい、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが不ふ調ちょうだって知しって、私わたしを呼よんだのかな……？

　もしそうなら、椿つばき先せん輩ぱいはいろいろ知しってるってこと……だよね。

　ちょっとドキドキするけど、少すこしでも伊い吹ぶき先せん輩ぱいのお役やくに立たてたのなら、うれしいな。

　早はやく出でていけオーラをバシバシ出だしている伊い吹ぶき先せん輩ぱいに、軽かるく一いち礼れいして。

　椿つばき先せん輩ぱいといっしょに、防ぼう音おん室しつをあとにした。
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　ついに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのソロコンテスト全ぜん国こく大たい会かい当とう日じつ。

　さっこと加か代よちゃんといっしょに、電でん車しゃを乗のりついで会かい場じょうにたどり着ついた。

「さすが全ぜん国こく大たい会かい！　大おおきいホールだね」

「本ほん当とうだね！」

　会かい場じょうは、有ゆう名めいなコンサートホール。

　ここに立たつことを目もく標ひょうにしてる人ひともいるくらい、夢ゆめのステージなんだ。

　すごいな、伊い吹ぶき先せん輩ぱい……。さすがだよ。

　建たて物ものを見み上あげている私わたしの横よこでは、加か代よちゃんも目めを輝かがやかせてホールの写しゃ真しんを撮とっている。

　しばらくそうしていると、なにかに気きづいたさっこが、遠とおくに向むかって手てを振ふった。

「あそこに崎さき山やまくんとカレンがいる」

「本ほん当とうだ。崎さき山やまくんー！　カレンーーー！」

　駆かけ出だした加か代よちゃんを追おいかけて、青あお空ぞらの下した、私わたしも走はしった。

　とうとう、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの全ぜん国こく大たい会かいが始はじまるんだ。

　このすばらしいホールに響ひびく、先せん輩ぱいの最さい高こうの演えん奏そうを、しっかり聞きこう。

　わくわくしながら、合ごう流りゅうしたみんなといっしょに、ホールに入にゅう場じょうした。




『まもなく開かい演えんでございます。お席せきについてお待まちください』

　アナウンスが聞きこえたとたん、緊きん張ちょうが走はしった。

　いよいよ、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが演えん奏そうする。

　どうかどうか、練れん習しゅうの成せい果かを出だせますように。

　先せん輩ぱいが、楽たのしく演えん奏そうできますように……！

　桜さくらのネックレスに指ゆび先さきでふれて、ステージを見みつめた。

　全ぜん国こく大たい会かいの出しゅつ場じょう者しゃの演えん奏そうは、どれもみんなすばらしい。

　吹すい奏そう楽がく部ぶのトップ奏そう者しゃ同どう士しの争あらそいと言いっても言いい過すぎじゃないくらい、レベルが高たかかった。

　そして──……。

　舞ぶ台たいの中ちゅう心しんに立たった伊い吹ぶき先せん輩ぱいに、まばゆいスポットライトがふりそそぐ。

　最さい初しょの一いち音おんがホールに響ひびいた瞬しゅん間かん、いっきに会かい場じょうの空くう気きが変かわった。

　県けん大たい会かいのときと、同おなじ。いや、それ以い上じょうかもしれない。

　客きゃく席せきぜんぶが、ステージから目めを離はなせなくなっていた。

　先せん輩ぱいの音おとがぐんと伸のび、柴しば田たさんのピアノ伴ばん奏そうがそれをさらにいろどる。

　一いち音おん一いち音おんが心こころにしみ渡わたっていく。

　先せん輩ぱいの演えん奏そうが、ホールにいる人ひとすべての心こころを、ひとつにしているようにさえ思おもえる。

　ステージで堂どう々どうと演えん奏そうをする先せん輩ぱいを、まっすぐに見みつめた。

　先せん輩ぱいは、とっても楽たのしそうに演えん奏そうしている。

　無む意い識しきににぎりしめていた指ゆび先さきから力ちからが抜ぬけて、胸むねいっぱいに感かん動どうが広ひろがっていった。

　演えん奏そうが終おわり、最さい後ごの音おとが響ひびいても、会かい場じょう内ないは、誰だれひとりとして動うごかない。

　余よ韻いんが消きえるその瞬しゅん間かんまで、全ぜん員いんが、じっと聞きき入いっていた。

　先せん輩ぱいが楽がっ器きをおろし、一いち礼れいすると──……。




「「「「ブラボー！！！！」」」」




　ふっと時じ間かんが動うごき出だしたかのように、会かい場じょう中じゅうから大おおきな拍はく手しゅと歓かん声せいがわきおこった。

「最さい高こうだったね……」

「うん……！」

　となりで大おおきな拍はく手しゅを送おくっている崎さき山やまくんが、感かん動どうの声こえをもらした。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい、壁かべを乗のり越こえた気きがする」

「え？」

「県けん大たい会かい後ごから、この曲きょくを吹ふいてるときの伊い吹ぶき先せん輩ぱい、なんとなく悩なやんでるような気きがしてたから」

「そうだったんだ……」

　この前まえの防ぼう音おん室しつで、たしかに『行いき詰づまってた』って先せん輩ぱいが言いっていた。

　先せん輩ぱいは、その壁かべを乗のり越こえたんだ……！

『でも、もう大だい丈じょう夫ぶだ。今日きょう、お前まえに会あえてよかった』

　あのとき、そう言いってくれた先せん輩ぱい。

　少すこしでも先せん輩ぱいの力ちからになれていたら、うれしいな……。

　たくさんの拍はく手しゅをうけながら、先せん輩ぱいが退たい場じょうする。

　ピカピカにみがき上あげられた銀ぎん色いろのトランペットに負まけないくらい、先せん輩ぱいはキラキラ輝かがやいていた。

　先せん輩ぱいの演えん奏そうも、感かん動どうでいっぱいになったホールの空くう気きも、一いっ生しょう忘わすれない。

　大たい切せつな宝たから物ものが、またひとつ増ふえたんだ。
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『これをもちまして、ソロコンテスト全ぜん国こく大たい会かいを終しゅう了りょういたします。お忘わすれ物もののないよう、お気きをつけてお帰かえりください』

　会かい場じょうにアナウンスが流ながれる中なか、私わたしと崎さき山やまくんは控ひかえ室しつに向むかっていた。

　ソロコンテストは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいがみごと優ゆう勝しょう！　先せん輩ぱいは、日に本ほん一いちになった。

　応おう援えんにきていたみんなとよろこんでいたら、崎さき山やまくんにコソッと耳みみ打うちされたんだ。

「今いまから、こっそり伊い吹ぶき先せん輩ぱいと月つき乃のの控ひかえ室しつに行いこうよ」って。

「行いきたいけど、さすがに私わたしが行いったら迷めい惑わくだから、私わたしは行いけないよ」

　そう断ことわったんだけど、さっこと加か代よちゃんにも『行いっておいで』って言いわれて。

　結けっ局きょく、崎さき山やまくんについてきてしまったの。

　崎さき山やまくんは、控ひかえ室しつの前まえで立たち止どまって、スマホを取とり出だした。

「『今いま、控ひかえ室しつの前まえだよ。出でてこられる？』っと」

「柴しば田たさんにメッセージ？」

「うん。今いま出でてくるって。俺おれ、月つき乃のと先さきに帰かえるから、さくらちゃんは伊い吹ぶき先せん輩ぱいに会あっておいでよ」

「えっ!?　崎さき山やまくんは先せん輩ぱいに会あわないの？」

「うん」

　崎さき山やまくんは、あっさりとうなずく。どうしてだろう？

　初はつ詣もうでのお願ねがい事ごとは、私わたしも崎さき山やまくんも同おなじ。

『伊い吹ぶき先せん輩ぱいが、ソロコンテストの全ぜん国こく大たい会かいで優ゆう勝しょうできますように』だった。

　崎さき山やまくんも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに『おめでとうございます』って言いいたいんじゃないのかな……。

「もしかして、崎さき山やまくん……私わたしに気きを使つかってくれてる？」

　だけど、崎さき山やまくんはにっこり笑わらって、

「なんのこと？」

　……なんて言いってる。

　崎さき山やまくんは、私わたしと先せん輩ぱいの、ふたりの時じ間かんを作つくろうとしてくれているんだ……。

　その気き持もちは、すごくうれしい。

　でも、『カノジョ』だからって、ひとりで伊い吹ぶき先せん輩ぱいのところに、ずかずか入はいりこんでしまっても、いいんだろうか。

　メッセージや電でん話わとは、わけが違ちがう。

「私わたしが入はいっていって、迷めい惑わくじゃないかな？」

　心しん配ぱい事ごとをはき出だしたら。

　崎さき山やまくんは、キラキラ王おう子じ様さまスマイルでほほえんで、パチンとウインクをした。

「さくらちゃんだったら、好すきな人ひとに一いち番ばんにおめでとうって言いってほしいでしょ」

「それは……そうだけど」

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいも、同おなじ気き持もちだよ」

　そうだったら、とってもうれしいけど……。伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、どう思おもうんだろう。

　モヤモヤ考かんがえていたら、ふと、先せん輩ぱいの言こと葉ばが頭あたまの中なかに響ひびいた。

『用よう事じがなくてもメッセージを送おくれるの、彼かの女じょの特とっ権けんだろ』

　あのとき、先せん輩ぱいは私わたしの気き持もちを受うけ止とめてくれた。

　そして、つきあうってことは、おたがいが想おもい合あえる、対たい等とうな関かん係けいだってことも教おしえてくれた。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいに嫌きらわれるのが怖こわくて、気きを使つかいすぎるのは、ちょっと違ちがう気きがする。

「そっか……」

「そうだよ！」

　私わたしの背せ中なかを思おもいっきり押おすように、崎さき山やまくんが笑え顔がおでうなずいてくれた。

　なんだか、胸むねのつかえがストンと下おりたような気きがするよ。

　崎さき山やまくんの気き持もちがうれしくて、勇ゆう気きが湧わいてくる。

　そのとき、控ひかえ室しつのドアがゆっくりと開あいた。

「待またせたわね、詩し音おん」

　中なかから出でてきた柴しば田たさんに、崎さき山やまくんが笑え顔がおを向むけた。

「月つき乃の、すごくいい演えん奏そうだったよ！　優ゆう勝しょうおめでとう」

「ありがとう」

　柴しば田たさんが、ほんの少すこしだけほほえみを浮うかべた。

「柴しば田たさん、感かん動どうしたよ！　県けん大たい会かいのときもすばらしかったけど、全ぜん国こく大たい会かいはそれ以い上じょうだった」

「少すこしでも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの役やくに立たてたのならよかったわ。吉よし川かわさんにそう言いってもらえてうれしい」

　ほほえみあってる私わたしと柴しば田たさんの間あいだに、崎さき山やまくんがずいっと入はいってくる。

「じゃ、月つき乃の。いっしょに帰かえろうか」

「え……」

　柴しば田たさんのこんなにおどろいた顔かお、はじめて見みるかも。

　だけど、すぐに状じょう況きょうを理り解かいしたらしく、とってもうれしそうに笑わらった。

「ええ、そうね。帰かえりましょう」

「さくらちゃん、またね。じゃあね～！」

「あ、うん！　また明日あした」

　あっという間まに、ろうかの角かどを曲まがって行いってしまったふたりの背せ中なかを見み送おくる。
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「こうなったら、行いくしかない……！」

　せっかく崎さき山やまくんがくれたチャンスだ。ムダにはできない。

　それに、私わたしも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに一いち番ばんにおめでとうって言いいたい！

「よーし、行いこう！」

　私わたしは深しん呼こ吸きゅうをして、控ひかえ室しつのドアをノックした。
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「はい」

　ノックのあと、すぐに伊い吹ぶき先せん輩ぱいの返へん事じが聞きこえた。

　わっ。先せん輩ぱいの声こえだ。ここに、先せん輩ぱいがいるんだ……。

　緊きん張ちょうで、きゅっと心しん臓ぞうが縮ちぢむ。

「失しつ礼れいします」

　ドアを開あけて、すばやく中なかに入はいった。

「……吉よし川かわ」

　パチッと目めが合あうと、先せん輩ぱいはおどろいた顔かおをした。

　控ひかえ室しつには伊い吹ぶき先せん輩ぱいしかいない。

　最さい初しょに、直ちょく接せつ「おめでとう」を言いうチャンスだ！

「急きゅうにすみません。あの……先せん輩ぱい、優ゆう勝しょうおめでとうございます」

　一いっ瞬しゅんの沈ちん黙もくののち──。

「ありがとう。お前まえに届とどいた？」

「……はい！　届とどきました！　心こころがふるえる、最さい高こうの演えん奏そうでした」

「そうか。よかった」

　そう言いって、すごくうれしそうな顔かおで笑わらってくれた。

　貴き重ちょうな笑え顔がおにズキュンと胸むねを撃うち抜ぬかれる。

　って、撃うち抜ぬかれてる場ば合あいじゃない！

　先せん輩ぱいはおつかれだろうし、新しん聞ぶん部ぶとか、先せん生せいとか、先せん輩ぱいたちとか、ご家か族ぞくとか……控ひかえ室しつにたくさんお客きゃくさんが来くるに違ちがいない。

　急いそいで出でなきゃ！

　私わたしはあわてて頭あたまを下さげた。

「控ひかえ室しつにまで押おしかけちゃってすみません。さすがに迷めい惑わくかと思おもったんですけど、おめでとうございますって言いいたかったんです。それじゃ、失しつ礼れいします！」

　くるっと回まわれ右みぎをしたら。

「迷めい惑わくじゃねーよ」

「え……」

　思おもってもみなかった言こと葉ばに、足あしが止とまる。

「彼かの女じょがおめでとうって言いいに来きてくれて、迷めい惑わくなわけないだろ」

「っ……。先せん輩ぱい……」

　いつものいじわるな表ひょう情じょうに、ほんのちょっとの照てれが交まじっていて、キュンって胸むねがふるえる。

　さっきからキュンの連れん発ぱつで、心しん臓ぞうがもちそうもない。顔かお中じゅうが熱あついよ。

「……よかったです」

　やっとのことでそう言いうと、先せん輩ぱいは優やさしく目めを細ほそめてほほえんだ。

「顔かお、真まっ赤か」

　ゆっくりと近ちかづいてきた先せん輩ぱいが、私わたしの顔かおをのぞきこんだ。

「!!」

　突とつ然ぜんのことにおどろいて、とっさに両りょう手てで顔かおをかくしちゃった。

　顔かおが……顔かおが近ちかいよ！

　先せん輩ぱいのかっこよすぎるお顔かおが、こんな近ちかくに……！

　ドキドキしすぎて、もっと真まっ赤かになってしまいそう。

「もう。からかわないでくださいよ」

「だってお前まえ、いちいち反はん応のうがおもしろいから」

「うっ。ひどいです」

　顔かおをかくしたまま、ちょっとふくれると、先せん輩ぱいの大おおきな手てが私わたしの頭あたまをなでた。

「今日きょうまで、あまりかまってやれなくて悪わるかったな」

「え……」

　とっても優やさしい声こえ。

　それにつられるように、指ゆびのすきまからちらりと先せん輩ぱいを見みる。

　先せん輩ぱいは、私わたしをまっすぐに見みつめてくれていた。

「明日あしたの卒そつ業ぎょう式しきが終おわれば、少すこし時じ間かんができるから」

「……っ」

　それって……もしかして。

　先せん輩ぱいと、ふたりで、いっしょにいられるってこと……？

「うれしいです」

　顔かお、真まっ赤かだけど、もうかくしておけない。

　顔かおを覆おおっていた両りょう手てをおろして、笑え顔がおを向むけた。

「明日あした、あんま泣なくなよ。卒そつ業ぎょうしても、会あえるんだから」




　──卒そつ業ぎょうしても、会あえる。




　それは、私わたしにとって、今いま一いち番ばんうれしい言こと葉ば。

　先せん輩ぱいが中ちゅう学がくからいなくなって、高こう校こうに行いってしまっても、それは終おわりじゃない。

　先せん輩ぱいと、ふたりで過すごせる日ひが、続つづいていくっていうことだ。

　いろんな感かん情じょうがいっきに押おしよせてきて、あふれてしまいそうだ。

　きゅっとくちびるを結むすんで、先せん輩ぱいを見み上あげた。

「……もう泣なきそうです」

「なんでだよ」

　あははって笑わらってる先せん輩ぱいが好すきすぎて、胸むねが痛いたいくらい。

　いつも思おもうけど、伊い吹ぶき先せん輩ぱいは私わたしをキュンとさせる天てん才さいだ。

「卒そつ業ぎょう式しきの演えん奏そう、先せん輩ぱいに向むけて、心こころをこめて吹ふきます」

「楽たのしみにしてる」

　卒そつ業ぎょう式しきの入にゅう退たい場じょうの曲きょくは、毎まい年とし、吹すい奏そう楽がく部ぶが演えん奏そうしてる。

　３年ねん生せいがいない、初はじめての演えん奏そうなんだ。

　明日あしたは、誇ほこってもらえるような演えん奏そうで、先せん輩ぱいたちを送おくりたい。

「じゃあ、失しつ礼れいします」

「ああ。気きをつけて帰かえれよ」

　本ほん当とうは、先せん輩ぱいといっしょに帰かえりたいけれど。

　県けん大たい会かいのとき、伊い吹ぶき先せん輩ぱいがホールから出でてくるのを待まってるファンが大おお勢ぜいいた。

　地ち区く大たい会かいのときもそうだったみたいだから、今日きょうもたくさんのファンが待まってるよね。

　さっこと加か代よちゃんが、きっとまだ近ちかくにいると思おもうから、追おいかけよう。

　さみしくなんかない。卒そつ業ぎょうしても、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに会あえるから。

　それに、ちらっと見みえたんだ。

　先せん輩ぱいのトランペットの横よこに、私わたしが誕たん生じょう日びにプレゼントしたクロスが……。

「先せん輩ぱい」

「ん？」

「演えん奏そう、すばらしかったです。私わたしだけじゃなくて、会かい場じょう中じゅうが感かん動どうでひとつになってました」

「そうか……。よかった」

「本ほん当とうにおめでとうございます」

「ありがとな」

　またひとつ、伊い吹ぶき先せん輩ぱいとの思おもい出でができた。

　先せん輩ぱいの笑え顔がおを目めに焼やきつけて、控ひかえ室しつをあとにした。
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　──３月がつ11日にち。

　今日きょう、ついに伊い吹ぶき先せん輩ぱいが黒くろ羽ばね中ちゅうを卒そつ業ぎょうする。




　紅こう白はくの幕まくがかけられた体たい育いく館かんには、卒そつ業ぎょう生せいと先せん生せい、そして保ほ護ご者しゃ用ようのイスがたくさんならんでいる。

　私わたしたち吹すい奏そう楽がく部ぶの１、２年ねん生せいは、楽がっ器きを持もって体たい育いく館かんに待たい機きしていた。

　在ざい校こう生せいはふつう、卒そつ業ぎょう式しきに出しゅっ席せきできないけれど、吹すい奏そう楽がく部ぶだけは別べつ。

　卒そつ業ぎょう生せいの入にゅう退たい場じょうの曲きょくを演えん奏そうするために、会かい場じょうにいられるんだ。

　保ほ護ご者しゃ席せきが埋うまったころ、体たい育いく館かんの入いり口ぐちから、かすかなざわめきが聞きこえてきた。

　卒そつ業ぎょう生せいたちが、到とう着ちゃくしたみたい。

「そろそろ入にゅう場じょうです。準じゅん備びをしてください」

　新にっ田た先せん輩ぱいが小ちいさな声こえで告つげると、指し揮き棒ぼうを持もった北きた田だ先せん生せいが指し揮き台だいに立たつ。

　それを合あい図ずに、私わたしたちは静しずかに楽がっ器きを構かまえた。

「卒そつ業ぎょう生せい、入にゅう場じょう」

　アナウンスと同どう時じに、北きた田だ先せん生せいが指し揮き棒ぼうを振ふる。

　スッと短みじかく息いきを吸すい、私わたしたちは演えん奏そうを始はじめた。

　入にゅう場じょう曲きょくは、ヤン・ヴァン・デル・ロースト作さっ曲きょくの『アルセナール』。

　入にゅう学がくしてすぐのころ、吹すい奏そう楽がく部ぶの部ぶ活かつ見けん学がくのときに、２、３年ねん生せいが演えん奏そうしてくれた思おもい出での曲きょく。

　大だい好すきなこの曲きょくで、卒そつ業ぎょう式しきをいろどるんだ。

　１組くみから順じゅんに、卒そつ業ぎょう生せいが入にゅう場じょうしてくる。

　吹すい奏そう楽がく部ぶの先せん輩ぱいたちを見みつけるたび、胸むねがふるえた。

　３年ねん生せいがいない演えん奏そう。１、２年ねん生せいだけの『アルセナール』。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいのハイトーンは、聞きこえない。

　だけど、崎さき山やまくんのサックスがみんなの気き持もちを支ささえてくれる。

　３年ねん生せいに、そして伊い吹ぶき先せん輩ぱいに届とどきますように。

　卒そつ業ぎょうする先せん輩ぱいたちに安あん心しんしてもらえるよう、みんなで心こころをこめて吹ふき続つづけた。

「５組くみ、入にゅう場じょう」

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいのクラスだ。

　胸むねに花はなをつけた伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、まっすぐ前まえを見みて、堂どう々どうと入にゅう場じょうする。

　かっこいいな……。

『大だい好すき』があふれて、胸むねがいっぱいになる。

　でも、泣ないちゃダメだよ。笑え顔がおで吹ふき切きろう。




　式しきはどんどん進すすんで、卒そつ業ぎょう証しょう書しょ授じゅ与よが始はじまった。

　名な前まえを呼よばれた卒そつ業ぎょう生せいが、ひとりひとり、ステージに上あがって卒そつ業ぎょう証しょう書しょを受うけ取とっていく。

　３年ねん４組くみの授じゅ与よが終おわって、次つぎは５組くみ。伊い吹ぶき先せん輩ぱいの名な前まえが呼よばれるのは、もうすぐだ。

　その瞬しゅん間かんを聞きき逃のがさないよう、フルートをぎゅっとにぎりしめてステージを見みつめた。

「伊い吹ぶき楓かえで」

「はい」

　大だい好すきな先せん輩ぱいの声こえが、体たい育いく館かんに響ひびく。

　ステージに上あがった先せん輩ぱいが、校こう長ちょう先せん生せいから卒そつ業ぎょう証しょう書しょを受うけ取とると、ひときわ大おおきな拍はく手しゅが響ひびいた。

　ふと、優やさしい眼まな差ざしで拍はく手しゅをしている鈴すず木き先せん生せいが見みえた。

　先せん生せいは、小しょう学がっ校こうから中ちゅう学がっ校こうにかけて、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに起おこったいろいろなことを知しっている。

　先せん生せいの心こころからの『卒そつ業ぎょうおめでとう』が伝つたわってくるよ。

　涙なみだをこらえながら、私わたしも、心こころからの大おおきな拍はく手しゅを送おくった。

「卒そつ業ぎょう生せい答とう辞じ、高たか田だ陽はる斗と」

「はい」

　在ざい校こう生せい送そう辞じが終おわると、高たか田だ先せん輩ぱいが壇だん上じょうに上あがった。

　卒そつ業ぎょう生せい答とう辞じは高たか田だ先せん輩ぱいがするみたい。

　高たか田だ先せん輩ぱいの答とう辞じはさすがで、とってもかっこよかった。

　さっこ、感かん動どうしてるだろうな。私わたしまで胸むねが熱あつくなるよ。

　ついに閉へい会かいの言こと葉ばが終おわると、ふたたび北きた田だ先せん生せいが指し揮き台だいに立たった。

　退たい場じょうの曲きょくは、エドワード・エルガー作さっ曲きょくの行こう進しん曲きょく、『威い風ふう堂どう々どう』第だい１番ばん。

　はなやかで、とってもかっこいい曲きょくなんだ。

「卒そつ業ぎょう生せい、退たい場じょう」

『威い風ふう堂どう々どう』の演えん奏そう中ちゅう、退たい場じょうする伊い吹ぶき先せん輩ぱいと目めが合あった。

「……っ」

　どうしよう。しっかり吹ふかなきゃいけないのに、涙なみだで楽がく譜ふがぼやけるよ。

　泣なかないって決きめていたのに、くちびるがふるえてしまう。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱい、本ほん当とうに卒そつ業ぎょうしちゃうんだな……。

　もう、部ぶ活かつだけじゃなくて、中ちゅう等とう部ぶでも会あえなくなっちゃうんだ。

　でも、さみしくなんかない。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいとは、また会あえるから。

　さよならなんかじゃない。

　わかっているのに、涙なみだがあふれてしまう。

　泣なかないなんて無む理りだよ。

　いろんな思おもい出でが次つぎ々つぎと浮うかぶから。

　どの思おもい出でも、私わたしの宝たから物もの。

　どの伊い吹ぶき先せん輩ぱいも、たまらなく大だい好すきで、尊そん敬けいしてる。

　今いまこの瞬しゅん間かんも、心こころの宝たから箱ばこにしまっておこう。




　──先せん輩ぱい、大だい好すきです。




　卒そつ業ぎょうしても、ずっといっしょにいられますように。

　想おもいをこめて、最さい後ごの音おとを吹ふき切きった。

[image: ]







[image: ]

　卒そつ業ぎょう式しきが終おわり、楽がっ器きを片かたづけたら、今日きょうは解かい散さん。

　みんなが帰かえった静しずかな音おん楽がく室しつで、私わたしはひとり、窓まどから外そとを眺ながめていた。

「校こう門もんの前まえ、すごいことになってるね」

　突とつ然ぜん後うしろから声こえをかけられて、はじかれたように振ふり向むく。

「崎さき山やまくん……」

「さすが伊い吹ぶき先せん輩ぱいだね」

　そう言いいながら私わたしの横よこに立たつと、崎さき山やまくんは窓まど枠わくにほおづえをついて外そとを眺ながめた。

　校こう門もんの前まえは、すごい人ひとだかりになってる。

　その中ちゅう心しんは、もちろん伊い吹ぶき先せん輩ぱい。

「そうだね……」

　すごすぎて、あははって苦にが笑わらいしてしまうよ。

「卒そつ業ぎょう式しきくらい、いっしょに帰かえりたいってお願ねがいすればよかったのに」

「うーん……まぁね」

　いっしょに帰かえれたらいいなとは思おもってたけど、ちょっと言いえる気きがしなかった。

「せめて、卒そつ業ぎょうおめでとうございますって、直ちょく接せつ言いえたらいいなって思おもってたんだけどね」

「俺おれも同おなじ。それすらむずかしそうだよね。この状じょう況きょうじゃ」

「きっと無む理りだよね」

「「はぁ……」」

　ため息いきが重かさなって、思おもわずぷっとふき出だしてしまった。

「あ～あ。ここから見みてるしかできないなんて」

「切せつないよね」

　なんて言いってるけど、私わたしも崎さき山やまくんも、もう笑え顔がおだ。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいに押おしかける人ひとを見みて、あきらめがついたっていうのもあるけれど。

　私わたしと先せん輩ぱいがカレカノになっても、変かわらない崎さき山やまくんがうれしくて。

「じゃ、俺おれは帰かえるよ」

「うん。私わたしはもう少すこしだけいるから、鍵かぎかけて帰かえるよ」

「わかった。お願ねがいね」

　音おん楽がく室しつを出でていく後うしろ姿すがたを見み送おくって、また外そとを眺ながめる。

　あれ？　伊い吹ぶき先せん輩ぱい、もういない。

　校こう門もんのまわりには、まだ女じょ子しが何なん人にんかいるけれど、先せん輩ぱいは無ぶ事じに帰かえれたみたい。

「よかった」

　ホッと胸むねをなでおろす。

　家いえに帰かえったら、『卒そつ業ぎょうおめでとうございます』って、思おもい切きって電でん話わしてみようかな。

　そんなことを考かんがえながら、カバンを持もって、音おん楽がく室しつを出でた。

　楽がっ器き庫こと音おん楽がく準じゅん備び室しつに鍵かぎをかけていると、いろんな思おもい出でがよみがえってきた。




　入にゅう部ぶしてすぐのころ、クラスに居い場ば所しょがなくて、お昼ひる休やすみに駆かけこんだ音おん楽がく室しつ。

『……なに？』

　準じゅん備び室しつから出でてきた伊い吹ぶき先せん輩ぱいに、不ふ機き嫌げんそうな顔かおでにらまれた。

　でも、楽がっ器き庫こで練れん習しゅうすることを許ゆるしてくれて、私わたしに居い場ば所しょをくれたんだ。




　楽がっ器き庫こで偶ぐう然ぜん聞きいてしまった、私わたしの悪わる口くち。

『くだらねぇこと言いってんじゃねぇよ』

　そう言いって、助たすけてもらったこともあった。

　それがきっかけで、もっと真しん剣けんにフルートをがんばろうって、スイッチが入はいった。




『そこのフルート、ちょっと来こい』

　そんなふうに、先せん輩ぱいには何なん度ども呼よび出だされた。

　恐きょう怖ふの呼よび出だしだと思おもったら……。

『今いままで、ひとりでよくがんばったな』

　そんな、あたたかいはげましだった。




『自じ分ぶんの本ほん当とうの気き持もちなんて、見みて見みぬふりをするほうが、よっぽど楽らくだった……』

　先せん輩ぱいの心こころにふれた、あの日ひ。

　先せん輩ぱいは、過か去この傷きずを乗のり越こえて、トランペットを選えらんで、今いまがある──……。




　卒そつ業ぎょう式しきで演えん奏そうしながら、いろんな思おもい出でがかけめぐっていったのに。

　音おん楽がく室しつにも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいとの思おもい出でがありすぎるよ。

　先せん輩ぱいの卒そつ業ぎょうはさみしいけれど、きっと大だい丈じょう夫ぶ。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいとの思おもい出でが、ちゃんと私わたしの心こころの中なかにある。

　たくさんの思おもい出でが、学がっ校こう中じゅうにちゃんと残のこってるから。




「さて、帰かえろう」

　職しょく員いん室しつに鍵かぎを返かえして、昇しょう降こう口ぐちに向むかう。




　ピコン！




　メッセージの着ちゃく信しん音おんが鳴なった。

　崎さき山やまくんかな？

　ポケットからスマホを出だして、画が面めんを見みる。

「えっ!?」

　思おもわず大おおきな声こえがでてしまった。

　だって……。伊い吹ぶき先せん輩ぱいからのメッセージだったから。


『この前まえの公こう園えんで待まってる』

『噴ふん水すい横よこの、白しろいベンチのところ』



　先せん輩ぱいが、公こう園えんで私わたしを待まってる……。

　信しんじられなくて、メッセージを何なん度ども見みてしまう。

「これって、待まち合あわせ……？」

　しかも、「おめでとうございます」って、直ちょく接せつ言いえる！

　うれしすぎるよ！

『今いますぐ行いきます！』

　急いそいで返へん事じを送おくって、私わたしは学がっ校こうを飛とび出だした。




　昇しょう降こう口ぐちを飛とび出だして、走はしって走はしって、公こう園えんに向むかった。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいが、『好すきだ』って告こく白はくしてくれた、あの公こう園えん。

　そんな特とく別べつな場ば所しょで待まち合あわせができることが、さらにうれしい。

「あともうちょっと」

　噴ふん水すい横よこの白しろいベンチは、公こう園えんの一いち番ばん奥おく。

　色いろとりどりの花はなが咲さいている花か壇だんの間あいだを、まっすぐに突つっ切きって、白しろいベンチを目め指ざす。

　ようやく噴ふん水すいと白しろいベンチが見みえてきた。

　そこには、ちゃんと伊い吹ぶき先せん輩ぱいが待まってくれていた。

「先せん輩ぱい……！」

　手てを振ふると、私わたしに気きづいてくれたみたい。先せん輩ぱいも手てを振ふり返かえしてくれた。

　あと少すこしで先せん輩ぱいに会あえる……！

　そう思おもったとき。




「楓かえで～～～!!　やっとみつけたよ～～！」




　急きゅうに、人ひと影かげが飛とびこんできた。

　だ、誰だれ!?

　一ひと足あし先さきに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに駆かけよったその人ひとは──カレンだった。

　どうして……!?

　先せん輩ぱいも、おどろいた顔かおをしている。

　わけがわからなくて、どうしていいかわからないまま、私わたしは植うえこみにかくれた。
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　カレンは私わたしに気きづいていないみたい。

　それに、先せん輩ぱいは、カレンを見みてびっくりした顔かおをしていた。

　先せん輩ぱいも、この事じ態たいは予よ想そう外がいだったってことだ。

　あわてて植うえこみにかくれちゃったけど……。

　どうしよう!?　とんでもなく気きまずいよ！

「楓かえで、卒そつ業ぎょうおめでとう！　夏なつにはアメリカだね。日に本ほんも楽たのしかったけど、楓かえでといっしょにアメリカに帰かえれるの、すっごく楽たのしみだよ！」

　カレンは目めを輝かがやかせた。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいが、アメリカに……？

　留りゅう学がくはしないって、黒くろ羽ばね高こう校こうに進しん学がくするって、言いっていたはずなのに。

　どういうことなんだろう。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱい、やっぱりアメリカに行いくことになったの？

　カレンといっしょに……？

　でも、それなら先せん輩ぱいはきっと、私わたしに言いってくれるはずだよ。

　頭あたまの中なかに大たい量りょうの「？」が飛とび交かっていて、大だい混こん乱らんだ。

「カレン」

　低ひくくて、静しずかな声こえが聞きこえてきて、我われに返かえる。

　先せん輩ぱいとカレンの会かい話わ、こっそり聞きいたりしたら、ダメだよね。

　どうすればいいんだろう。

　この植うえこみから出でたら、バレバレだ。

　でも、ずっとここにいて、ふたりの会かい話わを聞きいてしまうのは絶ぜっ対たいダメだ。

「よし、そーっと移い動どうしよう」

　しゃがんだまま、少すこしずつ噴ふん水すいから距きょ離りを取とる。

　とにかく、ここから離はなれなくちゃ。

「これから、カレンに大だい事じな話はなしをするから、聞きいてくれ」

「えっ。楓かえでから私わたしに、大だい事じな話はなし!?　うん！　聞きくよ！」

　先せん輩ぱいは私わたしがここにいるってわかっていて、話はなしをするみたい。

　先せん輩ぱいはカレンに、何なにを伝つたえようとしてるんだろう……。

　私わたし、いったいどうしたらいいの？

　植うえこみから顔かおだけ出だして、ちらりと先せん輩ぱいを見みる。

　すると、先せん輩ぱいは、私わたしを見みて小ちいさくうなずいたんだ。

『大だい丈じょう夫ぶだ』

　そう言いってくれるときの目めだった。

　ここにいろ、ってこと……？

　それなら……。私わたしは覚かく悟ごを決きめてうなずき返かえすと、その場ばにしゃがんだ。

　私わたしが先せん輩ぱいの考かんがえていることを理り解かいしたってことが、伝つたわったみたい。

　先せん輩ぱいはまた軽かるくうなずいて、真しん剣けんな表ひょう情じょうで、カレンに向むき直なおった。

「冬ふゆ合がっ宿しゅくの前まえにも伝つたえたんだけど、もう一いち度ど言いう」

「うん！」

　先せん輩ぱいは、カレンをまっすぐに見みて、話はなし始はじめた。

「俺おれは、アメリカには行いかない」

「えっ!?　あれ、本ほん気きだったの!?」

　カレンの叫さけびが響ひびく。

「あと、カレンに謝あやまらなきゃいけないことがある。幼よう稚ち園えんのときの約やく束そく、覚おぼえてなくてごめん」

「……そっか。別べつにいいよ、フィアンセじゃなくても。恋こい人びとでいいんだよ」

　カレンの声こえは、聞きいたことがないぐらい、どこか必ひっ死しだ。

　そんなカレンの言こと葉ばを受うけ止とめて、先せん輩ぱいは、静しずかな声こえで言いった。

「好すきな人ひとがいる」

「……うそ……」

　ここからは、カレンの顔かおは見みえない。

　だけど、立たっていられないぐらいの動どう揺ようが、背せ中なかから伝つたわってきた。

「だって、去きょ年ねんも一昨年おととしも、ずっとずっと、彼かの女じょも好すきな人ひともいないって言いってたのに！　楓かえでが日に本ほんでモテモテだって聞きいたから、毎まい日にち心しん配ぱいで……だから、日に本ほんに来くることにして、やっとやっと会あえたのに……。そんなのひどいよ！」

　ズルズルとへたりこんだカレンは、泣ないてるみたい。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいはしゃがんで、カレンに視し線せんを合あわせた。

「カレンはずっと、大だい事じな幼おさななじみだ」

「幼おさななじみじゃ、イヤだよ」

　ぐすぐずと泣なく声こえが聞きこえる。

　まっすぐカレンを見みつめた先せん輩ぱいは、静しずかにはっきりと、告つげた。

「ごめん」

「……」

　すわったままのカレンは、だまりこんだ。

　誰だれも、何なにも言いえない。

　春はるの風かぜが公こう園えんの木きをゆらす音おとだけが聞きこえる。

「……」

　どのくらいそうしていただろう。

　ずっとうつむいていたカレンが、ぐっと顔かおを上あげた。

「……もういいよ。私わたし、楓かえでを卒そつ業ぎょうする」

　ごしごしと涙なみだをふきながら、ポツリとそう言いった。

　そして、いきおいよく立たち上あがる。

「私わたし、楓かえでのこと、ずっとずっと大だい好すきだった！」
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「ああ」

「しばらく忘わすれられないよ」

「ああ」

「……」

　まただまりこんだカレンを、伊い吹ぶき先せん輩ぱいはまっすぐに見みつめる。

「だから、楓かえでは、好すきな人ひととラブラブになってよね！　絶ぜっ対たいだからね！」

「ああ、約やく束そくする」

　先せん輩ぱいがうなずくと、カレンは走はしり出だした。

　一いち度ども振ふり向むかず、来きた道みちを駆かけていった──……。
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「……」

　植うえこみのかげで、一いち部ぶ始し終じゅうを聞きいてしまった。

　気きまずくて、しゃがみこんだままうつむくことしかできない。

　目めの前まえで起おこった出で来き事ごとが衝しょう撃げき的てきすぎて、私わたしの頭あたまは真まっ白しろになっていた。

　カレンは本ほん当とうにすてきな子こだ。

　まっすぐで、すなおで、自じ分ぶんに自じ信しんがあって……。

　私わたしなんかよりもずっと前まえから、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのことを知しっている。

　そして、すごくすごくあこがれている友ともだち。

　でも、──私わたしも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが好すき。




　ジャリ　ジャリ　ジャリ




　ゆっくりと近ちかづいてくる足あし音おとが聞きこえる。

　我われに返かえって、顔かおを上あげたら。

「ていうか、俺おれになんか言いうことないの？」

　私わたしの気きまずさを吹ふき飛とばすように、先せん輩ぱいはいじわるな笑え顔がおで私わたしを見みつめていた。

　あ！　そうだった！

　ガバッと立たち上あがって、その言こと葉ばを口くちにする。

「先せん輩ぱい、卒そつ業ぎょうおめでとうございます」

　想おもいをこめて伝つたえると、先せん輩ぱいはふっと優やさしく笑わらってくれた。

「ありがとう」

　その笑え顔がおを見みただけで、気きまずくて切せつない、ごちゃまぜの気き持もちがすべて吹ふき飛とんで、「大だい好すき」だけが残のこった。

　先せん輩ぱいは、空そらをあおいだ。

「黒くろ羽ばね中ちゅうに来きてよかった」

　その言こと葉ばが、どんな意い味みを持もつのか、私わたしはわかる。

　目め指ざしていた道みちに行いけなかったとしても、目めを背そむけなければちゃんと目めの前まえには道みちがあって、どこかにつながってる。

　その道みちが『当あたり』か『ハズレ』か、『成せい功こう』か『失しっ敗ぱい』かは誰だれかが決きめるのではなくて、自じ分ぶんで決きめることができる。

　先せん輩ぱいは、挫ざ折せつと絶ぜつ望ぼうの先さきで行いきついたこの道みちを、『これでよかった』って思おもってるんだ。

　先せん輩ぱいの言こと葉ばが胸むねいっぱいに広ひろがって、心こころの奥おくから感かん情じょうがあふれてきた。

「私わたしもです」

　どうしても行いきたかった泉いずみ中ちゅうの入にゅう試しに落おちて、絶ぜつ望ぼうからたどり着ついたこの道みちは、決けっして『失しっ敗ぱい』じゃなかった。

　だって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのとなりで見みる景け色しきは、おどろくほどキラキラ輝かがやいている。

「お前まえに会あえてよかった」

　まっすぐに注そそがれるまなざしに、ドキドキが加か速そくしていく。

　先せん輩ぱいの言こと葉ばがうれしすぎて、ほおがゆるんでしまうよ。

「私わたしも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに会あえてよかったです」

　先せん輩ぱいがいつも、私わたしのどんな気き持もちにもよりそって、手てを差さしのべてくれたから。

　だから、私わたしはここまで来こられたんだ。

　すなおな気き持もちを伝つたえると、先せん輩ぱいは満まん足ぞくそうに笑わらった。

「最さい初しょに会あったときのこと、覚おぼえてる？」

　最さい初しょ……。部ぶ活かつ見けん学がくのとき、『アルセナール』を聞きいて。

　先せん輩ぱいのトランペットがかっこよくて、興きょう味みなんてなかったはずなのに、心こころを動うごかされたんだ。

　あとは、その前まえに……。たしか……。

「ああっ!!」

　思おもい出だしてしまった……。

　悲ひ鳴めいを上あげた私わたしを見みて、先せん輩ぱいはにやりと笑わらった。

「忘わすれたとは言いわせねーよ。お前まえ、俺おれに『変へん人じん』って言いったよな」

「ぐっ」

　言いった……、たしかに言いってしまった！

　鼻はなで息いきを吸すいながら楽がっ器きをずっと吹ふき続つづけられる、循じゅん環かん呼こ吸きゅうができるって、さっこと加か代よちゃんから聞きいて、つい……。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいのことをまったく知しらなかったとはいえ、私わたし、なんて恐おそろしいことを……！

　しかも、ちゃんと謝あやまってなかった！

　あわあわしながら、深ふか々ぶかと頭あたまを下さげる。

「そ、その節せつは、大たい変へん失しつ礼れいしました」

　どうやら、まだ勘かん弁べんしてくれないみたい。先せん輩ぱいは口くちの端はしを上あげた。

「俺おれにそんなこと言いうやつ、お前まえくらいだし。度ど胸きょうあるなーって思おもってたら、泣なきながら弁べん当とう持もって突つっ立たってるし。変へんなやつって思おもってた」

「あ、あはは……。ですよね……。変へんなやつに変へん人じんって言いわれなくないですよね」

　苦にが笑わらいしかでないよ……。

「あのときのお前まえ、相そう当とう投なげやりだったよな」

「うっ。……それは私わたしの黒くろ歴れき史しです……！」

「まぁ、それもいい思おもい出でだな」

「……そう言いわれれば、そうかも、です」

　たしかにそうだ。ぜんぶひっくるめて、いい思おもい出でかもしれない。

　この先さきも、私わたしの黒くろ歴れき史しで先せん輩ぱいにいじられそうな予よ感かんしかしないですけど。

　そう思おもったら楽たのしくなってきて、先せん輩ぱいと声こえを上あげて笑わらってしまった。

　あのときの私わたしは、本ほん当とうに投なげやりだった。人じん生せい終おわったって思おもってた。

　でも、そんな１年ねん前まえの自じ分ぶんに伝つたえたい。

『大だい丈じょう夫ぶだよ』って。

　あのまままっすぐ、歩あるいてきて、本ほん当とうによかった。

　つまずいて、傷きずつくこともあったけど、こんなすてきな未み来らいが待まっていた。

　この先さきも、ずっとずっと、この道みちの先さきへ、続つづいていったらいいな。

　そんなことを考かんがえていたら、先せん輩ぱいはふっと目め元もとをゆるめて、私わたしの頭あたまをポンポンした。

「今日きょうで中ちゅう等とう部ぶは卒そつ業ぎょうするけど、高こう等とう部ぶで待まってる。お前まえはあと２年ねん、中ちゅう等とう部ぶで思おもいっきり楽たのしめよ」

「はい！」

　先せん輩ぱいが、急きゅうにそんな優やさしいことを言いうから。

　心こころに沁しみて、ぽろぽろと涙なみだがこぼれ落おちる。

　ほおを濡ぬらす涙なみだを、先せん輩ぱいの手てが優やさしくぬぐってくれた。

「なんかあったら、俺おれにすぐ言いえよ。ちゃんと守まもるから」

「……っ」

「お前まえ自じ身しんも、本ほん当とうに強つよくなったからな。……きっと、俺おれたちなら、何なにがあっても大だい丈じょう夫ぶだから」

「……はい！」

　困こまったな。先せん輩ぱいを知しれば知しるほど、どんどん「好すき」が大おおきくなっていく。

　どうしようもなく先せん輩ぱいが好すきで、涙なみだが止とまらないよ。

　来らい年ねんも、再さ来らい年ねんも、その先さきもずっと……。

　先せん輩ぱいのとなりで笑わらっていたいって思おもうんだ。

「先せん輩ぱい……」

「ん？」




「大だい好すきです」




　想おもいがあふれすぎて、心こころの声こえがこぼれた。

　自じ分ぶんで言いったくせに、顔かお中じゅうが熱あつくなる。

　先せん輩ぱいはいじわるに笑わらった。




「知しってる」




　もう。その顔かお、反はん則そくすぎます。

　それなのに……。

「じゃ、行いくか」

　そう言いって、先せん輩ぱいは、ぎゅっと私わたしと手てをつないだんだ。

　わっ。わわわわっ。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいと、手てをつないでる……！
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　大おおきな手てからぬくもりが伝つたわってきて、私わたしの胸むねをキュンとふるわせる。

　これって、正しょう真しん正しょう銘めい、「カレカノ」だから……だよね？

　うれしくて、ドキドキしすぎて、倒たおれちゃいそう。

　そんな私わたしの心こころの中なかも、必ひっ死しにかくしてる真まっ赤かな顔かおも、先せん輩ぱいにはバレバレなのかもしれない。

　私わたしをちらっと見みて、先せん輩ぱいは口くちの端はしをきゅっと上あげる。

　先せん輩ぱいには、かなわないよ。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの大おおきくて頼たのもしい手てに引ひかれて、ゆっくりと公こう園えんを歩あるき出だした。
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　伊い吹ぶき先せん輩ぱいといっしょに、公こう園えんを歩あるいていく。

　見み上あげた桜さくらの木きには、ふくらんだつぼみがたくさん。

　つぼみの先さきには、ピンク色いろの花はなびらが少すこし見みえていて、あとちょっとで桜さくらが咲さきそう。

　桜さくらが咲さくころに、また先せん輩ぱいとここに来こられたらいいな。

　しっかりとつながれた手てに、いっそう心こころが浮うき立たつ。

　だけど──……。浮うかれていて大だい丈じょう夫ぶなのかな。

　学がっ校こうの人ひとに見みられたらどうしようって心しん配ぱいが、ムクムクと広ひろがっていく。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいと手てをつないで公こう園えんを歩あるくなんて、信しんじられないくらいうれしいけれど、ちょっぴりヒヤヒヤしちゃうよ。

　まさにそのとき。

「あれ!?」

　後うしろから聞きこえた声こえに、ギクッとして肩かたが跳はねた。

　この声こえは……。聞きき覚おぼえがある……。

　おそるおそる振ふり返かえると──……。

「伊い吹ぶき？　吉よし川かわさん？」

　私わたしと先せん輩ぱいを交こう互ごに見みて、目めをぱちくりさせている高たか田だ先せん輩ぱい！

　だけじゃない。

　高たか田だ先せん輩ぱいと仲なかよく手てをつないでいる、さっこだった！

「!!」

「!!」

　私わたしとさっこは、うぐっと声こえをつまらせる。

　もしかしてこの公こう園えん、さっこと高たか田だ先せん輩ぱいの『いつもの場ば所しょ』だった!?

「ええっと……」

　高たか田だ先せん輩ぱいは困こまったように笑わらってる。

　私わたしと伊い吹ぶき先せん輩ぱいは手てをつないでいて、さっこと高たか田だ先せん輩ぱいも手てをつないでいる。

　あれっ!?

　さっこと高たか田だ先せん輩ぱい、つきあってないって言いってたけど……。

　そう思おもったとたん、さっこがぱっと、高たか田だ先せん輩ぱいの手てを離はなした。

「……！」

　やっぱりこれ、超ちょうマズいところを見みられちゃったってことだよね!?

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、私わたしとつきあってるってことを、高たか田だ先せん輩ぱいに知しられたくないかもしれない。

　それなら……。

　なごりおしいけれど、私わたしも伊い吹ぶき先せん輩ぱいの手てを離はなした。

　──つもりだったけれど。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、しっかり私わたしの手てをにぎっている。

　先せん輩ぱい、バレちゃってもいいんですか!?

　ちらりと伊い吹ぶき先せん輩ぱいをのぞき見みた、次つぎの瞬しゅん間かん。




「俺おれたち、つきあってる」




　伊い吹ぶき先せん輩ぱいが、カレカノ宣せん言げんをした……！

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい……」

　すごくうれしくて、またしても顔かおが熱あつくなってしまう。

　すると、高たか田だ先せん輩ぱいが、さっこと手てをつないだ。




「僕ぼくたちもだよ。ね、さえちゃん」




「!!」

　高たか田だ先せん輩ぱいは、ちょっぴり顔かおを赤あかくして、優やさしい笑え顔がおで言いった。

　照てれてる高たか田だ先せん輩ぱい、初はじめて見みるよ！

　さっこは真まっ赤かな顔かおで、目めをうるませながら。

「うん！　はるくん！」

　そう言いって、高たか田だ先せん輩ぱいにとびきりの笑え顔がおを向むけたんだ。
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　わ～！　さっこ、よかったね！

　もしかして、初はじめてカレカノ宣せん言げんされたのかな？

　なんだかきゅんきゅんしちゃうよ！

「でもまぁ、おたがい、学がっ校こうでは秘ひ密みつにしておいたほうがよさそうだね」

「そうだな」

　高たか田だ先せん輩ぱいの言こと葉ばに、私わたしたちはそろってうなずいた。
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　さっこと高たか田だ先せん輩ぱいカップルと別わかれて、私わたしたちは駅えきに向むかって歩あるいていた。

　突とつ然ぜんのカレカノ宣せん言げん、うれしかったな。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱい、かっこよかった……。

　思おもい出だして、口くち元もとがゆるんでしまうよ。

　さっこたちはこれからデートなのかな。

　いいなぁ。私わたしたちは、今日きょうはこれで解かい散さん。

　次つぎはいつ、先せん輩ぱいに会あえるんだろう。

　全ぜん国こく大たい会かいで優ゆう勝しょうしてから、あちこちの楽がく団だんや芸げい能のう事じ務む所しょからのスカウトが来きてるらしい……。

　全ぜん部ぶことわってるみたいだけど、先せん輩ぱいはいろいろ忙いそがしそう。

　モヤモヤと考かんがえながら歩あるいていたら、遠とおくに駅えきが見みえてきちゃった。

　あぁ。せっかくの貴き重ちょうな時じ間かんだったのに。

　先せん輩ぱいと、もっとおしゃべりすればよかった。

「もったいないことしちゃったな……」

「え？」

　うわ！　心こころの声こえがもれてしまった。

「いえ！　なんでもないです！　ひとり言ごとです！」

「あっそ」

　私わたしはどんどん先せん輩ぱいのかっこよさやすてきなところを知しっていってるのに、先せん輩ぱいは逆ぎゃくに、私わたしのこと、どんどん変へんな人ひとだと思おもってたらどうしよう。

「吉よし川かわ」

「は、はい！」

　突とつ然ぜん呼よばれて、顔かおを上あげる。

「明日あした、空あいてる？」

「えっ」

　明日あしたの、私わたしの予よ定ていを聞きかれてる……？

「空あいてます！」

　つい前まえのめりになってしまった私わたしを見みて、先せん輩ぱいがふき出だした。

「お前まえさ、明日あした、誕たん生じょう日びだろ？」

「あ！」

　そういえば、そうだった。

　卒そつ業ぎょう式しきに、カレカノ宣せん言げんに……ドキドキすることが多おおすぎて、すっかり忘わすれてしまっていた。

「まじか。自じ分ぶんの誕たん生じょう日び、忘わすれてたのかよ」

「そのようです……。今日きょうが大たい切せつすぎて」

「ははっ。お前まえらしい。じゃ、時じ間かんと待まち合あわせ場ば所しょ、あとで連れん絡らくするから」

「は、はい！」

　先せん輩ぱいから、連れん絡らくまでもらえちゃうんだ！

　このおさそいって、もしかして……？

　スーハーと小ちいさく深しん呼こ吸きゅうして、先せん輩ぱいを見み上あげた。

「あ、あの。それって、で、で、デートですか？」

「そうだけど？」

「!!」

　さらっと肯こう定ていされた！

　ついに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと、デート！

　本ほん当とうにデートなんだ……！

「なんだよそれ。不ふ満まんか？」

「とんでもないです！　私わたし、生うまれて初はじめてデートにさそわれました」

「へぇ」

「人じん生せい初はつのデート、伊い吹ぶき先せん輩ぱいとできるなんて……うれしいです」

　あまりの感かん動どうに、うまく言こと葉ばが出でない。

　先せん輩ぱいは、はぁと息いきを短みじかくはいた。

「お前まえさ」

「はい！」

　マズい。ひとりで浮うかれすぎちゃったかも！

　引ひかれてしまったかなって、不ふ安あんになっていたら……。

「ほんと……かわいすぎなんだって」

「……っ」

　先せん輩ぱいは、少すこしだけほおを赤あかくそめて、困こまったような顔かおでつぶやいた。

　こんな顔かおの先せん輩ぱい、初はじめて見みるよ……！

　思おもいがけないドキドキと、デートの期き待たいで胸むねがいっぱい。

　誕たん生じょう日びデート、楽たのしみすぎるよ！

「今こん夜やは、浮うかれてないでちゃんと寝ねろよ」

「は、はい。肝きもに銘めいじます……」

　やっぱり先せん輩ぱいにはかなわない。

　私わたしの心こころの中なかなんて、お見み通とおしみたい。

「明日あした、楽たのしみにしてます」

「ああ」

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいにデートにさそってもらっちゃった。

　私わたし、本ほん当とうに伊い吹ぶき先せん輩ぱいの彼かの女じょになれたんだな……。

　先せん輩ぱいの手てのあたたかさを感かんじながら、私わたしは幸しあわせをかみしめた。
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　こんにちは！　高たか杉すぎ六りっ花かです。

『君きみのとなりで。』８巻かんを読よんでくださって、ありがとうございます！

　もう８巻かんなんですね……。なんだかしみじみしちゃいます。

　こんなに長ながくお話はなしをお届とどけできるのも、応おう援えんしてくれるみなさんのおかげです。

　担たん当とうさんと打うち合あわせをしているとき、原げん稿こうを書かいているとき、書かき上あがった原げん稿こうを何なん度ども読よみ返かえしているとき、できあがった本ほんを手てにしたとき……。そんな「君きみとな」ができるわくわくの過か程ていで、何なん度どもみなさんのエールを思おもい出だします。

　そのたびにありがたくて、うれしくて、感かん謝しゃの気き持もちでいっぱいになるんです。




　７巻かんの発はつ売ばい後ご、すぐに、たくさんのお手て紙がみをいただきました！

　熱あつい感かん想そう、熱あつい叫さけび（笑わらい）、みなさんのバレンタインのエピソード、すてきなイラストや手て作づくりのしおりなどなど、本ほん当とうにありがとうございます！

　つばさ文ぶん庫このホームページの「みんなのかんそう」にも、熱あつい感かん想そうやメッセージをたくさんいただけてうれしかったです。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの予よ想そう外がいな行こう動どうやドキドキの発はつ言げんに、キュンキュン＆キャー♥となってくれた方かたや、８巻かんが待まちきれないです！と言いってくださる方ほうがとっても多おおくて、感かん激げきでした！

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいたち３年ねん生せいが引いん退たいする定てい期き演えん奏そう会かいと、卒そつ業ぎょう。

　そして、さくらの恋こいがついに……！

　そんなキュンいっぱいの８巻かんは、いかがだったでしょうか？　ドキドキ。

　恋こいをすると、いろんな悩なやみが出でてきますよね。

　好すきになればなるほど嫌きらわれたくなくて、おくびょうになってしまったり。

　周まわりのお友ともだちの恋こいがうまくいっていると、焦あせってしまったり。

　でも、さくらが言いっていたように、きっと『好すき』のかたちはたくさんあって、ただひとつの正せい解かいなんて、ないんです。

　さくらとさっこと加か代よちゃんの恋こいを応おう援えんしてくれているみんなの恋こいを、私わたしも応おう援えんしています！




　さて、８巻かんに出でてきた曲きょくは、エルガー作さっ曲きょくの『威い風ふう堂どう々どう』第だい１番ばん。はなやかでかっこいいこの行こう進しん曲きょくを、聞きいたことがある方かたも多おおいのではないでしょうか。

　そして今こん回かいの『高たか田だ先せん輩ぱいの吹すい奏そう楽がく講こう座ざ』のコーナーでは、高たか田だ先せん輩ぱいが「君きみとなメンバーの好すきな曲きょく」を教おしえてくれますよ♪　私わたしも大だい好すきな曲きょくばかりなので、ぜひ聴きいてみてくださいね。




　今こん回かいもたくさんの方かた々がたの協きょう力りょくで、この本ほんを出だすことができました。

　目めが幸しあわせになる神かみイラストを描かいてくださる穂ほ坂さかきなみ先せん生せい、寄より添そい導みちびいてくれる担たん当とう編へん集しゅうＫさん、つばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶのみなさま、「君きみのとなりで。」にたずさわってくださったすべてのみなさま、本ほん当とうにありがとうございます！

　いつも応おう援えんしてくれる友ゆう人じんたちと、私わたしの大たい切せつな家か族ぞく、そしてこの本ほんを手てに取とってくれたあなたに、心こころから感かん謝しゃしています。




　さて、次じ回かいの君きみとなは……。

　両りょう想おもいのその先さきへ♥　ついに初はつデートです！

　誕たん生じょう日びにデートなんて、もう、キュンキュンの予よ感かんしかしませんよね♥

　だけど、さくらに大だいトラブルが!?　そのとき伊い吹ぶき先せん輩ぱいは……!?

　ドキドキとキュンキュンと大だい大だい大だい感かん動どうの９巻かんは、２０２２年ねん秋あきごろ発はつ売ばい予よ定ていです。

　どうぞお楽たのしみに♪

　それではまた、９巻かんでお会あいしましょう！


高たか杉すぎ六りっ花か



♪高たか杉すぎ六りっ花か先せん生せい・穂ほ坂さかきなみ先せん生せいへのお手て紙がみは、角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶに送おくってください！

〒１０２‐８１７７　東とう京きょう都と千ち代よ田だ区く富ふ士じ見み２‐13‐３

株かぶ式しき会がい社しゃＫＡＤＯＫＡＷＡ 角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶ

高たか杉すぎ六りっ花か先せん生せい係がかり　または　穂ほ坂さかきなみ先せん生せい係がかり



















君きみのとなりで。⑧




ふたつのさよなら、ひとつの始はじまり
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高杉六花／作
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